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2025/10/1

2025/10/1 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 ～県産品の販路拡大を後押し 売れる商品と商談を実現～商談力アップ講座 受講事業者募集中

2025/10/1 健康福祉部健康政策課健康企画班 県や市町の担当者が、地域の健康課題を分析した結果を発表！

2025/10/1 健康福祉部地域医療課医師確保班 順天堂大学との地域医療提供体制の確保に向けた協定締結

2025/10/1 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 全国初！静岡県とリネットジャパングループ株式会社及び株式会社クラ・ゼミとの環福連携協定を締結します

2025/10/1 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【取材依頼】しずおかフィナンシャルグループによる義援金の贈呈

2025/10/1 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【取材依頼】しずおかフィナンシャルグループによる義援金の贈呈

2025/10/1 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 今夏の富士登山の状況（確定報）

2025/10/1 くらし・環境部環境局環境局 第８回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議の開催

2025/10/1 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 令和７年度第２回静岡県消費者教育推進県域協議会を開催します

2025/10/1 財務部行政経営課行政経営班 ～県職員が知事・副知事へ政策を提案！～職員政策提案制度二次審査の実施

2025/10/1 総務部地域振興課地域政策班 伊豆半島地域サミットの開催

2025/10/1 企画部総合教育課総合教育班
大学生と小学生、高校生が大学での学びをテーマに交流する「大学生出張講座」を実施！（10/2 静岡県立富士宮北高等学
校・10/14 御前崎市立第一小学校）

2025/10/1 企画部多文化共生課多文化共生班 静岡県多文化共生シンボルマークが決定しました！

2025/10/2

2025/10/2 経済産業部工業技術研究所 金属材料科岩澤、田中 【取材依頼】"脱プラ"を実現する 次世代素材へのめっき技術を開発！

2025/10/2 経済産業部お茶振興課世界緑茶班 【取材依頼】開催直前！世界お茶まつり実行委員会(第５回)を開催

2025/10/2
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーショ
ン推進班

【当日取材希望】スタートアップが直接市長・町長等へ課題解決に向けたプレゼンを実施！「静岡県パブリックピッチイベン
ト」を開催します

2025/10/2 健康福祉部疾病対策課がん対策班 10月は「乳がん月間」 ～各種イベントのお知らせ～

2025/10/2 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します

2025/10/2 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 世界遺産ＰＲイベントの開催（プレ葉ウォーク浜北）

2025/10/2 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025邦楽演奏会を開催します！

2025/10/2
くらし・環境部政策管理局企画政策課、県民生活局男女
共同参画課企画班、男女共同参画班

「静岡県女性経営者・起業家の活躍推進に関する研究会」を開催します。

2025/10/3

2025/10/3 教育委員会教育政策課政策推進班 第４回移動教育委員会を開催します

2025/10/3
選挙管理委員会選挙管理委員会事務局選挙管理委員会事
務局

第27回参議院議員通常選挙に係る年代別投票率（全年代・抽出調査結果）

2025/10/3 交通基盤部都市計画課都市行政班 都市計画案の縦覧について

2025/10/3 交通基盤部土木防災課防災班 山田 （県内初）「しぞ～か防災かるた 豪雨の備え編」を活用した静岡どぼくらぶ講座を開催します。

2025/10/3 交通基盤部建設政策課未来まちづくり室 ふじのくにi-Construction推進支援協議会（令和７年度第１回）を開催します

2025/10/3 経済産業部富士農林事務所農村計画課 「富士山のふもとの郷を守る会」が須津幼稚園児と一緒にれんげの種まきを行います
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2025/10/3 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（9/26～10/2）

2025/10/3 経済産業部地域産業課及川 “しずおか発”の新しい価値を提案「グッドデザインしずおか2025」一次審査通過25点を展示

2025/10/3 経済産業部経営支援課団体支援班 「アトツギ甲子園地域アンバサダー」の小松元気氏が平木副知事を表敬訪問します

2025/10/3 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 跡見 ～訪日教育旅行～ 10月の学校交流が決まりました！

2025/10/3 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 プラスチック資源循環フォーラム ～私たち一人ひとりが、今日からできることを始めよう～ を開催します！

2025/10/3 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 【中止】「富士山麓外来植物撲滅大作戦２～富士山を外来植物から守ろう！～」を実施します

2025/10/3 くらし・環境部住まいづくり課企画班・宅地建物班 牧之原市における応急住宅の確保状況（10月２日時点）

2025/10/3
企画部統計活用課管理・普及班、人口就業班、商工・経
済班

令和７年10月公表予定の統計データ

2025/10/6

2025/10/6 教育委員会科学技術高校教諭 深見 玲子 【取材依頼】「第16回 済州国際青少年フォーラム」に科学技術高校の生徒が参加します！

2025/10/6 教育委員会特別支援教育課人事班 教員の逮捕

2025/10/6 企業局経営課・水道企画課経営管理班 企画調査班 水道事業の課題解決を目指し、３つのテーマで採択されたスタートアップ企業等による事業プラン発表会を開催します！

2025/10/6 健康福祉部医療政策課医療企画班 【参加者募集】「みんなで支えよう私たちのまちの医療」をテーマにシンポジウムを開催します！

2025/10/6 健康福祉部こども政策課こども政策班 しずおかマリッジ 梅御殿で婚活イベントを開催

2025/10/6 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【変更】【取材依頼】生活協同組合 パルシステム静岡による義援金の贈呈

2025/10/6
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 
田平

静岡ジェードが中学生に直接指導を行います。

2025/10/6
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課スポーツ振興課 
生涯・パラスポーツ班

週に１度はスポーツをしよう！ニュースポーツふれあいフェスタin伊豆の開催

2025/10/6 くらし・環境部住まいづくり課宅地建物班 台風第15号における借上げ型応急住宅の確保のため 宅地建物取引業関係団体に更なる協力を要請

2025/10/6 企画部総合教育課総合教育班 第１回産学官連携推進会議の開催

2025/10/6 企画部地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所、台北市立大学での初の講義 「日本の地方自治体における海外誘客戦略」テーマに

2025/10/6 企画部統計活用課管理・普及班 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数（令和７年７月分）～

2025/10/7

2025/10/7 教育委員会教育政策課政策企画班 こどもたちの多様な学びを企業が支援します～株式会社ローソンによる藤枝市立広幡中学校への出張講座～

2025/10/7 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会危機管理くらし環境委員会の開催

2025/10/7 交通基盤部港湾振興課ポートマーケティング推進班 【取材依頼】清水港セミナーを東京で開催します

2025/10/7 経済産業部森林計画課森林計画班 森本 林業関係６団体による要請活動

2025/10/7 健康福祉部薬事課薬事企画班 高校生献血ボランティア『アボちゃんサポーター』活動の実施～オイスカ浜松国際高等学校の生徒さんへの委嘱式を行います～

2025/10/7 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 県内３箇所のこどもの居場所がふるさと納税を活用したクラウドファンディングに取り組んでいます！

2025/10/7 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【変更】【取材依頼】生活協同組合 パルシステム静岡による義援金の贈呈

2025/10/7 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025舞踊公演「翔の会」を開催します。
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2025/10/7 スポーツ・文化観光部文化政策課 「和食展しずおか」の開会式を実施します（取材依頼）

2025/10/7 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 「生命(いのち)のメッセージ展inしずおか」の県庁開催

2025/10/7 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

2025/10/7 危機管理部消防保安課産業保安班 静岡県高圧ガス・危険物防災訓練の実施

2025/10/7 危機管理部危機情報課杉山、渡邊、最賀 静岡県被災者支援連絡会第２回研修会を開催します！

2025/10/8

2025/10/8 教育委員会健康体育課学校体育班 スポーツ練習アプリ「ＡＩスマートコーチ」を活用した新しい部活動支援を開始します。

2025/10/8 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 【就労継続支援Ｂ型事業所対象】 事業所の工賃向上会計処理支援研修を開催します（取材依頼）

2025/10/8 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025美術部門「写真展」・障害者文化芸術部門「文化芸術展」を開催します！

2025/10/8
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

＼ デフサッカー 酒井藍莉選手も参加！ ／東京2025デフリンピックＰＲカー県庁お披露目会

2025/10/8
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

第24回全国障害者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く障スポ」静岡県選手団結団式が開催されます！

2025/10/8 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 委託先のメール送信誤りによる個人情報漏えい事案の発生

2025/10/8 くらし・環境部公営住宅課県営住宅管理班 令和７年台風第15号被災者の県営住宅一時使用 申込結果について

2025/10/8 くらし・環境部住まいづくり課企画班 新設住宅着工統計令和７年８月の主な動向

2025/10/9

2025/10/9 議会事務局議事課議会事務局 議事課 令和７年９月定例会の概要【結果】

2025/10/9 交通基盤部土木防災課防災班 山田 浜松市立笠井小学校で「しぞ～か防災かるた 豪雨の備え編」を活用した出前講座を開催します。

2025/10/9 健康福祉部障害福祉課身体障害福祉班 社会福祉功労者に対する知事褒賞（身体障害者相談員・身体障害者の自立更生者）授与式について

2025/10/9 健康福祉部障害福祉課精神保健福祉班 静岡県摂食障害フォーラム2025を開催します！

2025/10/9 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 地域づくりに関するセミナーを開催します

2025/10/9 健康福祉部福祉長寿政策課地域包括ケア推進班 【取材依頼】令和７年度第１回地域包括ケア推進ネットワーク会議の開催

2025/10/9 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 浜松市立都田図書館で「みらーと 支援人材育成セミナー」を開催します

2025/10/9
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

静岡県ゆかりの東京２０２５デフリンピック出場選手が知事を表敬訪問します

2025/10/9 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 「R7使用済紙おむつ再資源化実証事業」を袋井市と実施します！

2025/10/9 くらし・環境部環境政策課 【延期】親子で学ぶ富士川の水源としての森の働き 「森・里・川・海のつながり学習会（森の回）」を開催します。

2025/10/9 危機管理部危機情報課情報班 富士山火山まちあるきイベント「ぶらり富士山火山防災さんぽ」参加者募集中！

2025/10/9 危機管理部危機政策課調整班 台湾内政部消防署副署長が防災視察のため本県を訪れ知事を表敬訪問

2025/10/9 総務部人事課給与班 人事委員会勧告に対する知事コメント

2025/10/10

2025/10/10
健康福祉部、くらし・環境部、経済産業部企画政策課、
住まいづくり課、総務課

令和７年９月台風第15号災害に係る応急仮設住宅等入居者への生活家電の貸し出し
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2025/10/10 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会令和７年12月定例会の日程変更

2025/10/10 交通基盤部河川砂防管理課河川砂防管理班 採石業務管理者試験問題の印刷・配付ミスについて

2025/10/10 交通基盤部建設政策課企画班 岩崎 令和７年度 静岡県インフラビジョン推進会議の開催

2025/10/10 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（10/3～10/9）

2025/10/10 経済産業部お茶振興課お茶振興班 「静岡茶」の輸出拡大に向けた、ドイツ・米国での展示会出展者を募集します！

2025/10/10 経済産業部新産業集積課技術振興班 鈴木 【取材依頼】～過去最多128社・団体がふじさんめっせに集結～「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」を開催

2025/10/10 経済産業部新産業集積課技術振興班 鈴木
【取材依頼】ふじのくにセルロース循環経済国際展示会に出店するキッチンカーで「廃棄茶殻を活用した食品トレイ」を実証使
用

2025/10/10 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症対策課 マダニに咬まれないように注意しましょう！（「日本紅斑熱」の患者が確認されました）

2025/10/10 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター 令和７年度感染症媒介蚊定点モニタリングの結果について（９月分）

2025/10/10 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 災害時を想定した保健医療福祉調整会議訓練の実施

2025/10/10 くらし・環境部環境ふれあい課環境ふれあい班 御殿場市及び静岡県さくらの会合同記念植樹を実施します！

2025/10/10 くらし・環境部環境政策課 【延期】親子で学ぶ富士川の水源としての森の働き 「森・里・川・海のつながり学習会（森の回）」を開催します。

2025/10/10 くらし・環境部住まいづくり課企画班・宅地建物班 牧之原市における応急住宅の確保状況（10月９日時点）

2025/10/10 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班
10月14日（火）「子ども見守り強化の日」県内の各地域において見守り活動を実施します！ ～磐田市において県が推奨するモ
デル事業を実施～

2025/10/10 危機管理部消防保安課消防行政班 令和７年度防火ポスターコンクール入賞作品を展示します

2025/10/10 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 第177回ふじのくに防災学講座を開催します。

2025/10/10 財務部財政課計画班 令和７年度12月補正予算編成要領

2025/10/10 財務部財務部総務課総務班 【当日取材希望】沼津信用金庫と遺贈協定を締結します！

2025/10/14

2025/10/14
健康福祉部企画政策課、くらし・環境部住まいづくり
課、経済産業部総務課

令和７年９月台風第15号災害に係る応急仮設住宅等入居者への生活家電貸出しの受付開始

2025/10/14
教育委員会清水特別支援学校教頭 田代 美紀、高等部
１年学年主任 櫻井 雅巳

清水特別支援学校が清水南高等学校と音楽交流を行います！

2025/10/14 教育委員会沼津聴覚特別支援学校副校長 山下 智美 沼津聴覚特別支援学校で「デフリンピック壮行会」及び「先輩の話を聞く会」を開催します！

2025/10/14 教育委員会沼津聴覚特別支援学校副校長 山下 智美 沼津聴覚特別支援学校にデフリンピック全国キャラバン活動大会ＰＲカーが訪問します！

2025/10/14 教育委員会静岡農業高校教諭 望月 俊哉 静岡農業高校の生徒が制作した「三保バーガー」を販売します！

2025/10/14 交通基盤部景観まちづくり課景観づくり推進班 湖西市山口地区の景観を、地域の方々と一緒に磨き上げます！

2025/10/14 交通基盤部漁港整備課漁港整備班 福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシステム機能回復検討委員会（第2回）の開催

2025/10/14 交通基盤部建設業課建設業班 望月 建設業者に対する監督処分

2025/10/14 経済産業部富士農林事務所農村計画課 「岩本山とかりがね堤を守る会」が岩松幼稚園・岩松保育園の園児及び社会福祉法人「岳陽会」とサツマイモ掘りを行います

2025/10/14 経済産業部お茶振興課世界緑茶班 世界お茶まつり2025「秋の祭典」の開催

2025/10/14 経済産業部地域産業課地域産業班 勝俣 2026年1月施行！～下請法は取適法へ～改正ポイント説明会（静岡会場）を開催します



発表日 所属   タイトル

2025/10/14 経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
【取材依頼】「静岡発！温泉と食のウェルネスツーリズム創出♨」マッチングイベントを開催します！！（令和７年度 第１回
ＩＣＯＩフォーラム）

2025/10/14 健康福祉部疾病対策課がん対策班 【参加者募集】講演会「脳卒中から身を守る術」

2025/10/14
スポーツ・文化観光部スポーツ政策課スポーツコミッ
ション班

静岡に勇気と希望を！本県ゆかりのインラインスケート日本代表選手による平木副知事表敬訪問

2025/10/14 スポーツ・文化観光部企画経理課企画経理班 静岡県版サブスクリプションサービス「しずＧｏ！」開始

2025/10/14 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 ～中学生・高校生対象～ 自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

2025/10/14 総務部地域振興課地域政策班 東部地域サミットの開催

2025/10/14 企画部地域外交課地域外交戦略班 知事の海外出張(世界都市自治体連合(UCLG)世界評議会出席)

2025/10/14 企画部デジタル戦略課デジタル戦略班 【取材依頼】令和７年度第２回ＬＧＸ・デジタル戦略推進本部会議を開催します

2025/10/14 企画部知事政策課知事政策班 第123回中部圏知事会議の開催

2025/10/15

2025/10/15
教育委員会沼津工業高校教頭（大会運営副委員長） 長
田 正文

第33回静岡県高校生エコラン大会が開催されます！

2025/10/15 教育委員会教育政策課政策推進班 モンゴル国・ドルノゴビ県高校生訪問団が来静します！

2025/10/15 交通基盤部建設政策課企画班 岩崎 静岡県インフラビジョンの策定に向けた意見を募集します。

2025/10/15 健康福祉部衛生課食品監視班 令和７年度流通食品の放射性物質検査結果（第５報）

2025/10/15 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第５報）

2025/10/15 健康福祉部地域医療課山崎 令和７年度 救急医療功労者知事表彰の表彰式を開催します

2025/10/15 健康福祉部障害福祉課知的障害福祉班 ウルトラ・ユニバーサル野球チーム「静岡ちゃベアーズ」訪問

2025/10/15 健康福祉部福祉長寿政策課福祉長寿政策班 【取材依頼】一般社団法人静岡県信用金庫協会 による義援金の贈呈

2025/10/15 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 跡見 台湾からの訪日教育旅行誘致に向けてファムトリップを実施します

2025/10/15 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 静岡インバウンドガイド研修の参加者を募集します

2025/10/15 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025美術部門「写真展」の審査結果を発表します！

2025/10/15
総務部東部地域局危機管理課東部地域局地域課 花木、
危機管理課 白井

津波防災の日～みんなで備える津波対策～

2025/10/15 企画部統計活用課管理・普及班 静岡県の順位がわかる！「令和７年版統計ハンドブック」を発行

2025/10/16

2025/10/16 交通基盤部道路整備課橋梁班 静岡県管理橋梁の橋名板盗難被害について

2025/10/16 交通基盤部建設業課建設業課 鈴木 工事請負契約等に係る入札参加停止

2025/10/16 経済産業部農産振興課みかん特産班 静岡県果樹農業振興審議会の開催

2025/10/16 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 静岡県エネルギー戦略推進会議 令和７年度第２回会議

2025/10/16 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 関西の有力スーパーと初の商談会を静岡で開催～県産品の新たな販路拡大に挑む事業者を募集中！～

2025/10/16
経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーショ
ン推進班

【当日取材希望】スタートアップが直接市長・町長等へ課題解決に向けたプレゼンを実施！ 「静岡県パブリックピッチイベン
ト（東部地域）」を開催します
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2025/10/16 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和７年度薬事功労者表彰式の開催

2025/10/16 健康福祉部疾病対策課がん対策班 JR静岡駅で「骨髄バンク推進月間」街頭キャンペーンを実施します！

2025/10/16 健康福祉部介護保険課介護人材班 【参加者募集】より良い高齢者ケアを考えるセミナー及び令和７年度優良介護事業所表彰式・事例発表会

2025/10/16 スポーツ・文化観光部空港振興課西垣・髙橋 #つながる富士山静岡空港 ×ＪＲ東海 富士山静岡空港冬ダイヤ×富士山満喫きっぷを主要３駅で合同PR

2025/10/16 くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企画班 【取材依頼】静岡県の移住最前線！成功の鍵は『連携』 ふじのくにに住みかえる推進本部全体会を開催します

2025/10/16 危機管理部危機政策課政策班 寺田 【当日取材希望】静岡県と株式会社建設システムとの災害応急対策協定締結式を開催します！

2025/10/17

2025/10/17 教育委員会社会教育課青少年指導班 ネットはちょっと一休み「つながりキャンプ」メインキャンプを開催します！

2025/10/17 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の開催

2025/10/17 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会決算特別委員会の開催

2025/10/17 経済産業部水産振興課水産振興班 静岡県水産振興審議会の開催

2025/10/17 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（10/10～10/16）

2025/10/17 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター マダニに咬まれないように注意しましょう！（「重症熱性血小板減少症候群(SFTS)」の患者が確認されました）

2025/10/17 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 静岡ガスからのポイントを活用したこどもの居場所づくり応援基金への寄附について

2025/10/17 スポーツ・文化観光部文化財課文化財保存班 生成ＡＩを使った新たな民俗芸能の保存継承・ 活用の取組を紹介します！

2025/10/17 くらし・環境部住まいづくり課企画班・宅地建物班 牧之原市における応急住宅の確保状況（10月16日時点）

2025/10/17 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 静岡県男女共同参画推進本部・本部員会を開催します。

2025/10/17 総務部人事課監察班 県職員（知事部局）の懲戒処分

2025/10/17 企画部知事政策課知事政策班 「令和７年度定例第二回（秋）関東地方知事会議」の開催

2025/10/20

2025/10/20 教育委員会社会教育課青少年指導班 子ども・若者のさまざまな悩みに個別に応じる合同相談会を開催します（島田会場）

2025/10/20 教育委員会社会教育課企画班 令和７年度「読書県しずおか」づくり優秀実践校等・優秀実践団体の表彰式を開催します

2025/10/20 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：御殿場高校）

2025/10/20 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 中澤 明るい選挙啓発ポスターコンクールの県審査結果

2025/10/20 経済産業部お茶振興課お茶振興班 太田 小・中学生によるお茶の競技大会「令和７年度Ｃｈａ－１グランプリ本戦会」を開催します！

2025/10/20
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 
田平

トランポリン競技Ｗ杯金メダリスト海野大透選手による体操クリニック

2025/10/20 くらし・環境部環境局環境政策課（竹内）
【延期】【10/26開催】親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産の関係「森・里・川・海のつながり学習会（川の回）」を開催しま
す。

2025/10/20
くらし・環境部自然保護課くらし・環境部環境局自然保
護課 自然保護・管理班

令和７年度「愛鳥週間ポスターコンクール」の表彰式を開催します！

2025/10/20 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 交通死亡事故ゼロ連続200日を達成！ ～ 磐田市 ～

2025/10/20 企画部統計活用課企画部 統計活用課 静岡県の推計人口 前月比1,619人の減少
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2025/10/21

2025/10/21
交通基盤部建設業課、財務部総務課建設業課建設業班、
総務課庁舎管理班

工事請負契約等に係る入札参加停止

2025/10/21 教育委員会浜松湖北高校副校長 加藤剛史 難関資格「第三種電気主任技術者試験」に３年生２人が合格

2025/10/21 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター ブラック・ジャック セミナー（手術体験セミナー） 開催概要

2025/10/21
経済産業部食と農の振興課静岡県経済産業部農業局食と
農の振興課

農福連携の支援者を育成！知識と技術を実践で身につけよう！

2025/10/21 健康福祉部疾病対策課がん対策班 10月29日は世界脳卒中デー

2025/10/21 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025障害者文化芸術部門「ふぁいんだー」作品公募展の開会式と公開最終審査会を開催します！

2025/10/21 くらし・環境部環境政策課地球環境班 【参加者募集】しずおかカーボンニュートラル金融コンソーシアム ＧＸシンポジウムを開催します！

2025/10/21 企画部東京事務所渉外広報班 静岡県内小学校の修学旅行で地元PR活動を行います

2025/10/22

2025/10/22 教育委員会高校教育課指導第１班
県立高等学校の生徒２人が「Well-Being 2025 in Monaco」音楽親善大使としてモナコ公国へ派遣されます～生徒２人が教育長
を表敬訪問します～

2025/10/22 企業局水道企画課 【変更】静岡県企業局優良建設工事等表彰式の開催

2025/10/22 健康福祉部衛生課食品監視班 毒キノコによる食中毒に注意しましょう

2025/10/22 健康福祉部障害者政策課障害者政策班 令和７年度障害を理由とする差別解消推進県民会議を開催します

2025/10/22 財務部財政課計画班 令和８年度当初予算編成要領

2025/10/22 財務部財政課企画班（公会計担当） 令和６年度静岡県財務諸表の公表

2025/10/22 企画部地域外交課海外交流班 中国技術研修員が県幹部を表敬訪問します

2025/10/23

2025/10/23 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の開催

2025/10/23
交通基盤部技術調査課技術支援第１班（建設技術監理セ
ンター駐在）

令和７年度交通基盤部技術研究発表会の開催

2025/10/23 経済産業部食と農の振興課農産環境班 勝岡 【当日取材希望】「しずおかＧＡＰ」初の認証取得者へ知事から認証書を交付します！

2025/10/23 経済産業部企業立地推進課企業立地班
【取材依頼】静岡県企業立地セミナーを開催！ ～今年も知事が登壇し、都内で製造業の誘致に向けてトップセールスを実施し
ます～

2025/10/23 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 令和７年度「静岡県マーケティング戦略会議」の開催（取材依頼）

2025/10/23
スポーツ・文化観光部空港振興課         富
士山静岡空港株式会社空港振興課 西垣、髙橋

令和７年９月の富士山静岡空港利用状況

2025/10/23
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポー
ツ班

小中学生を対象に出前授業を行います！～デフリンピック学校観戦～

2025/10/24

2025/10/24
教育委員会沼津特別支援学校教諭 髙藤 禎博、安藤 龍
太郎

こどもたちの多様な学びを企業が支援します

2025/10/24 教育委員会教育政策課政策推進班 第５回移動教育委員会を開催します

2025/10/24 交通基盤部都市計画課都市行政班 都市計画案の縦覧について（岳南広域都市計画道路）

2025/10/24 交通基盤部土木防災課防災班 水防法に基づく高潮浸水想定区域の指定について

2025/10/24
経済産業部農林技術研究所農業ロボット経営戦略科萩
原、牧田

有機茶栽培の拡大に向けて乗用型の茶園用除草機を開発！
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2025/10/24 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 【訂正】野生イノシシの豚熱検査結果（10/17～10/23）

2025/10/24 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（10/17～10/23）

2025/10/24 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 ～富士山の麓で静岡の特産品と出会う「富士山静岡マルシェ」～御殿場プレミアム・アウトレットにて開催！

2025/10/24 経済産業部マーケティング課ブランド戦略班 令和７年度静岡県農林水産業功労者表彰式の開催

2025/10/24 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター インフルエンザの流行期となりました

2025/10/24 健康福祉部感染症対策課静岡県感染症管理センター
マダニに咬まれないように注意しましょう！（「重症熱性血小板減少症候群(SFTS)」及び「日本紅斑熱」の患者が確認されま
した）

2025/10/24 健康福祉部医療政策課医療企画班 静岡県医師会会長が副知事を訪問します

2025/10/24 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭2025障害者文化芸術部門「ふぁいんだー」作品公募展入賞作品・団体が決定しました！！

2025/10/24 くらし・環境部環境局環境政策課（竹内）
【延期】【10/26開催】親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産の関係「森・里・川・海のつながり学習会（川の回）」を開催しま
す。

2025/10/24 くらし・環境部住まいづくり課企画班・宅地建物班 牧之原市における応急住宅の確保状況（10月23日時点）

2025/10/24 総務部地域振興課フロンティア推進班 「フロンティアを拓く取組」反射炉ビヤが世界最高金賞を受賞―知事を表敬訪問―

2025/10/27

2025/10/27 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：ふじのくに国際高校）

2025/10/27
教育委員会義務教育課義務教育課 石塚洋行 高校教育
課 戸塚優季 特別支援教育課 加茂聡

「令和６年度児童生徒の問題行動等調査」静岡県公立学校の状況（添付：高校教育課、特別支援教育課資料）

2025/10/27
教育委員会義務教育課義務教育課 石塚洋行 高校教育
課 戸塚優季 特別支援教育課 加茂聡

「令和６年度児童生徒の問題行動等調査」静岡県公立学校の状況（添付：義務教育課資料）

2025/10/27 企業局水道企画課 【変更】静岡県企業局優良建設工事等表彰式の開催

2025/10/27 経済産業部水産・海洋技術研究所深層水科 静岡県水産・海洋技術研究所が日頃の研究成果を発表します

2025/10/27 経済産業部工研浜技支援セ材料科田光
加工技術の国内最高峰の賞「第20回（2025年）切削加工ドリームコンテスト 先端加工部門金賞」を浜松工業技術支援セン
ターが受賞！

2025/10/27 経済産業部工科短期大学校学務課 静岡県立工科短期大学校令和７年度オープンキャンパス

2025/10/27 経済産業部地域産業課地域産業班 地域の技と暮らしをつなぐデザイン！グッドデザインしずおか2025受賞品決定！！

2025/10/27 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和７年９月分）

2025/10/27 経済産業部新産業集積課新産業集積第１班 令和７年度ファルマバレープロジェクト戦略計画検討委員会（第１回）を開催します！

2025/10/27 健康福祉部薬事課薬物対策班 麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動街頭キャンペーンを実施します！

2025/10/27 健康福祉部地域福祉課援護恩給班 沖縄「静岡の塔」追悼式の開催

2025/10/27 くらし・環境部生活環境課環境影響評価班 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議第22回地質構造・水資源部会専門部会の開催

2025/10/27 危機管理部危機情報課渡邊・最賀 「地震防災強化月間」がスタートします

2025/10/27 総務部地域振興課地域づくり班 令和７年度宝くじスポーツフェア「ドリーム・バレーボール」の開催

2025/10/27 総務部地域振興課地域づくり班 令和７年度 宝くじスポーツフェア「ドリーム・サッカー」の開催

2025/10/27

2025/10/28 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会建設委員会の開催



発表日 所属   タイトル

2025/10/28
経済産業部農地局農地整備課，東部農林事務所農地整備
課，東部農林事務所用地管理課

用地取得関係書類の紛失

2025/10/28
経済産業部食と農の振興課静岡県経済産業部農業局食と
農の振興課

インバウンド誘客の鍵は"食×農泊"にあり！富士山麓・伊豆半島食の魅力推進協議会が現地研修会を開催！

2025/10/28 経済産業部職業能力開発課技能振興班 田代 「技能マイスター出前講座」11月開催！ マイスターが仕事の魅力と職業観を伝えます！

2025/10/28 経済産業部新産業集積課新産業集積第２班 【取材依頼】令和７年度 短期集中単位互換授業「ふじのくに学（伊豆の温泉と産業おこし）」開講！

2025/10/28 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課企画班 くふうハヤテベンチャーズ静岡による平木副知事表敬訪問

2025/10/28 くらし・環境部廃リサイクル課産業廃棄物班 産業廃棄物処理業許可の取消し

2025/10/28 くらし・環境部くらし交通課 令和７年度静岡県犯罪被害者等支援有識者会議の開催

2025/10/28 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 第47回静岡県消費生活審議会を開催します

2025/10/28 危機管理部危機情報課杉山、渡邊、最賀 静岡県被災者支援連絡会第３回研修会を開催します！

2025/10/28 企画部多文化共生課多文化共生班 令和７年度第２回静岡県多文化共生審議会の開催（取材案内）

2025/10/29

2025/10/29 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 ドリーム・プロジェクトを実施します（実施校：裾野高校）

2025/10/29 交通基盤部砂防課砂防班 砂防指定地指定告示に係る事務処理の遅延について

2025/10/29 経済産業部農技研茶業研セ茶環境適応技術科白鳥 茶の有機栽培のための施肥設計支援ツールの公開

2025/10/29 経済産業部企業立地推進課産業国際班 【取材依頼】インドビジネスセミナー2025を開催します！

2025/10/29 健康福祉部薬事課薬物対策班 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき新たに３物質を知事指定薬物として指定しました！

2025/10/29 健康福祉部地域福祉課人権同和対策室 令和７年度第１回静岡県人権会議の開催

2025/10/29 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 トリップドットコムグループによる海外富裕層を対象としたゴルフコンペ開催

2025/10/29 スポーツ・文化観光部文化政策課芸術祭推進班 ふじのくに芸術祭２０２５合唱コンクールを開催します！

2025/10/29 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班 11月１日～犯罪被害者等支援広報啓発強化期間

2025/10/29 危機管理部危機対策課対策班 島田市で弾道ミサイルを想定した 住民参加型の初動対応訓練を実施

2025/10/29 危機管理部危機政策課調整班 令和７年度第２回緊急地震速報訓練（11/5）の実施

2025/10/29
企画部統計活用課管理・普及班、人口就業班、商工・経
済班

令和７年11月公表予定の統計データ

2025/10/29

2025/10/30 教育委員会教育総務課勤務条件・監察班 懲戒免職処分取消請求事件の控訴審判決（敗訴）

2025/10/30 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局小林 参議院静岡県選出議員選挙無効請求事件の東京高裁判決（勝訴）

2025/10/30 経済産業部工研浜技支援セ光科志智 高視認性で安全対策等に貢献する新型LED照明を県内企業と開発。国内外の展示会に出展。

2025/10/30 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 【訂正】野生イノシシの豚熱検査結果（10/17～10/23）

2025/10/30 経済産業部職業能力開発課技能振興班 三井 令和７年度卓越した技能者（現代の名工）決定 ～本県からは３名が表彰されます～

2025/10/30 経済産業部職業能力開発課技能振興班 職人技を次世代へ！ものづくり体験「WAZAチャレンジ教室」の開催



発表日 所属   タイトル

2025/10/30 経済産業部産業イノベーション推進課研究調整班
AI・IoT導入支援拠点「静岡県AI・IoT推進ラボ」の機器更新～AI技術を加えた新たな展示拠点として、キックオフセミナーを開
催～

2025/10/30 くらし・環境部住まいづくり課宅地建物班 借上げ型応急住宅の供与手続訓練の実施

2025/10/30 くらし・環境部くらし・環境管理局前田 静岡県新聞販売連合会が日本新聞協会「貢献賞」の受賞報告に副知事を表敬訪問

2025/10/30 財務部建築企画課企画第２班 【当日取材依頼】「公共建築の日」記念講演会を開催します。

2025/10/30 企画部統計活用課商工・経済班 生産は対前月比で上昇、出荷は低下 静岡県鉱工業指数(令和７年８月分速報)

2025/10/30 企画部統計活用課商工・経済班 定期給与４か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和７年８月分）

2025/10/31

2025/10/31 教育委員会浜松特別支援学校教諭 式地 直之 浜松特別支援学校高等部生徒が「あまも復活大作戦」を実施します！

2025/10/31 教育委員会高校教育課人事班 「中学生・高校生のための教職セミナー」を開催します！

2025/10/31 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局小林 国民参政135周年・普通選挙100周年・婦人参政80周年記念における選挙関係功労者表彰受賞者決定

2025/10/31 経済産業部畜産振興課家畜衛生防疫班 野生イノシシの豚熱検査結果（10/24～10/30）

2025/10/31 経済産業部職業能力開発課技能振興班 田代 瑛 静岡県選手が技能五輪全国大会と全国障害者技能競技大会で大活躍！

2025/10/31 健康福祉部地域医療課医師確保班 【開催周知及び当日取材依頼】メディメッセージ2025の開催

2025/10/31 健康福祉部医療政策課 静岡県医療機関食事療養提供体制確保事業費助成金 申請受付を開始します

2025/10/31 健康福祉部障害者政策課障害者政策班 障害者施策推進に関する協議会を開催します

2025/10/31 健康福祉部私学振興課指導班 私立学校の設置認可等に関する審査基準の一部改正について県民意見提出手続（パブリックコメント）を実施しています。

2025/10/31 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 静岡県中央新幹線環境保全連絡会議第18回生物多様性部会専門部会の開催

2025/10/31
くらし・環境部環境ふれあい課静岡県くらし・環境部環
境局環境ふれあい課環境ふれあい班

「静岡森づくり大賞」及び「しずおか未来の森サポーター企業表彰」の表彰式を開催します！

2025/10/31 くらし・環境部環境政策課 静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード ８団体の採択を決定！ 11/6(木）県庁にてキックオフミーティングを開催します

2025/10/31 くらし・環境部住まいづくり課企画班・宅地建物班 牧之原市における応急住宅の確保状況（10月30日時点）

2025/10/31 くらし・環境部住まいづくり課企画班 安原 「空き家×古民家活用」でビジネスチャンス！静岡県住宅ストック活用促進研修会を開催します！

2025/10/31 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果（速報・第176報）

2025/10/31 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 企画展「フェーズフリーを進めよう！」を開催します！

2025/10/31 企画部企画課企画班 令和7年度第2回静岡県国土利用計画審議会の開催



提 供 日 2025/10/01

タイトル ～県産品の販路拡大を後押し 売れる商品と商談を
実現～商談力アップ講座 受講事業者募集中

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

～県産品の販路拡大を後押し 売れる商品と商談を実現～
商談力アップ講座 受講事業者募集中

 県は、オンライン上に、国内外のバイヤーと県内生産者を結び付けるツールとなる「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」を整備し、県産品の
販路拡大を図っています。
 このたび、県は、商談会においてより良い結果が出せるよう、「商談力アップ講座」を開催し、その受講事業者を募集しています。募集対象
は、「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」登録済の事業者ですが、新規登録も可能です。

１　商談力アップ講座の概要
（１）日程、内容

回 開催日  時間 内容 開催方法

１ 10月17日（金）  流通業界とバイヤーの理解  対面（静岡市内)

2 10月29日（水）  成果に直結する営業力強化と実践ヒント  オンライン

3 11月７日（金）
 模擬商談会＆専門家からの個別フィー
ドバック  対面（静岡市内)

４ 11月19日（水）
 顧客・競合の徹底分析と独自の価値創
造  オンライン

５ 1月20日（火）  売れる商品開発と戦略的マーケティング  オンライン

６ 1月28日（水）

  15時

   ～

  17時 

 

 商品開発実践ワークショップ  対面（静岡市内)

（２）講師
株式会社ビビッドガーデン 執行役員 　　　      松浦悠介（まつうら　ゆうすけ）氏
国分中部株式会社　地域共創部長　　　       　髙橋典裕（たかはし　のりひろ）氏
株式会社遠鉄百貨店 地域共創担当バイヤー  早見一幸(はやみ　かずゆき）氏

（３）募集対象
県内農林水産業者・食品関連事業者　約30名
※「バイ・シズオカ オンラインカタログ」（https://buyshizuoka-catalog.com/）への新規登録事業者を含みます

２　申込方法、期限
申込フォーム（https://x.gd/uWUD6）より、10月8日（水）までにお申し込みください。

３　　問合せ先
運営事務局（株式会社ビビッドガーデン　担当：西塚） 
 E-mail： buyshizuoka_inquiry@vivid-garden.co.jp

https://buyshizuoka-catalog.com/
https://x.gd/uWUD6
mailto:buyshizuoka_inquiry@vivid-garden.co.jp


提 供 日 2025/10/01

タイトル 県や市町の担当者が、地域の健康課題を分析した
結果を発表！

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2404

地域の健康課題を分析した結果を発表します
（地域保健従事者向け 地域診断研修）　当日取材依頼

１　概要
　地域の保健福祉の課題分析や事業評価に活用するため、保健情報の量的な分析方法や、調査研究としてまとめる手法を習得する
ための研修を実施しています。１日目（5/9）、２日目(7/29）の研修で分析方法等について学んだ参加者が、研修の成果として保
健情報の分析から明らかとなった現状と課題を発表する報告会を行います。
　なお、参加者は、報告会で発表後、講師の助言を受け、第62回静岡県公衆衛生研究会（令和８年２月開催予定）での発表を目指
します。

２　研修会の内容
（１）日程及び内容　

日　時：令和７年10月３日（金）10:05～16:30(うち、発表は10:10～14:00)
場　所：静岡県自治研修所　３階視聴覚室ほか
　　　　　　（静岡市葵区鷹匠３丁目６－１　もくせい会館内）
内　容：報告会「保健情報の分析から明らかとなった現状と課題」、講義、演習

　　　　　
（２）参加者

県健康福祉センター、市町で地域保健活動に従事する保健師、管理栄養士等
（17チーム54人）。

（３）講師及び助言者
浜松医科大学　健康社会医学講座　教授　　尾島　　俊之　  氏
浜松医科大学　健康社会医学講座　准教授　明神　　大也　　氏
浜松医科大学　健康社会医学講座　講師　　柴田　　陽介　　氏
浜松医科大学　健康社会医学講座　助教　　野口　　泰司　　氏　
静岡県立大学　公衆栄養学研究室　准教授　串田　　修　　　氏
静岡社会健康医学大学院大学　　　講師　　佐々木　八十子　氏

３　問合せ先
　取材いただける場合は、県健康政策課（054-221-2404）まで、事前に御連絡ください。

（参考）昨年の様子



提 供 日 2025/10/01

タイトル 順天堂大学との地域医療提供体制の確保に向けた
協定締結

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2867

１　要旨

      医療提供体制の確保に向け、持続的な関係を構築するため、静岡県と

　順天堂大学とで協定締結式を行います。

　　　　

　　　２　協定締結式

　　　　○日　時　令和７年10月６日（月）　午後3時30分～午後4時

　　　　○場　所　県庁東館５階特別会議室

　　　　○署名人　順天堂大学　学長　代田　浩之（だいだ　ひろゆき）

　　　　　　　　　　　静岡県知事　　　　　鈴木　康友（すずき　やすとも）

　　　３　協定書の概要

        ○名称　

　　　　　静岡県地域医療提供体制の確保に向けた協定書

        ○目的　

　　　　　県及び大学は相互に連携し、医師が不足する地域への専攻医等の派遣を

        通じて、医療機関等の適切な連携体制を構築する。

　　　　○県と大学とが連携して取り組む事項

　　　　　 県　 ：大学への寄付講座設置等による医療人材の養成支援等

　　　　　 大学：寄付講座設置等による順天堂大学医学部附属静岡病院への指導医派遣、

　　　　　　　　　順天堂大学医学部附属静岡病院を基幹とし県内病院と連携した専門研修

　　　　　　　　　プログラム（キャリア形成プログラムを含む。）による専攻医派遣等

　　

　　　４　関連事業（令和７年度新規事業）

　　　　　医師偏在対策強化事業費助成（寄附講座等設置）



提 供 日 2025/10/01

タイトル 全国初！静岡県とリネットジャパングループ株式
会社及び株式会社クラ・ゼミとの環福連携協定を
締結します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

　　～パソコンのリサイクルで障害のある方の雇用拡大を目指します～
静岡県と株式会社リネットジャパングループ及び株式会社クラ・ゼミ
との環福連携協定締結式・静岡環福連携促進協議会の設立発表

静岡県は、障害者雇用の促進等を目的に、リネットジャパン株式会社及び株式会社クラ・ゼミとの環福連携協定を締結します。
併せて、両社が設立し県が参画する「静岡環福連携促進協議会」の設立発表を行います。

１　環福連携協定締結式
　(1) 日　時　令和７年10月６日（月）午前11時30分から正午まで
　(2) 場　所　静岡県庁東館５階　特別会議室
　(3) 出席者（協定締結者）

静岡県 鈴木　康友　知事

リネットジャパングループ株式会社 黒田　武志　代表取締役社長

株式会社クラ・ゼミ 倉橋　徒夢　代表取締役社長

　(4) 内　容　協定書の署名、記念撮影
　(5) 協定の目的
　　・小型家電リサイクル事業における環境活動を通して、県内資源の適切な処
　　　理と有効利用の促進
　　・障害のある人の活躍と県内企業の障害者雇用を促進

２　静岡環福連携促進協議会の設立発表　
　(1) 日時及び場所　１に同じ
　(2) 出席者

リネットジャパングループ株式会社 黒田　武志　代表取締役社長

株式会社クラ・ゼミ 倉橋　徒夢　代表取締役社長

静岡県 鈴木　康友　知事

静岡市 難波　喬司　市長

スズキ株式会社 石井　直己　代表取締役副社長

　(3) 内　容　出席者挨拶、記念撮影、記者質疑
　(4) 協議会の主な活動内容
　　・障害者雇用の促進に関する情報提供、研修及び啓発活動
　　・環福連携に関する取組についての広報活動
　　・再資源化事業の推進に関する支援及び普及活動　
　　　

　３　取材について
　　直接会場にお越しください。



提 供 日 2025/10/01

タイトル 【取材依頼】しずおかフィナンシャルグループに
よる義援金の贈呈

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和7年台風第15号災害静岡県義援金の贈呈のため、
株式会社しずおかフィナンシャルグループが青山健康福祉部長を訪問します。

（要旨）

令和7年台風第15号により、県内に大きな被害があったことを受け、株式会社しずおかフィナンシャルグループが、「令和7年台風第15号災

害静岡県義援金」の目録を贈呈するため、青山健康福祉部長を訪問します。

１　義援金拠出団体

株式会社しずおかフィナンシャルグループ

２　拠出する義援金の名称・金額

「令和7年台風第15号災害静岡県義援金」 （ 金額 は 非公表 ）

３　義援金の贈呈

（１） 日時　令和７年１０月２日（木） 14時15分から14時30分まで

（２） 場所　県庁西館３階健康福祉部長室

（３） 出席者

株式会社しずおかフィナンシャルグループ

経営企画部　執行役員部長　　 松下　英人（まつした　ひでひと）　様　

静岡県

健康福祉部長                        青山　秀徳

健康福祉部福祉長寿局長        米山　紀子

（４） 内容

義援金目録贈呈、写真撮影、懇談



提 供 日 2025/10/01

タイトル 【取材依頼】しずおかフィナンシャルグループに
よる義援金の贈呈

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和7年台風第15号災害静岡県義援金の贈呈のため、
株式会社しずおかフィナンシャルグループが青山健康福祉部長を訪問します。

（要旨）

令和7年台風第15号により、県内に大きな被害があったことを受け、株式会社しずおかフィナンシャルグループが、「令和7年台風第15号災

害静岡県義援金」の目録を贈呈するため、青山健康福祉部長を訪問します。

１　義援金拠出団体

株式会社しずおかフィナンシャルグループ

２　拠出する義援金の名称・金額

「令和7年台風第15号災害静岡県義援金」 （ 金額 は 非公表 ）

３　義援金の贈呈

（１） 日時　令和７年１０月２日（木） 14時15分から14時30分まで

（２） 場所　県庁西館３階健康福祉部長室

（３） 出席者

株式会社しずおかフィナンシャルグループ

経営企画部　執行役員部長　　 松下　英人（まつした　ひでひと）　様　

静岡県

健康福祉部長                        青山　秀徳

健康福祉部福祉長寿局長        米山　紀子

（４） 内容

義援金目録贈呈、写真撮影、懇談



提 供 日 2025/10/01

タイトル 今夏の富士登山の状況（確定報）

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

１　要旨
今夏の本県側の 登山者数 は 約 ８ 万 ４ 千人 となり 、 昨年 と 比較 して 約 ６ ％ 減となった。
また、 五合目 の 入山受付者 は 約10 万 ３ 千人 で 、 入山料 の 金額 は 約 ４ 億円となった。

２　概要
(1) 登山者数の推移　　　　環境省八合目赤外線カウンターによる計測（単位:人）　

2023年 2024年 2025年 前年比

登山者数（合計） 84,086 89,459 84,032 94.0%

富士宮ルート 49,545 53,218 55,121 103.6%

御殿場ルート 15,479 *1　13,411 *2　7,119 53.1%

須走ルート 19,062 22,830 21,792 95.5%

*1　御殿場ルート12日間欠測あり　　*2　御殿場ルート2日間欠測あり

(2)五合目受付者数及び入山料収入
ア　受付者数   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）  

事前登録者
（A）

現地受付者
（B）

減免者
（C）

受付者計
（A+B+C）

富士宮口 55,050 12,197 3,998 71,245

御殿場口 7,389 1,953 550 9,892

須走口 18,303 3,394 340 22,037

合　計 80,742 17,544 4,888 103,174

※「静岡県FUJI NAVI」アプリによる事前登録率　82.2 ％
※「静岡県FUJI NAVI」アプリ登録者数82,670 人、ダウンロード数　96,219件

イ　入山料収入
　　100,159人（事前支払済者＋現地受付者）×4,000円＝ 400,636 千円

(3)外国人登山者の割合（事前登録者）

日本人 外国人 主な国

富士宮口 77.6％ 22.4％
台湾（3.3％）、アメリカ（1.7％）、韓
国（1.3％）

御殿場口 83.0％ 17.0％ アメリカ（2.7％）、フランス
（2.3％）、ドイツ（1.1％）

須走口 48.7％ 51.3％ アメリカ（8.8％）、フランス
（3.4％）、イギリス（2.5％）

合　計 71.6％ 28.4％
アメリカ（3.4％）、台湾（2.7％）、フ
ランス（1.4％） 



提 供 日 2025/10/01

タイトル 第８回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会
議の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局

連 絡 先 環境局

TEL 054-221-2421

第８回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議が開催されます。

本県からは、平木副知事がオブザーバーとして会議に参加します。

１　日　時

　　令和７年１０月３日（金）１０時３０分から１１時３０分まで

２　場　所

　　中央合同庁舎３号館４階 幹部会議室（WEB併用開催） 

　　　　住所：東京都千代田区霞が関２丁目１－３

３　議　事

　　リニア中央新幹線静岡工区について

４　構成員

　・委員７名（本県の生物多様性部会専門部会委員１名を含む)

　・オブザーバー…県、静岡市、大井川流域市町、関係省庁（文部科学省、農林水

　　産省、経済産業省、環境省）

　・説明責任者…ＪＲ東海

　・事務局…国土交通省鉄道局

５　取材等

　・報道関係者を対象に冒頭のみ撮影可能です。（ 冒頭以降 の 議事 は 撮影不可）

　　 冒頭以降 の 議事 に 関 しては 、ＷＥＢ 配信 にて 傍聴可能 です 。

　・取材希望の方は、１０時１５分までに中央合同庁舎３号館４階エレベーター

　　ホールにお越しください。

　・会議終了後、以下のとおり、記者ブリーフィングが行われます。記者ブリー

　　フィングから参加を希望される場合は、会議終了までにお集まりください。

　　開始時間：会議終了次第

　　場　　所：中央合同庁舎３号館５階 会見室 　

　・記者ブリーフィングのＷＥＢ配信はありません 。

　・また、 記者 ブリーフィングにおけるカメラ 撮影 は 「 不可 」とのことです。

　・取材を希望される方は、 １０ 月 ２ 日 （ 木 ） １２ 時 までに、以下のとおりメール

　　にて国土交通省に御連絡ください。

　　件　名：【取材希望】リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議

　　本　文：氏名（ふりがな）、所属、連絡先（電話番号、メールアドレス）、

　　　　　　随行者氏名

　　　　　　１　会議の冒頭撮影　　　：希望する or 希望しない

　　　　　　２　ブリーフィング参加　：希望する or 希望しない

　　　　　　３　国土交通記者会への所属の有無

　　送付先：hqt-rsyjimukyoku＠ki.mlit.go.jp

６　その他

　・会議の様子は下記ＵＲＬでＷＥＢ配信される予定であり、一般の方の視聴も可

　　能です。

　　　配信用ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/oAZBihURV9A?feature=share＞

　　　予備用ＵＲＬ＜https://youtube.com/live/cFqpgbLkwQM?feature=share＞

　　※希少種情報等を扱う機微な議論となる場合もあることから、ＷＥＢ配信につ

　　　いてはミュート等の操作を行う場合があるとのことです。 

　・会議資料等は、以下のＵＲＬ（国土交通省ＨＰ）で公開される予定です。

　　　https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html

https://youtube.com/live/oAZBihURV9A?feature=share
https://youtube.com/live/cFqpgbLkwQM?feature=share
https://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk9_000025.html


提 供 日 2025/10/01

タイトル 令和７年度第２回静岡県消費者教育推進県域協議
会を開催します

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

令和７年度第２回
静岡県消費者教育推進県域協議会を開催します

　県では、令和４年３月に策定した静岡県消費者基本計画に基づき、自ら学び自立し行動する消費者を育成するため、消費者教育を推進しています。18歳
で成年を迎える若者をはじめ県民の皆様が、消費者トラブルに巻き込まれることなく、自立した消費者として行動することができるよう、具体的な取組につい
て議論するとともに、第２次静岡県消費者基本計画の策定に向けて意見交換を行います。

１　日　時 　令和７年10月８日（水）午前10時から午前11時30分まで

２　場　所 　県庁別館７階第三会議室（静岡市葵区追手町９－６）

　オンライン併用

３　出席者 　静岡県消費者教育推進県域協議会　構成員

　（学識経験者、消費者団体、事業者団体、教育関係者、静岡県（県民生活課ほか）等で構成）

４　議　題 　（１）「第２次静岡県消費者基本計画」の策定について

　 　（２）その他報告事項

５　傍　聴 　（１）定　員 　４名

　（２）手　続 　会議の傍聴を希望される方は、開始時間の10分前までに、受付で氏名・住所を記入したうえ、会場に

入場してください。定員になり次第、受付を終了します。

　静岡県　くらし・環境部　県民生活局  県民生活課　消費者支援班

　電話番号  054-221-2175

　FAX番号  054-221-2642

６　問合せ

　電子メール  shohi@pref.shizuoka.lg.jp

７　参　考 静岡県消費者教育推進県域協議会は、消費者教育推進法第20条第１項の規定に基づき、消費者教育に関する施策の検討、

情報交換等のために設置された機関です。

参加者募集告知　・　催事等の当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果の公表

mailto:shohi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/01

タイトル ～県職員が知事・副知事へ政策を提案！～職員政
策提案制度二次審査の実施

担　　当 財務部 行政経営課

連 絡 先 行政経営班

TEL 054-221-2911

～チャレンジ元年！県職員が知事・副知事へ政策を提案！～
職員政策提案制度二次審査の実施について

 
「幸福度日本一の静岡県」の実現に向け、若手職員をはじめ職員一人ひとりの「前例や役所の常識にとらわれない」自由な発想を
活かして、県政の課題解決につなげる政策等を募集する政策提案制度を実施しました。多数の応募の中から、一次審査を通過した
提案について、知事・副知事による公開審査を行います。
　

【二次審査】
日時 令和７年10月７日（火）　13:30～14：30
会場 静岡県庁　別館８階　第一会議室

審査員 鈴木知事、塚本副知事、平木副知事
内容 ・一次審査を通過した提案のプレゼンテーション

・知事・副知事による審査
・採用する提案の決定

【制度概要】
募集期間 ７月２日（水）から８月２９日（金）まで
対象者 本庁・出先機関の職員

募集する提案 県政の課題解決に関することであれば自由
審査方法 一次審査：企画課長、人事課長、財政課長、行政経営課長による審査

二次審査：知事・副知事による公開審査
採用された

提案の取扱い
採用となった提案は、事業担当課にて事業化に向け検討





提 供 日 2025/10/01

タイトル 伊豆半島地域サミットの開催

担　　当 総務部 地域振興課

連 絡 先 地域政策班

TEL 054-221-2054

１　要旨
　県と県内の市町及び市町間で連携して地域課題の解決に取り組むため、知事と伊豆半島地域の各市町長が一堂に会し、意見交換を行う
「伊豆半島地域サミット」を開催する。

２　実施概要

項　目 内　　容

日　時 令和７年10月８日（水）15時45分～17時15分

場　所 熱海後楽園ホテル　２階「富士・箱根」
（熱海市和田浜南町10-1）

出席者 知事、伊豆半島地域５市５町の市町長

意見交換

（１）各市町長から発言

＜意見交換分野＞

　○産業、○環境・エネルギー、○観光・交流・インフラ

　○こども・教育、○健康福祉、○暮らし・文化、

　○防災・安全

（２）知事から、市町長の発言内容に対してコメント

（３）全体での意見交換を実施

報道公開 会議は報道機関を対象にフルオープンで実施

３　その他の開催予定
区分 東部

（６市４町）
中部

（５市２町）

開催日程 10月20日（月） 11月10日（月）

開催会場 ホテルグランド富士
（富士市）

大井神社　宮美殿
（島田市）

４　参考
　西部地域サミット（６市１町）は９月29日（月）に開催済



提 供 日 2025/10/01

タイトル 大学生と小学生、高校生が大学での学びをテーマ
に交流する「大学生出張講座」を実施！（10/2　
静岡県立富士宮北高等学校・10/14　御前崎市立第
一小学校）

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

「 大学生出張講座」 を実施！
 10/2 　 静岡県立富士宮北高等学校

10/14　 御前崎市立第一小学校（ 御前崎市で初実施）

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、小中高大連携の一環として静岡県内の大学生グループが小中学校、高校に出向
き、

児童や生徒が知りたい内容をテーマに、大学での学びや小中学校時代の経験を紹介する交流会を行っています。
日頃の学校生活では経験できない、大学生との双方向の交流を行う講座です。

１ 　 概　 要
【静岡県立富士宮北高等学校】住所：富士宮市宮北町230番地
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
10月２日（木）
16:00～17:00 

希望者40人程度
大学生２人程度

「受験勉強、学校の勉強、授業について
その他大学生活のこと」

（２）内容等
　　現役大学生と受験を控える高校生が以下の内容で交流を行います。（講演形式）

・受験に向けた勉強について
・受験の多様化について
・大学での学び、生活について

【御前崎市立第一小学校】住所：御前崎市池新田1520
（１）実施日等

日　時 参加者 テーマ
10月14日（火）
14:10～14:55 

６年生107人
大学生２人程度

「大学とはどんなところ？大学進学をす
る上で大切なことは？」

（２）内容等
現役大学生が小学生が以下の内容で交流を行います。（講演形式）
・大学とはどのような場所でどのような勉強するのか
・大学進学をする上で大切にしていたこと
・小学校から意識した方がいいこと

２ 　 お問合せ
【 事業の概要】

公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
担　当 佐野
電　話 054-249-1818 ※当日の連絡先 090-6205-8457
〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階

【 当日の実施内容について】
一般社団法人静岡県大学出版会
担　当 鈴木　
電　話 090-9171-3829

※取材を希望される場合、前日までに担当者（佐野：054-249-1818）宛て御連絡ください。



提 供 日 2025/10/01

タイトル 静岡県多文化共生シンボルマークが決定しまし
た！

担　　当 企画部 多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班

TEL 054-221-3316

１　概要
　　静岡県は、今年新たに多文化共生月間（Shizuoka Intercultural Month）を設け、「日本一の多文化共生県」を目指して取組を展開していき

ます。
　　月間の設定に合わせて、 静岡県 の 目指 す 国籍 や 文化 、 年齢 を 超 えて 皆 が 一緒 に 創 る 新 しい 「 多文化共生県 」 を 表現 した 「 多文化共生 シ

 ンボルマーク 」 を 作成 するため 公募 しました。
　　応募があった278点の作品の中から、1次審査・2次審査を通過した3点を最終候補作品として、Web投票を実施した結果、全部で662票の

投票をいただき、採用作品が決定しました。

2　採用作品

　　

３　作品に込められた「想い」
　　 多文化 が 混 じり 合 うカラフルな 色 と 、 本県 を 象徴 する 富士山 を 中心 に 配置 し 、 全体 として 穏 やかな 笑顔 として 見 えるようにデザインされてい
 ます 。
　　 色 の3 原色 から 数 えきれない 色 が 作 られるように 、 国籍 や 文化 、 年齢 を 超 えて 生 まれる 個性 を 許容 する 県 であることが 表現 されています 。

４　制作者
　　木山　久美子さん
　　静岡県浜松市在住・グラフィックデザイナー

5　シンボルマークの活用
　　採用作品は、12月の多文化共生月間をはじめ、本県の多文化共生事業に関する各種印刷物やホームページなどに活用するとともに、広

く市町や民間にも活用を働きかけます。

6　問合せ先
　　静岡県企画部多文化共生課（静岡県庁東館３階）
　　〒420-8601　静岡県静岡市葵区追手町9番6号
　　電話：054-221-3316 
　　メール：tabunka＠pref.shizuoka.lg.jp



提 供 日 2025/10/02

タイトル 【取材依頼】"脱プラ"を実現する
次世代素材へのめっき技術を開発！

担　　当 経済産業部 工業技術研究所　金属材料科

連 絡 先 岩澤、田中

TEL 054-278-3025

１　要旨

　工業技術研究所、丸長鍍金株式会社（静岡市）、エフピー化成工業株式会社（富士市）は、石油由来プラスチック削減に貢献す
る「セルロースファイバー複合樹脂」へのめっき技術を共同開発しました。
　この成果について、環境配慮型食器ブランド「Mawal」を展開するエフピー化成工業株式会社は、10月16～17日に富士市で開催
される「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」で、木質感と高級感を備えた銀めっき箸置き（下図）を展示します。

銀めっき箸置き

２　研究概要

開発体制
素材研究：エフピー化成工業株式会社
めっき研究：丸長鍍金株式会社
工程・性能評価：工業技術研究所、丸長鍍金株式会社

研究事業 一般共同研究（令和５年度～令和６年度）
「ポリプロピレン/セルロース繊維複合材へのめっき技術の開発」

３　研究の特長
・めっきが困難なポリプロピレンに密着性と加飾性、抗菌性を持つめっきを付与
・セルロース素材を50%以上配合して、石油由来プラスチック使用量を削減

４　研究成果の発信と展開
　工業技術研究所は学会発表や講演を通じ、次世代技術として産業会への普及を図っており、今後は、医療機器や自動車部品など
への応用を目指します。

５　問合せ先
　工業技術研究所（担当：金属材料科　岩澤、田中）
　電話番号：054-278-3025　メール：sk-kinzoku@pref.shizuoka.lg.jp

　エフピー化成工業株式会社（担当：赤澤）
　電話番号：0545-30-9900　メール：hideo.akazawa@fp-chem.co.jp

　丸長鍍金株式会社（担当：篠原）
　電話番号：054-366-3361　メール：shino@marcho.com

mailto:sk-kinzoku@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:hideo.akazawa@fp-chem.co.jp
mailto:shino@marcho.com


提 供 日 2025/10/02

タイトル 【取材依頼】開催直前！世界お茶まつり実行委員
会(第５回)を開催

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 世界緑茶班

TEL 054-202-1488

「世界お茶まつり2025」いよいよ本番へ！
開催直前の実行委員会を10月７日に開催

　国内外から注目を集める「世界お茶まつり2025　秋の祭典」（令和７年10月23日(木)〜26日(日)開催）に向け、祭典開催前最後
となる実行委員会（第５回）を、10月7日（火）に静岡県庁で開催します。
　本会議では、グランシップ（静岡市）で行われる「秋の祭典」の開催内容の詳細を協議する予定です。

１　開催概要
　(1) 日時　　　令和７年10月７日（火）　午前11時00分から午前11時50分まで
　(2) 場所　　　県庁東館５階 特別会議室
　(3) 出席者　　知事、德川家広会長　ほか　13名（予定）
　(4) 協議事項　「世界お茶まつり2025　秋の祭典」の開催内容について
　　　　　　　
２　実行委員会の構成
　　お茶に関わる産業、文化、学術、広報などの各分野の代表、関係機関、
　行政の代表者及び有識者等、計17名で構成
　　顧問　鈴木　康友　静岡県知事
　　会長　德川　家広（とくがわ　いえひろ）氏　(公財)德川記念財団理事長

３　当日の取材について
　　実行委員会はすべて公開で開催します。
　　取材いただける場合は、直接会場へお越しください。



提 供 日 2025/10/02

タイトル 【当日取材希望】スタートアップが直接市長・町
長等へ課題解決に向けたプレゼンを実施！「静岡
県パブリックピッチイベント」を開催します

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

スタートアップが直接市長・町長等へ課題解決に向けたプレゼンを実施！

「静岡県パブリックピッチイベント」を開催します

県では、スタートアップと県内市町のマッチングを促すことで、スタートアップの新たなビジネスにつながる需要の創出と県内
市町が抱える地域課題の解決を図るため、県内市町の市長・町長等に対してプレゼンを行うピッチイベントを伊豆半島、東部、中
部の各地域で開催します。
　初回となる令和７年10月８日（水）は、伊豆半島の地域課題解決につながるソリューションを持つスタートアップが登壇し、市
町にプレゼンを行います。

１　事業概要
区　分 伊豆半島 東部 中部

日　時 令和７年10月8日（水）
13:00～15:00

令和７年10月20日（月）
13:00～15:00

令和７年11月10日（月）
13:00～15:00

開催地
熱海後楽園ホテル

（熱海市）
ホテルグランド富士

（富士市）
島田市地域交流センター

歩歩路（島田市）

出席市町

伊東市、下田市、伊豆市、
伊豆の国市、東伊豆町、
南伊豆町、松崎町、
西伊豆町

沼津市、三島市、富士宮市、
富士市、御殿場市、裾野市、
函南町、清水町、小山町
（調整中）

静岡市、島田市、焼津市、
藤枝市、牧之原市、
吉田町、川根本町
（調整中）

テーマ
「農林水産業」「防災」
「観光業」に関する課題

「新産業」「健康福祉」
「観光業」に関する課題

「農林水産業」「移住」
「観光業」に関する課題

登壇SU ５社程度（課題解決可能なソリューションを持つ県内外のスタートアップ）

聴講者 各市町の市長・町長等

２　伊豆半島地域の開催概要
区　分 内　　　　　容
日　時 令和７年10月８日（水）13:00～15:00
会　場 熱海後楽園ホテル　中会議室「愛鷹」（タワー館３階）

スケ
ジュール

13:00　開会・事業説明
13:10　スタートアップによるピッチ
14:30　講評（静岡県知事）
14:35　写真撮影
14:40　名刺交換会
15:00　閉会

登壇SU 別紙のとおり（６社）
＊上記の内容は変更となる可能性があります。

３　備考
　取材を希望される方は、10月６日（月）までに上記下記担当あて御連絡ください。
経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課　浅井
Mail：sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/02

タイトル 10月は「乳がん月間」
～各種イベントのお知らせ～

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-3773

10月は「乳がん月間」
～各種イベントのお知らせ～

１　概要
10月の「乳がん月間」に合わせ、県では、乳がん検診受診啓発の街頭キャンペーンと県民向けセミナーを開催します。

２　街頭キャンペーン（主催：静岡県、協力：あけぼの静岡）
日時 　令和７年10月４日（土）　午前10時から午後４時まで
場所 　JR静岡駅在来線改札前（静岡市駿河区黒金町50番地）
内容 　乳がん検診受診啓発チラシの配付、乳がん触診モデルの体験

３　県民向けセミナー（主催：静岡県）
日時 令和７年10月17日（金）　午後１時30分から３時まで

開催方法 オンライン開催（Zoom）
テーマ あなたの会社と社員を守る健康経営の新常識：乳がん検診のススメ
内容 講師：静岡社会健康医学大学院大学　准教授　溝田 友里 氏

（厚生労働省健康・生活衛生局　参与／医政局　参与）
　内容：第１部　基調講演
　　　　　　　「健康経営と女性活躍を支える乳がん検診の重要性」
　　　　第２部　溝田先生に聞く！ 健康経営のための乳がん検診Q&A

対象者 健康経営を推進する立場にある方
従業員の健康管理を担当している方
働く女性の健康課題について興味がある方

申込方法 静岡新聞社ビジネスコンパスのホームページからお申し込みくださ
い。

https://bcform.at-s.com/form/seminar45?k3ad=kiji

４　問合せ先
　　取材希望の方は、前日までに以下の担当者宛てに御連絡ください。
　　担当者：静岡県健康福祉部医療局疾病対策課　天野・増尾
　　電話番号：054-221-2921

（参考１）「受けトク！キャンペーン」（乳がん検診受診促進キャンペーン）
乳がん検診受診者又は予約者を対象に抽選でプレゼントが当たるキャンペーンを実施しています。
応募期間：令和７年８月８日（金）～11月30日（日）
キャンペーン特設ホームページ：https://nyugankenshin-uketoku.jp/

（参考２）静岡県の40歳以上69歳以下の女性の乳がん検診の受診率
45.9％（令和４年度国民生活基礎調査）

https://bcform.at-s.com/form/seminar45?k3ad=kiji
https://nyugankenshin-uketoku.jp/


提 供 日 2025/10/02

タイトル ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

令和７年度 第６回 ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します

　県とＮＰＯ法人子ども未来は、幼少期からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するため、県内各地域

で、「ふじのくに子ども観光大使認定講座」を開催します。

今年度、第６回目の講座では、クラウンメロン生産者の渥美直史様を講師に迎え、メロン栽培について学びます。

１　子ども観光大使認定講座

「袋井市の特産品クラウンメロンの栽培について学ぼう！！」

（１）日　時：令和７年10月４日（土）　午後２時～３時（受付開始：午後１時45分）

（２）会　場：渥美様クラウンメロン栽培ハウス（袋井市富里1126）

（３）対　象：県内在住の小・中学生　20名程度

（４）内　容：クラウンメロンに関する授業、生産者体験

２　子ども観光大使とは

　　地域を支える観光人材の育成を推進するため、県内小中学生を対象に、県内各地で、地域の歴史や文化等を学び体験できる講座

を開催しています。

　　講座に３回以上参加し、観光俳句やハガキ等で、地域の魅力を発信するなどの条件を満たした子どもたちを「子ども観光大使」として

認定しています。

３　今後の予定

回　次 日　程 場　所 内　容

第７回 11/22(土) 浜松市 日本の未来　最先端のリハビリ技術を学ぼう

第８回 12/ 6(土) 富士宮市 世界遺産構成資産白糸の滝の魅力を知ろう

第９回 1/24(土) 伊豆市 伊豆わさびの秘密を学び、わさび博士になろう

第10回 2/ 7(土) 掛川市 キウイフルーツカントリーで焚き火体験をしよう

[主　催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県

[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来　



提 供 日 2025/10/02

タイトル 世界遺産ＰＲイベントの開催（プレ葉ウォーク浜
北）

担　　当 スポーツ・文化観光部 富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

　世界遺産ＰＲイベントの開催（プレ葉ウォーク浜北）

～クイズラリーに参加してオリジナル世界遺産グッズをプレゼント～

　県西部地域の方に向けて、本県の２つの世界遺産である「富士山」と「明治日本の産業革命遺産　韮山反射炉」について更に関心を持って
いただけるよう、プレ葉ウォーク浜北にてＰＲイベントを開催します！

【概要】
１ 日時

令和７年10月４日（土）10時～16時
                                                                    
２ 場所

プレ葉ウォーク浜北（浜松市浜名区貴布祢1200）
店内催事スペース（２階センターコート）

３ 内容
２つの世界遺産を紹介したパネルを見ながらクイズに答えて、オリジナル世界遺産グッズの抽選に参加出来ます。
○景　品：明治日本の産業革命遺産ミステリー短編小説、文房具セット等
○参加賞：富士山ボールペン
※ 会場には、静岡県イメージキャラクター「ふじっぴー」と韮山反射炉ＰＲキャラクター「てつざえもん」も登場します。

　　

４ 主催者
県富士山世界遺産課、伊豆の国市文化財課

５ その他
(１)当日の取材について

取材いただける場合は、10 月 ３ 日 （ 金 ）17 時 までに、静岡県富士山世界遺産課交流・継承班（054-221-3746、当日連絡先
090-1564-4737）まで御連絡ください。



提 供 日 2025/10/02

タイトル ふじのくに芸術祭2025邦楽演奏会を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

ふじのくに芸術祭2025（第65回静岡県芸術祭）音楽・舞台芸術部門「邦楽演奏会」を下記により開催します。

日本の伝統音楽を気軽に楽しんでいただけますので、普段和楽器に親しむ機会のない方も、ぜひこの機会に御来場ください。

記

１　日時

　　令和７年10月５日（日）開場12時30分　開演13時00分

２　会場

    グランシップ　中ホール・大地（静岡市駿河区東静岡２丁目３―１）

３　内容

 静岡県三曲連盟による琴・三味線・尺八の演奏会（11曲）

４　その他

　　申込不要、入場無料で御覧いただけます。直接会場へお越しください。

５　問い合わせ先

　　静岡県三曲連盟事務局　担当：久保田

    TEL：054-237-6602

　　ホームページ「ふじのくに芸術祭2025」と検索

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1071017/1077494.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1071017/1077494.html


提 供 日 2025/10/02

タイトル 「静岡県女性経営者・起業家の活躍推進に関する
研究会」を開催します。

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課、県民生活

局男女共同参画課

連 絡 先 企画班、男女共同参画班

TEL 054-221-3318､3122

「静岡県女性経営者・起業家の活躍推進に関する研究会」の開催

１　要旨
静岡県では、本県における女性活躍推進の端緒として、経済分野の環境整備を進めるため、有識者による「静岡県女性経営

者・起業家の活躍推進に関する研究会」を設置し、第１回研究会を開催します。
研究会では、女性経営者・起業家の育成・支援に係る政策課題について提言をいただき、本県の施策に反映していきます。

２　研究会の概要

（１）検討テーマ
ア．女性経営者・起業家のネットワーク構築
イ．女性経営者・起業家へのハラスメント防止
ウ．女性起業家の育成・表彰
エ．理工系大学女子の育成（女子高校生へのアプローチ）

（２）委 員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略／五十音順）
氏　名 主な役職等

東　博暢 株式会社日本総合研究所 プリンシパル／静岡県フェロー
内田 美紀子 株式会社るるキャリア 顧問
大川原 綾乃 株式会社大川原製作所 取締役副社長
加藤 百合子 株式会社エムスクエア・ラボ 代表取締役
柴田　久 株式会社しずおかフィナンシャルグループ 代表取締役社長
山崎 かおり 株式会社山崎製作所 代表取締役社長

（３）県出席者
　　　平木　省（静岡県副知事）、縣　茂樹（くらし・環境部長）　ほか

３　第１回研究会の開催
・日時　令和７年10月３日(金)　午後６時30分～午後８時(予定)
・会場　ＳＨＩＰ(静岡市葵区呉服町2-7-26 静専ビル２階)
・内容　テーマに関する意見交換

４　取材及び問合せ先
　　現地取材を希望される場合は、午後６時15分までに会場受付にお越しください。
　　＜問合せ先＞静岡県くらし・環境部政策管理局　企画政策課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：054-221-3318



提 供 日 2025/10/03

タイトル 第４回移動教育委員会を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

県教育委員が富士特別支援学校富士東分校を訪問

～令和７年度第４回移動教育委員会を開催します～

県教育委員会では、教育課題について教育現場の関係者と直接意見交換等を行い、施策推進の参考とするため、学校等を訪問する移動
教育委員会を実施しています。
　今年度第４回の移動教育委員会は、県下で初めて同じ廊下に特別支援学校高等部分校と普通高校の教室が隣り合う形で配置され、学校
行事や高校生同士の日常的な交流活動を行っている静岡県立富士特別支援学校富士東分校を訪問し、静岡県立富士東高等学校との共
生・共育について意見交換等を行います。

（概　要）
１　日　時
　　令和７年10月８日（水）午前10時から午前12時まで

２　訪問先
　　静岡県立富士特別支援学校富士東分校（富士市今泉2921）

３　内　容
　　10:00 学校概要説明
　　10:30 授業及び施設見学
　　11:20 学校教職員との意見交換等

４　出席者
　　静岡県教育委員会教育長及び教育委員
　　静岡県立富士特別支援学校長　ほか
　　
５　記者の皆様へ
　　取材いただける場合は、10月７日（火）16時までに教育政策課へ御連絡ください。

静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/10/03

タイトル 第27回参議院議員通常選挙に係る年代別投票率
（全年代・抽出調査結果）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 選挙管理委員会事務局

TEL 054-221-2058

令和7年7月20日執行の第27回参議院議員通常選挙に係る全年代の年代別投票率
（抽出調査）について取りまとめましたので、公表します。

【調査方法】
　静岡県内の各市区町から１投票区（計39投票区）を抽出し調査
（市区町内で標準的な投票率を示す１投票区を各市区町選挙管理委員会が選定し調査したものを集計）

１　概要

　・本県における年代別の投票率の状況を踏まえると、「75－79歳以上」を除く全ての年代で前回投票率を上回る結果となった。
　・特に10代の投票率の伸び率は、全国（速報値）の伸び率を上回っており、全体（全年代の合計）の伸び率についても、全国（速

報値）の伸び率を上回っている。

　　　本県：全体 6.54%増、10代 12.15%増
　　　全国：全体 6.46%増、10代 9.87%増

２　数値

３　グラフ（R4.7.10執行の前回選挙との比較）





提 供 日 2025/10/03

タイトル 都市計画案の縦覧について

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

　県が決定する都市計画について、都市計画法第17条第１項の規定に基づき都市計画の案を縦覧します。

１　都市計画の種類

田方広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　　　　　　　　区域区分

御殿場小山広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　　　　　　 　　　　　　区域区分

東駿河湾広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　　　　　 　 　　　　区域区分

裾野都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　  　　　区域区分

岳南広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　　　　　　    区域区分

　　　　　　　　　　　    臨港地区

志太広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　　　　　　　  区域区分

磐田都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　　　　　区域区分

湖西都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

　　　　　　　　　  区域区分

南伊豆都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

下田都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

河津都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

東伊豆都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

伊東国際観光温泉文化都市建設計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

熱海国際観光温泉文化都市建設計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

伊豆都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

島田都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

榛南・南遠広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

東遠広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

中遠広域都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

２  都市計画を定める土地の区域

　　総括図表示のとおり

３　都市計画の案の縦覧場所

　　  (1)　静岡県交通基盤部都市局都市計画課（郵便番号420－8601  静岡市葵区追手町９番６号）

※都市計画の案は、静岡県交通基盤部都市局都市計画課のホームページ（下記アドレス）で閲覧可

　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003589 /index.html

(2)　当該都市計画区域内の市役所及び町役場の都市計画担当課

区域 区域内市町 都市計画担当課(住所)

伊豆の国市 都市計画課(伊豆の国市長岡184番地の２)田方広域

函南町 都市計画課(田方郡函南町平井717番地の13)

御殿場市 都市計画課(御殿場市萩原483番地)御殿場小山広域

小山町 都市整備課(駿東郡小山町藤曲57番地の２)

沼津市 まちづくり政策課(沼津市御幸町16番１号)

三島市 都市計画課(三島市北田町４番47号)

長泉町 建設計画課(駿東郡長泉町中土狩828番地)

東駿河湾広域

清水町 都市計画課(駿東郡清水町堂庭210番地の１)

裾野 裾野市 都市計画課(裾野市佐野1059番地)

富士市 都市計画課(富士市永田町一丁目100番地)岳南広域

富士宮市 都市計画課(富士宮市弓沢町150番地)

焼津市 都市計画課(焼津市本町二丁目16番32号)志太広域

藤枝市 都市政策課(藤枝市岡出山一丁目11番１号)

磐田 磐田市 都市計画課(磐田市国府台３番地１)

湖西 湖西市 都市政策課(湖西市吉美3268番地)

南伊豆 南伊豆町 地域整備課(賀茂郡南伊豆町下賀茂315番地の１)

下田 下田市 建設課(下田市河内101番地の１)

河津 河津町 建設課(賀茂郡河津町田中212番地の２)

東伊豆 東伊豆町 建設整備課(賀茂郡東伊豆町稲取3354番地)

伊東 伊東市 都市計画課(伊東市大原二丁目１番１号)

熱海 熱海市 まちづくり課(熱海市中央町１番１号)

伊豆 伊豆市 都市計画課(伊豆市八幡500番地の１)

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikeikaku/1049266/1003589/index.html


島田 島田市 都市政策課(島田市中央町１番の１)

牧之原市 都市住宅課(牧之原市相良275番地)

吉田町 都市環境課(榛原郡吉田町住吉87番地)

榛南・南遠広域

御前崎市 都市整備課(御前崎市池新田5585番地)

掛川市 都市政策課(掛川市長谷一丁目１番地の１)東遠広域

菊川市 都市計画課(菊川市堀之内61番地)

袋井市 都市計画課(袋井市新屋一丁目１番地の１)中遠広域

森町 建設課(周智郡森町森2101番地の１)

４　意見書の提出先

静岡県交通基盤部都市局都市計画課（郵便番号420－8601  静岡市葵区追手町９番６号）

５　縦覧期間

    令和７年10月７日（火）から令和７年10月22日（水）まで

    （閉庁日及び職員の勤務時間外を除く。）

６　問い合わせ先

　　静岡県交通基盤部都市局都市計画課

（〒420－8601　静岡市葵区追手町９番６号　電話番号 054－221－3062）



提 供 日 2025/10/03

タイトル （県内初）「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え
編」を活用した静岡どぼくらぶ講座を開催しま
す。

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 防災班　山田

TEL 054-221-2249

（県内初）「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」を活用した静岡どぼくらぶ講座を開催します。

　県では、住民等の流域治水への理解や水災害の自分事化を促すきっかけづくりのため、学生や市民団体と連携し「しぞ～か防災かるた　
豪雨の備え編」を作成しました。今般、作成後初めて、静岡どぼくらぶ講座で活用し、児童が楽しく遊びながら水災害への備えについて、学
びを深めます。

１　開催日時

令和７年10月７日（火）　13時20分から15時まで

※「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」は14時15分から15時までを予定　

２　会場

袋井市立袋井北小学校　５年２組教室　（袋井市久能）

 

３　内容

児童が「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」を体験します。

　　　かるたの句に書かれた「水辺の魅力や水災害に関する防災の心得」に関するキーワードを知ることが、深く学ぶきっかけとなり、実

際の取組につなげていくことで水災害に備える地域防災力の向上を目指します。

４　参加者

　　袋井市立袋井北小学校児童（40名）

しぞ～か防災かるた委員会※¹

静岡県職員

※¹静岡市を中心に、地域の防災意識向上を目的に設置された任意の市民団体で、

既に、しぞ～か防災かるた「静岡市版、静岡県版」の２種類を作成しています。

　

　５　「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」について

　　　（県HPのリンク）

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/1049418/1070626 /index.html

６　問い合わせ先

静岡県 交通基盤部 河川砂防局 土木防災課　防災班　山田　

電　話　054-221-2249

FAX　054-221-3564

  メール　dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/1049418/1070626/index.html
mailto:dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/03

タイトル ふじのくにi-Construction推進支援協議会（令和
７年度第１回）を開催します

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 未来まちづくり室

TEL 054-221-2497

ふじのくにi-Construction推進支援協議会
（令和７年度第１回）を開催します

　県では、建設現場におけるＩＣＴや新技術の導入を推進し、生産性向上を図るため、国、市町、関係団体等が参画する「ふじのくに
i-Construction推進支援協議会」を設置しています。
　今回の会議では、i-Construction2.0や、その取り組みなどについて、関係者にて情報共有・意⾒交換を⾏います。

１　⽇　　　時　　令和７年10⽉15⽇（⽔）　14︓30〜16︓30 

２　開催方法　　ハイブリッド開催
　　　　　　　　　　（現地(静岡県男⼥共同参画センター「あざれあ」４階第２研修室)＋WEB)
　　　　　　　　　　　 現地︓静岡市駿河区⾺淵１丁⽬17－１
 
３　開催内容　（１）講演
　　　　　　　　　　　・i-Construction2.0の取組について
　　　　　　　　　　　（国⼟交通省⼤⾂官房技術調査課　阿久根　祐之）
　　　　　　　　　　　・i-construction2.0は実現するのか︕︖　〜取り組みと⾒えてきた課題〜
　　　　　　　　　　　（鈴与建設（株）⼟⽊⼯事部DX推進課　實⽯　彩世）
　　　　　　　　 　（２）i-Construction2.0について
　　　　　　　　　　　・意⾒交換
　　　　　　　　 　（３）情報提供
　　　　　　　　　　　・３次元点群データ取得状況
　　　　　　　　　　　・電子基準点の整備運用等

４　委  員  等　国⼟交通省、静岡県、県内市町、建設関連業界団体、
　　　　　　　　　 ＩＣＴ活用⼯事関連機器等企業、研究機関等

５　取   　　材　取材希望の方は事務局までご連絡下さい。
　　　　　　 　
６　事  務  局　交通基盤部政策管理局建設政策課未来まちづくり室　桑原・鈴⽊
　　　　　　　 　　 電話︓054-221-2497



提 供 日 2025/10/03

タイトル 「富士山のふもとの郷を守る会」が須津幼稚園児
と一緒にれんげの種まきを行います

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先

TEL 0545-65-2201

「富士山のふもとの郷を守る会」が須津幼稚園児と一緒にれんげの種まきを行います

１　要旨

　「富士山のふもとの郷(さと)を守る会」が「ふじのくに美農里(みのり)プロジェクト」の活動の一環
として、須津(すど)幼稚園児56名と一緒にれんげの種まきを行います。この活動は、「昔懐かしい、れ
んげ畑を復活したい」という思いから、平成19年に始まりました。れんげは、田んぼの緑肥（有機肥
料）として土壌を豊かにする役割があり、土に混ぜ込むことで稲作に適した土壌づくりに活用されてい
ます。例年４月には田んぼ一面がピンクの絨毯となり、幼稚園児たちが花摘みを楽しんでいます。

２　概要

日　時
令和７年10月10日(金)午前９時50分～

※予備日：10月17日(金)  第二予備日10月20日(月)

場　所
富士市神谷南字砂田34番地　他２筆

（県道須津東田子の浦停車場線の東側、新幹線の南側）約3,200ｍ²

主催者 富士山のふもとの郷を守る会（担当：島田/0545-34-3415）

参加者 須津幼稚園の年少32名、年中24名

３　取材について
　　取材の許可は得られております。取材を希望される方は現地に直接お越しください。
　　 ※ 白帽子 の 園児 は 撮影不可 です 。 ご 注意 ください 。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金制度に基づいた活動の愛称です。静岡県では
平成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美しい景観や、多様な
生態系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につなぐ地域ぐるみの活動を支援
しています。令和７年８月末時点で240の組織が活動しています。

■「富士山のふもとの郷を守る会
　「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組織として、平成19年度に設立された団体です。当団体は、
雄大な富士山を間近に仰ぐ田園風景の維持や形成を目的として、地域の学校や企業を交えて、農道や水路
の清掃、景観作物の植栽等を行っています。これらの活動により、富士山のふもとに咲き誇る田んぼ一面
のレンゲの風景の中を時折走り抜ける新幹線といった素晴らしい景観が形成されています。
　なお本地域は、平成25年にふじのくに美しく品格のある邑(むら)に登録されています。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？

静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でもある
地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格のある邑
(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和７年８月末時点で
155の地域が認定されています。



提 供 日 2025/10/03

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（9/26～10/2）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報(第611報)
＜野生イノシシの豚熱検査結果(9/26～10/2)結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実

施しています。

　新たに検査結果が判明したのは、下表の51頭で、豚熱ウイルスの感染事例はあり

ませんでした。

　平成30年９月以降、18,836頭（死亡390頭、捕獲18,446頭）の検査を実施し、

626頭の陽性（死亡171頭、捕獲455頭）を確認しています。

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/10/03

タイトル “しずおか発”の新しい価値を提案「グッドデザ
インしずおか2025」一次審査通過25点を展示

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 及川

TEL 054-221-2522

グッ ド デザイ ンし ずおか2025
一次審査通過25点を展示

－来場者投票でふじ っ ぴー賞も 決定－
　　　　　　　　　　   　 

　県内の中小企業等が生み出したデザイン性に優れた製品や取組を募集し、選定・顕彰する「グッドデザインしずおか2025」を開催しています。
　今年度は昨年度を上回る81件もの応募がありました。このたび、一次審査（書類審査）を通過した25件の応募品を一般公開します。
　また、この公開展示品の中から、来場者の皆様に投票いただき、最多投票をいただいた応募品を「ふじっぴー賞」として表彰します。
　是非、御来場いただき、投票への御参加をお願いいたします。

１　日　時　令和７年10月４日(土)、５日(日)　午前10時から午後６時

　　　　　　　　　　10月６日(月)　　　　　 午前８時30分から午後６時

２　場　所　静岡県庁別館21階　展望ロビー（静岡市葵区追手町９番６号）

３　展示物　グッドデザインしずおか2025 一次審査通過応募品

　通過品一覧はこちらから

　https://www.pref.shizuoka.jp/design/news/1077305.html

４　入場料　無料

５　備　考　10月7日（火）に、二次審査（プレゼンテーション審査）を実施予定

６　問い合　静岡県経済産業部商工業局地域産業課　及川

　　わせ先　電話：054-221-2522

　　　　　　メール：chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/design/news/1077305.html
mailto:chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/03

タイトル 「アトツギ甲子園地域アンバサダー」の小松元気
氏が平木副知事を表敬訪問します

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 団体支援班

TEL 054-221-2807

「アトツギ甲子園地域アンバサダー」の小松元気氏が
平木副知事を表敬訪問します

１　要旨

島田市に本社がある株式会社カネス製茶の４代目後継者であり、第４回アトツギ甲子園で全国で15名のファイナリストに選出
された小松　元気氏が、今般、中小企業庁長官より「アトツギ甲子園地域アンバサダー」に任命されたことから、平木副知事
を表敬訪問し、活動報告を行います。

２　概要

（１）日　時　令和７年10月７日（火）午前11時30分から午前12時00分まで

（２）場　所　県庁東館５階　平木副知事室

（３）来訪者　アトツギ甲子園地域アンバサダー　小松　元気　氏

（４）内　容　・アトツギ甲子園地域アンバサダーの就任、活動報告

　　　　　　　・今年度の第６回アトツギ甲子園の紹介

（５）来訪者プロフィール

1994年生まれ。

早稲田大学を卒業後、東京都内で複数スタートアップやベンチャー企業
の立ち上げに従事。

2022年に、家業に専念するため同社の４代目として株式会社カネス製茶
に入社。現在、同社取締役。

第４回アトツギ甲子園に出場し、全国で15名のファイナリストに選出。

【参考】
（１）アトツギ甲子園

中小企業庁が主催し、早期の事業承継の促進に向けた後継者の育成の
観点から、後継者を対象とした既存の経営資源を活かした新規事業の
アイデアを競い合うピッチイベント。

39歳以下の中小企業の後継者が対象で、書類審査・地方予選大会を経
て、決勝大会に選出された者が「ファイナリスト」となる。

＜第６回アトツギ甲子園＞　
エントリー締切　令和７年11月26日（水）
地方予選大会　　令和８年１月26日（月）※関東ブロック
決勝大会　　　　令和８年２月27日（金）

（２）アトツギ甲子園地域アンバサダー
アトツギの文化を広めるべく、過去のアトツギ甲子園のファイナリストを中心に、全国で40名程度を任命。

＜役割＞
地方で奮闘するアトツギたちがチャレンジするための機運を醸成し 、 第 ６ 回 アトツギ 甲子園 へのエントリー 促進を図
る。
アトツギ甲子園の魅力を認識し、アトツギの文化を広めるべく、情報発信を行う。
中長期的に、 アトツギ 同士 の 横 のつながりとして 持続的 なアトツギコミュニティの 形成を図る。

（３）株式会社カネス製茶　概要

創業　1957年

本社　静岡県島田市牛尾834-1

日本茶の製造・卸販売、委託加工を行う中で、特別な製
法により茶葉のポテンシャルを最大限に引き出しボトル
に詰めたリキッドタイプの高級茶である「ボトリング
ティー」の製造販売を開始。そのブランディングを、小
松元気氏が進めている。



提 供 日 2025/10/03

タイトル ～訪日教育旅行～　10月の学校交流が決まりまし
た！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 観光振興班　跡見

TEL 054-221-3696



提 供 日 2025/10/03

タイトル プラスチック資源循環フォーラム
～私たち一人ひとりが、今日からできることを始
めよう～　を開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

【みなさんぜひお越しください】

プラスチック資源循環フォーラム
～私たち一人ひとりが、今日からできることを始めよう～　を開催します！

海洋プラスチックごみのうち、約８割は私たちの生活から出ているごみです。
プラスチックごみ削減のためには、私たち一人ひとりが「プラスチックごみ」問題に対する意識を持ち、実践行動に移すことが必要です。
家庭や事業所において、どんな行動を取ることが大切なのか、企業や実践者による講演を行います。

１　日時
 　 令和７年10月17日（金）午後２時～午後３時45分

２　場所
　　しずぎんホールユーフォニア（静岡市葵区追手町1-13　アゴラ静岡８階）　

３　参加
　　どなたでも　＊入場無料、事前申込不要

４　内容

講演１
14:05～

演題：楽しさを起点とした自然な社会貢献～プロギングが育む心の充足感～
講師：プロギング静岡　戸塚　貴英　氏

講演２
15:00～

演題：プラスチックごみの削減を目指して－私たちにできること
講師：環境カウンセラー　浅野　智恵美　氏

５　その他
　　同日開催：プラスチック資源循環フォーラムの前に同会場にて環境衛生大会（主催：

静岡県環境衛生自治推進協会連合会、後援：静岡県）を開催します。
　＊主な内容：環境美化功労者等表彰　　午後1時～午後1時45分



提 供 日 2025/10/03

タイトル 【中止】「富士山麓外来植物撲滅大作戦２～富士
山を外来植物から守ろう！～」を実施します

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

「富士山麓外来植物撲滅大作戦２～富士山を外来植物から守ろう！～」

※荒天予想のため中止します。（10月３日（金）　14時変更）

富士山麓では、毎年多くの車や人が往来し、その周辺道路沿いではいくつかの外来植物が確認されています。外来種は繁殖力が強い種
が多く、放置すると在来種の生育地を奪ってしまいます。そこで、富士山の自然環境を守るために、「富士山麓外来植物撲滅大作戦２」を実
施し、外来植物について学んでいただいた後、実際に除去作業を体験していただきます。

１　内容
  (1) 主　　催  ふじさんネットワーク、静岡県
  (2) 日　　時   令和 ７ 年10 月 ４ 日( 土) 　 午前10 時20 分 から 正午 まで

（少雨決行、荒天中止）
　　  　　　　　　　※中止の場合は10月３日（金）午後３時までに連絡します。
  (3) 内　　容　外来植物の解説（講義）、除去活動
  (4) 場　　所　富士山富士宮口五合目駐車場周辺（富士宮市粟倉）※直接集合
  (5) 当日日程　午前10時から　　 　 受付開始
　　　　　　　　　  午前10時20分から　開会式
　　　　　　　　    午前10時25分から　講義、外来種実物紹介、除去作業
　　　　　　　　    午前11時45分から　閉会式
  (6) 参 加 費　無料（ボランティア参加）

２　参加者募集
  (1) 申込方法　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、郵送、FAX
　　　　　　　　　　又はEメールでお申し込みください。
  (2) 申 込 先　〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６
　　　　　　　　ふじさんネットワーク事務局（静岡県庁自然保護課内）
　　　　　　　　電　　話：054-221-3498　ＦＡＸ：054-221-3278
　　　　　　　　Ｅメール：shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp

　(3) 応募資格　小学生以上（小学生は保護者同伴）
  (4) 募集定員　30名程度（先着順）
  (5) 募集締切　令和７年９月26日（金）まで
  (6) そ の 他　活動場所までの交通費は各自で御負担願います。
　　　　　　　　  参加者の傷害保険は主催者側で加入します。

【報道機関各社へ】
・当日の取材を御希望の場合は、上記連絡先まで御連絡ください。
・報道機関の皆様の集合場所、受付時間は参加者同様です。

 ○ 参加者募集告知　　・　　 ○ 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/03

タイトル 牧之原市における応急住宅の確保状況（10月２日
時点）

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班・宅地建物班

TEL 054-221-3080

牧之原市における応急住宅の確保状況（10月２日時点）について
報告します。

１　牧之原市の被災状況（牧之原市からの報告）

戸　数

半壊以上 １６９

２　牧之原市内における応急住宅の確保状況

戸　数

県営住宅（※１） ３７

市営住宅 １０

民間賃貸住宅（※２） １２８

建設型（※３） 調整中

計 １ ７ ５

※１　今後、整備予定分を含む。
※２　今後、戸数増加見込み。
※３　トレーラーハウス等を含む。

３　牧之原市における申請状況

入居予定数
受付数

市内 市外

県営住宅 ４ １ ３

市営住宅 募集開始前 － －

民間賃貸住宅 １１ ７ ４

計 １５ ８ ７

４　問い合わせ先
　　くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課
　　電話番号：054-221-3080



提 供 日 2025/10/03

タイトル 令和７年10月公表予定の統計データ

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班、人口就業班、商工・経済班

TEL 管理･普及班 054-221-2298､人口就業班 

054-221-2995､商工･経済班 054-221-2248

国が所管する基幹統計調査を含め、県が実施している統計調査について、
当月に公表を予定しているものをお知らせします。

＜令和７年10月公表分＞(注)内容は変更となることがあります。
統計調査名等
（所管）

公表
予定日

公表内容等 調査時点 担当班

静岡県景気動向指数
（静岡県）

10月６日
(月） 景気動向指数（CI、DI、累積DI） 令和７年

７月分
管理・普及班

静岡県の推計人口
（静岡県)

10月20日
(月）

県及び市町別　推計人口・世帯数
県及び市町別　推計人口動態

令和７年
10月１日現在

人口就業班

毎月勤労統計調査
（厚生労働省）

10月30日
(木）

県内の事業所における賃金、労働時間、
雇用の概要

令和７年
８月分

商工・経済班

静岡県鉱工業指数
（静岡県）

10月30日
(木） 鉱工業の生産、出荷及び在庫の各指数 令和７年

８月分
商工・経済班

※「統計センタへーしずおか」へ　→https://toukei.pref.shizuoka.jp/

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/10/06

タイトル 【取材依頼】「第16回 済州国際青少年フォーラ
ム」に科学技術高校の生徒が参加します！

担　　当 教育委員会 科学技術高等学校

連 絡 先 教諭　深見　玲子

TEL 054-267-1100

【取材依頼】「第16回 済州国際青少年フォーラム」に
科学技術高校の生徒が参加します！

－静岡県代表として専門高校生が国際青少年フォーラムに挑戦－

　静岡県と友好交流を行っている大韓民国済州特別自治道が主催する「国際青少年フォーラム」には、世界約30都市の高校生約
150人が参加し、国際的な社会問題について、グループで討論や発表をします。高校生はパネルディスカッション、プレゼンテー
ション、K-pop教室、各地域の伝統芸能の発表、カルチャーツアーに参加します。
　「国際青少年フォーラム」は、毎年、県内１校（高校生４人）が選出され、今年は専門高校の本校が選ばれました。
　参加を目前に控えた生徒たちへの取材をぜひお願いします！

１　生徒への取材について
　　(１)日時
　　　　令和７年10月８日（水）から23日（木）の平日
　　　　取材時間は、放課後の午後４時20分～午後５時でお願いします。
　　(２)場所
　　　　静岡県立科学技術高等学校　（静岡市葵区長沼500-1）
　　(３)取材内容
　　　　参加への意気込み　等
　　　　 ・デジタル社会におけるAI活用と倫理的責任に対する行動計画
　　　　 ・世界の若者のメンタルヘルス危機に対する対応のための行動計画
　　　　 ・気候変動の時代における若者主導のグリーントランジション行動計画
　　　　 ・平和とインクルーシブ社会を築くための若者の連帯行動計画
　　　　「国際青少年フォーラム」では、上記４つのテーマについて生徒個人が専門高校で得た専門的な知識をもとに発表を行い
ます。

　　(４)参加者
　　　　参加生徒　４人、教職員
　　(５)その他
　　　　取材をいただける際は、取材日の前々日（２日前）までに御連絡くださ
　　　　い。
　　　　 
２　「第16回 済州国際青少年フォーラム」
　　(１)開催日：令和７年10月28日（火）から令和７年11月１日（土）
　　(２)場所：大韓民国　Jeju International Training Center

３　問合せ先
　　静岡県立科学技術高等学校
　　電　話　　054-267-1100
　　担　当　　教諭　深見　玲子
　　メール　　kagakugijutsu-h@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会

mailto:kagakugijutsu-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/10/06

タイトル 教員の逮捕

担　　当 教育委員会 特別支援教育課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3150

（趣　旨）
　　静岡県教育委員会は、令和７年10月６日（月）、教員が強盗致傷の容疑で逮捕された旨の情報を得たので報告する。

（概　要）
１　所属：　県立特別支援学校
２　職名：　教諭
３　氏名：　田口　誠（タグチ　マコト）
４　年齢：　63歳
５　性別：　男

（教育長コメント）
詳細な事実関係について、現時点では把握しておりませんが、教育委員会が一丸となって不祥事根絶に取り組んでいる中、教育委員会の

職員が強盗致傷の疑いで逮捕されたことは大変重く受け止めており、深くお詫びを申し上げます。
教育委員会としても、詳細な事実関係を確認のうえ、速やかに厳正な処分を行うとともに、このような事態が起こらないよう、教職員の綱紀の

厳正保持に努めて参ります。



提 供 日 2025/10/06

タイトル 水道事業の課題解決を目指し、３つのテーマで採
択されたスタートアップ企業等による事業プラン
発表会を開催します！

担　　当 企業局 経営課・水道企画課

連 絡 先 経営管理班　企画調査班

TEL 054-221-2163(経営)054-221-2167(企画)

静岡ウォーターイノベーション　事業プラン発表会を開催します！

１　要　旨
静岡県企業局では、水道事業の課題解決を目指し、３つのテーマでスタートアップ企業等を採択し、実証実験を行います。
このたび、実証実験の内容を広くご紹介する「事業プラン発表会」を開催します。
水道事業におけるオープンイノベーションや、事業推進のヒントを得たい方のご参加をお待ちしています。（要事前登録）

２　概　要
区　　　分 内　容

開 催 日 時  令和７年10月31日（金）14：00～16：00

開 催 方 法  現地及びオンライン配信（ハイブリッド開催）

場　　 　所
 有限責任監査法人トーマツ静岡事務所
（静岡市葵区紺屋町17－1 葵タワー17階)

対　 　　象  ・水道事業に携わる県内市町担当者
 ・水道事業の課題解決の取り組みに興味のある民間事業者

参　加　費  無料

内　　　容

 14:00 開会挨拶・全体事業説明
 14:15 各事業プラン発表（採択者３者）
 15:45 フリータイム（名刺交換ほか）
 ※採択者は添付チラシのとおり

参加申込先

 次のフォームからお申し込みください。
 https://forms.office.com/e/4gQjvDc8z3

 

申 込 期 限  10月28日（火）17:00まで

　※イベントの内容は変更となる可能性があります。
　※お申込み多数の場合は、期限に達する前に締め切らせていただく場合があります。

https://forms.office.com/e/4gQjvDc8z3


提 供 日 2025/10/06

タイトル 【参加者募集】「みんなで支えよう私たちのまち
の医療」をテーマにシンポジウムを開催します！

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2341

「みんなで支えよう私たちのまちの医療」をテーマにシンポジウムを開催します！
　
　県民が住み慣れた地域で安心して生活していくためには、行政や医療・介護関係者だけでなく、県民自らも、地域の医療事情に
関心を持ち、考えていただく事が必要です。
　そこで、地域医療を支える活動をされている住民団体が中心となって、「みんなで支えよう私たちのまちの医療」をテーマに、
シンポジウムを開催します。

≪みんなで支えよう私たちのまちの医療シンポジウム概要≫
　
●日　時：令和７年11月１日（土）13：30～15：30（開場：13：00）
●会　場：富士市交流プラザ２階 多目的ホール
●主　催：静岡県、医療と介護シンポジウム開催実行委員会
●プログラム
(１)基調講演
　　持続可能な地域医療をめざして～かかりつけ医と在宅医療～
　　＜講師＞
　　トータルファミリーケア北西医院　院長 
　　国立大学法人浜松医科大学医学部　非常勤講師　　　　　　　 北西 史直 氏
(２)パネルディスカッション
　　みんなで学び考えよう！地域の医療を守るために
　　＜パネリスト＞
　　トータルファミリーケア北西医院　院長 
　　国立大学法人浜松医科大学医学部　非常勤講師　　　　　　　 北西 史直 氏
　　富士市保健部保健医療課　課長　　　　　　 　 　　　　　 　渡邉 浩仁 氏
　　富士市の地域医療を考える市民の会　会長　　　　　　　 　　花城 久子 氏
　　＜コーディネーター＞
　　国立大学法人浜松医科大学医学部地域医療学講座　特任教授　 吉野 篤人 氏
●定　員：100名（事前申し込み制）
●参加費：無料
●申込締切：10月24日（金）
●申込方法：二次元コード、参加申し込み用紙（ＦＡＸ）または電話のいずれか
　にて申し込みください（詳細は、下記HPを御確認ください）。
(二次元コード）

(詳細HP）
https://www.hama-med.ac.jp/education/fac-med/dept/regional-med-mgt/news.html
●お問い合わせ先
国立大学法人浜松医科大学医学部 地域医療学講座（平日9：00～16：00）
☎:053(435)2060 FAX：053（435）2450 【E-mail】chiiki@hama-med.ac.jp

https://www.hama-med.ac.jp/education/fac-med/dept/regional-med-mgt/news.html
mailto:chiiki@hama-med.ac.jp


提 供 日 2025/10/06

タイトル しずおかマリッジ　梅御殿で婚活イベントを開催

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども政策課

連 絡 先 こども政策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
梅御殿で婚活イベントを開催

　「しずおかマリッジ」では、三島市、伊豆市、長泉町と連携し、
今年度３回目の県と市町との連携による婚活イベントを、梅御殿（三島市）で開催します。

１　開催概要
イベント名 「しずマリ」市町連携出会いイベントVol.3

楽寿園内の登録有形文化財【梅御殿】で～木製ランタン作りとプ
チアフタヌーンティー～

日時 2025年10月13日（月・祝）
会場 楽寿園　梅御殿（静岡県三島市一番町15-6）
内容等
（予定）

13:30　受付開始
13:45　オリエンテーション、自己紹介
14:00　木製ランタン作り体験、アフタヌーンティー
15:00　個別トーク
16:00　マッチング
16:20　終了

参加者概要 （募集）30歳～40歳前後の会員男女各８人（計16人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=253

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和７年10月９日（木）までに
　　　　　　こども政策課（054-221-2037）に連絡をお願いします。
　　　　　　当日の担当者連絡先をお伝えいたします。
【当日受付】梅御殿に到着後、担当者に御連絡ください。
　　　　　　車でお越しの場合は、一般駐車場を御利用ください。
　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について
　　　　　　（御協力のお願い）」に沿った取材・報道の実施に御協力ください。

３　イベント開催実績
日程 イベント名 参加者 マッチング

６月21日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.1
苔テラリウムと茶の都ミュージアム散策

男性７名
女性３名

1組

７月12日 しずマリ大型マッチングVol.1
ハートクチュール婚活IN静岡

男性24名
女性23名

12組

７月27日 しずマリ市町連携出会いイベントVol.２
可睡斎の風鈴祭り散策と風鈴絵付け

男性10名
女性８名

2組

４　しずおかマリッジ概要
・県と３５市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が結婚を希望する方を
　支援するサービス
・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした
　婚活イベント等を県内各地で開催

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
7,732件 2,599件 416件 94件

（※令和７年８月31日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=253


提 供 日 2025/10/06

タイトル 【変更】【取材依頼】生活協同組合 パルシステム
静岡による義援金の贈呈

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和7年台風第15号災害静岡県義援金の贈呈のため、生活協同組合　パルシステム静岡が青山健康福祉部長を訪問
します。

　　　
　　　　※出席者に変更(追加）がありました。（10月７日14時時点）

　　　　　（要旨）
令和7年台風第15号により、県内に大きな被害があったことを受け、生活協同組合　パルシステム静岡が、「令和7年台風第15号災害静岡

県義援金」の目録を贈呈するため、青山健康福祉部長を訪問します。

１　義援金拠出団体
生活協同組合　パルシステム静岡

２　拠出する義援金の名称・金額
「令和7年台風第15号災害静岡県義援金」　５０万円
※　上記に加え役職員様からの有志寄附あり

３　義援金の贈呈
（１） 日時　令和７年１０月８日（水） 11時30分から11時45分まで
（２） 場所　県庁西館３階健康福祉部長室
（３） 出席者

生活協同組合　パルシステム静岡
理事長　　　　　　　　　　　　　　 細谷　里子（ほそや　さとこ）　様
専務理事　　　　　　　　　　　　　志村　宏司（しむら　こうじ）　　様
常任理事　　　　　　　　　　　　　田口　圭子（たぐち　けいこ）　様

静岡県
健康福祉部長　　　　　　　　　  青山　秀徳
健康福祉部福祉長寿局長　　 米山　紀子

（４） 内容
義援金目録贈呈、写真撮影、懇談



提 供 日 2025/10/06

タイトル 静岡ジェードが中学生に直接指導を行います。

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班　田平

TEL 054-221-3177

県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
今回は、静岡ジェード（男子Ｔプレミアリーグ所属）のコーチが卓球競技に取り組む県内中学生を対象にクリニックを開催します。

１　日　時　　令和７年10 月12 日（日)　13時20分から15時50分まで

２　会　場　　浜松市立開成中学校体育館（浜松市中央区高丘北1-15-20）

３　参加者　　浜松市内中学校卓球部員及び指導者　52 名

４　講　師　　静岡ジェード　コーチ８名

５　日　程　　開講式　　　　　　　13:20～13:30
　　　　　　　　クリニック　　　　　13:30～15:30
　　　　　　　　閉講式・写真撮影等　15:30～15:50

６　その他　・取材希望の方は、10月10日(金)16時までに、別添「取材申込書」にてお申し込みください。中止の際には御連絡いたします。
　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

７　問い合わせ先
静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ振興課（田平）
電　話　　　054-221-3177　　 FAX　054-221-2980



提 供 日 2025/10/06

タイトル 週に１度はスポーツをしよう！ニュースポーツふ
れあいフェスタin伊豆の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 スポーツ振興課　生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

　週に１度はスポーツをしよう！

　ニュースポーツふれあいフェスタ2025 in 伊豆を開催

子どもから高齢者まで、誰もが気軽に楽しむことができる「ニュースポーツ」の体験イベントの開催についてお知らせします。

１　日時　令和７年10月13日（月・祝）　10:00～15:00
　　　　　※12:00～13:00は種目入れ替えのため中断します。

２　会場　狩野ドーム（伊豆市青羽根89）

３　内容　ニュースポーツ体験コーナー及び運動能力チェックの開催
　１　ニュースポーツ体験コーナー

時間 体験できる種目
10:00～12:00 ブローライフル、ペットコン、ノルディックウォーキング、バウンドテニス、

スポーツチャンバラ、スカットボール、ラダーゲッター
13:00～15:00 ダーツ、モルック、スポレック、手のひら健康バレー、ソフトバレー、ス

カットボール、ラダーゲッター
※体験種目は都合により変更になる場合があります。

　２　運動能力チェック

握力 上体起こし 長座体前屈 開眼片足立ち ADL 反復横跳び 立ち幅跳び

64歳以下 ○ ○ ○ - -　 ○ ○

65歳以上 ○ ○ ○ ○ ○ - -

４　参加方法　当日、直接会場にお越しください。（申込不要、参加無料）　

　５　中止のお知らせについて　静岡県レクリエーション協会ホームページにてお知らせします。
＜URL＞https://shizuoka-rec.jimdofree.com

６　主催　静岡県、静岡県レクリエーション協会

※ニュースポーツふれあいフェスタの今後の予定
・令和７年11月22日（土）　　　伊東市民体育センター(伊東市)

https://shizuoka-rec.jimdofree.com


提 供 日 2025/10/06

タイトル タイトルを入力します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先

TEL 市外局番から入力してください。

記者提供資料の本文を記載してください。



提 供 日 2025/10/06

タイトル 台風第15号における借上げ型応急住宅の確保のた
め
宅地建物取引業関係団体に更なる協力を要請

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 宅地建物班

TEL 054-221-3077

台風第15号における借上げ型応急住宅の確保のため
宅地建物取引業関係団体に更なる協力を要請

１　趣旨
　県は、台風第15号による被害において、「災害時における民間賃貸住宅の媒介等に関する協定書」に基づき、静岡県宅地建物取
引業協会及び全日本不動産協会静岡県本部に対して、協力会員リストや物件リストの提供を依頼し、現在320件※の物件リストの
提供を受けている。※宅建協会273件、全日10件、その他37件
　しかしながら、特に住宅被害が甚大であった牧之原市榛原地区においては、今後、応急住宅の需要がさらに見込まれるため、当
団体への引き続き物件リストの提供を要請する。

２　概要
(1)日時　令和７年10月８日（水）13:15～14:00

(2)場所　静岡県宅地建物取引業協会（静岡市葵区鷹匠3-18-16）
　　　　 全日本不動産協会静岡県本部（静岡市駿河区南町14-1）

(3)面談相手　静岡県宅地建物取引業協会 会長　宇野篤哉氏
             全日本不動産協会静岡県本部　本部長　疋田貞明氏

(4)県側出席者　くらし・環境部長　縣　茂樹

(5)スケジュール

時　間 内　容

13:15～13:30 宅建協会へ依頼文手交

13:45～14:00 全日協会へ依頼文手交

【報道機関の皆様へ】
当日の取材を御希望の場合は、13:15までに宅地建物取引業協会２階大会議室までお越しください。

参加者募集告知　　・　　 ○ 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2025/10/06

タイトル 第１回産学官連携推進会議の開催

担　　当 企画部 総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

第１回産学官連携推進会議の開催について

　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、今年度静岡県の補助事業として「産学官連携推進会議」を設置・運営
します。
　この会議は、地域に求められる人材の育成に向けた産学官地（地域）の連携や県内高等教育機関の今後の在り方等について、出
席者の皆様から御意見・御提言をいただくとともに、出席者の皆様の間で幅広く御議論いただくことを目的として設置するもので
す。
　会議は、10月と２月頃の２回の開催を予定しており、第１回の会議を下記のとおり開催します。

１　概　要
（１）日　時
　　令和７年10月10日(金) 13：30～15：30 
（２）会　場
    静岡理工科大学静岡駅前キャンパス12階1204（アクティブラーニングルーム）
  （静岡市葵区御幸町20　M20ビル）　※Zoomを併用
（３）内　容
 　・開　会
 　・文部科学省説明（高等教育局大学振興課地域大学振興室長　石川 雅史）
 　・議　題
  　　産学官地に求められる連携・取組、静岡県における高等教育の在り方、
  　　大学コンソーシアムへの期待（委員からの発表・意見交換）
（４）出席者

コーディ
ネーター

西原 茂樹（総務省地域力創造アドバイザー、静岡大学地域連携アドバイ
ザー、元牧之原市長）

産

・江﨑 亮介（(株)江﨑新聞店代表取締役専務）
・池田 貴裕（パイフォトニクス（株）代表取締役）
・河田 亮一（加和太建設(株)代表取締役）
・井出 雄大（(株)静岡銀行地方創生部地方創生グループ課長）
・西村 やす子（(株)CREA FARM代表取締役社長）
・梶川 久美子（サツマ電機（株）代表取締役社長）

学

・大石 人士（静岡大学理事（地域連携担当））
・賀川 義之（静岡県立大学理事（教育・学生支援担当））
・阿部 郁男（常葉大学副学長（地域連携担当））
・田中 章元（静岡産業大学学長補佐（企画戦略・地域連携担当）
・久保田 香里（学校法人静岡理工科大学地域協働センター セン
ター長）

出 席 者
（14人）

官

・縣 修（静岡県企画部参事（総合教育担当））
・小野田 秀生（静岡県教育委員会　教育監）
　（代理：貝瀬 佳章（静岡県教育委員会高校教育課指導監））
・江村 輝彦（富士市総務部長）
　（代理：井出 剛洋（富士市総務部企画課長兼SDGs推進室長）

２　お問合せ
　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム
　担　当 秋山
　電　話 054-249-1818
　〒420-0839　静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階
　　※取材を希望される場合、前日までに担当者（秋山：054-249-1818）宛て御連絡ください。



提 供 日 2025/10/06

タイトル 静岡県台湾事務所、台北市立大学での初の講義
「日本の地方自治体における海外誘客戦略」テー
マに

担　　当 企画部 地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

静岡県台湾事務所、台北市立大学で初の講演

「日本の地方自治体における海外誘客戦略」テーマに

・静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）では、10月８日、 台北市立大学 で 「 日本 の 地方自治体 における 海外誘客戦略 」 をテーマとした 講演を
行います。

・当事務所が台北市立大学で講演を行うのは 今回 が 初となります。
・同大学での講演を通じて本県の魅力発信を行い、今後の誘客を図ります。

＜概要＞
日　時　2025年10月８日（水）13時～15時
会　場　台北市立大学　天母キャンパス（台北市士林区忠誠路二段101号）
主催者　台北市立大学通識教育センター
参加者　台北市立大学の教員・学生など　約150名
テーマ　日本の地方自治体における海外誘客戦略
　　　　・当事務所の台湾における取組、プロモーション事例の紹介
　　　　・国・他自治体などと連携したプロモーション事例の紹介　
　　　　・本県関係者の台湾との交流事例の紹介　
　　　　・観光地としての本県の魅力紹介　など
　　　　
＜開催の経緯・目的＞
・台湾で活躍するさまざまな分野の専門家を招いた講演を企画・運営している「台北市立大学通識教育センター」から当事務所宛に登壇依

頼があり、開催が決定したものです。
・当事務所ではこの機会を活用し、台北市立大学の教員や学生たちへ本県の魅力発信を行うことで、今後の誘客を図ります。

＜当事務所の大学での講演歴（過去３年間）＞
・（2023年）世新大学、中原大学
・（2024年）国立政治大学
・（2025年）台北城市科技大学

●本講座において、 メディアの 方 からの 取材 を 歓迎いたします。
 講演開催後 の 素材提供の御希望も承ります。
御希望の場合は、 会社名 ・お 名前 ・ 連絡先を以下問合せ先までお知らせください。

　・問合せ：静岡県台湾事務所　市川、山本
 ( メール：Shizuoka.tw@gmail.com 　電話：+886-2-2508-1515)

●静岡県台湾事務所Facebook「発見。五感静岡」https://www.facebook.com/shizuokaken

mailto:Shizuoka.tw@gmail.com
https://www.facebook.com/shizuokaken


提 供 日 2025/10/06

タイトル 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指
数（令和７年７月分）～

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2298





詳しくは「統計センターしずおか」(http://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/15-010/index.html)を御覧ください。

http://toukei.pref.shizuoka.jp/chosa/15-010/index.html


提 供 日 2025/10/07

タイトル こどもたちの多様な学びを企業が支援します～株
式会社ローソンによる藤枝市立広幡中学校への出
張講座～

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策企画班

TEL 054-221-3168

こどもたちの多様な学びを企業が支援します
～株式会社ローソンによる藤枝市立広幡中学校への出張講座～

　 県教育委員会は、連携する企業・団体等（包括連携協定企業等）に御協力いただき、学校に無償の出張講座を提供し、こどもたちの探究
的な学び等を支援する、「企業等による教育プログラム提供事業」を実施しています。

下記のとおり、株式会社ローソンによる藤枝市立広幡中学校への出張講座を実施します。

記

１　日時
    令和７年10月10日(金)　午前10時30分から12時20分まで

２　学校名（会場）
　  藤枝市立広幡中学校（藤枝市上当間602)

３　協力企業
　  株式会社ローソン

４　内容
    ローソンのSDGsへの取り組みの紹介

５　参加者
　  藤枝市立広幡中学校　特別支援学級　１年生、３年生　計３名

６　その他
　  取材の際、事前連絡は不要です。

７　お問合せ先
　  藤枝市立広幡中学校
    教諭　増田　一
    電話番号　054-641-0763

 静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/10/07

タイトル 静岡県議会危機管理くらし環境委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

常任委員会を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 記

委員会名 日    時 場    所 内　容

危機管理くらし環境
委員会

　10月８日（水）
　午後３時～ 第２委員会室

台風第15号への対応につ
いて

※委員会は調査が終了次第、閉会となります。
　なお、委員会室は県庁本館４階にあります。



提 供 日 2025/10/07

タイトル 【取材依頼】清水港セミナーを東京で開催します

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 ポートマーケティング推進班

TEL 054-221-3779

　荷主企業・海運企業を対象に⾸都圏「清⽔港セミナー」を東京で開催します︕

　清⽔港ポートセールス実⾏委員会では、清⽔港を御利用いただいている荷主企業及び海運企業を対象に、利用拡⼤及び定期航路の拡充を推
進するため、清⽔港の最新情報をお届けするセミナーを東京で開催します。
　清⽔港の概要説明のほか、東京⼤学名誉教授である伊藤元重先生による講演なども⾏います。

１　⽇時　
     令和７年10⽉14⽇（⽕）17時から20時まで　（受付16︓30〜）

２　会場　
     帝国ホテル　東京　（東京都千代田区内幸町1-1-1）

３　内容
　○セミナー（17:00〜18:30）
　　　・主催者挨拶（清⽔港ポートセールス実⾏委員会委員⻑　⼭田　英夫）
　　　・清⽔港概要説明（静岡県清⽔港管理局⻑　杉本　⽂和）
　　　・講演　「内外経済の論点」　（講師︓東京⼤学名誉教授　伊藤　元重⽒）

　○懇談会（18:30〜20:00）
　　　・主催者挨拶　静岡県知事　鈴⽊　康友
　　　・来賓挨拶　国⼟交通省港湾局⻑　安部　賢⽒ほか
　　　・乾杯挨拶　静岡市⻑　難波　喬司

４　対象
     ⾸都圏の荷主企業、国内外の海運企業等　約900名　※参加受付は終了しています

５　主催　
　　 清⽔港ポートセールス実⾏委員会（静岡県・静岡市・清⽔港利用促進協会）
　　　
６　当⽇の取材について
　　 取材を希望される場合には会場２階に報道機関用受付を設けていますので、直接会場へ
　お越しいただき、係員に名刺をお渡しください。



提 供 日 2025/10/07

タイトル 林業関係６団体による要請活動

担　　当 経済産業部 森林・林業局森林計画課

連 絡 先 森林計画班　森本

TEL 054-221-2666

 林業関係６団体による要請活動について

～山地災害の早期復旧や森林・林業イノベーションの推進を要請～

　林業、木材産業などの振興や県土の保全に関し、林業関係６団体が知事を訪問して、「令和８年度森林・林業施策に係る要請
書」を提出します。

１ 　 日時　　令和７年10月10日（金）13:30～14:00

２ 　 場所　　知事室（県庁東館５階）

３ 　 要請予定者

　　静岡県森林組合連合会　代表理事会長　中谷　多加二

　　静岡県木材協同組合連合会　会長　柳川　真佐明

　　公益社団法人静岡県山林協会　専務理事　清水　克郎

　　静岡県山林種苗協同組合連合会　理事　平野　隆司

　　静岡県椎茸産業振興協議会　事務局長　相磯　浩二

　　公益社団法人静岡県林業会議所　代表理事会頭　杉山　嘉英

４ 　 要請概要

　○ 森林資源の循環利用や二酸化炭素の吸収・固定を図る「主伐・再造林の促進
　　 に向けた支援」

　○ 森林認証材等の県産材の需要拡大を図る「住宅・非住宅の木造・木質化に対す
     る支援の拡充」

　○ 県民の生命・財産を守る「気候変動等に対応した森林整備・治山対策の推進」　

　○ 高品質な苗木生産のための「後継者育成の技術指導・支援」

　○ 本県特産品の椎茸生産振興のための「燃料・資材価格高騰に係る支援」 

　○ 持続可能な林業を支える「森林経営管理制度に関わる地域人材の活用の推進」

     など

５ 　 問合せ先

　経済産業部　森林・林業局　森林計画課
　TEL：054-221-2666
　※取材を希望される場合は、当日13：25までにお集まりください。



提 供 日 2025/10/07

タイトル 高校生献血ボランティア『アボちゃんサポー
ター』活動の実施～オイスカ浜松国際高等学校の
生徒さんへの委嘱式を行います～

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2412

高校生献血ボランティア『アボちゃんサポーター』活動の実施
～オイスカ浜松国際高等学校の生徒さんへの委嘱式を行います～

　少子高齢化が進み、輸血用血液が必要となる高齢者が増える中、将来の献血を担う若い世代の献血者の減少が続いています。
　県では、献血開始年齢にあたる高校生を対象として献血への理解を深めていただくことを目的に、県内の高校生献血ボランティ
アを『アボちゃんサポーター』として委嘱し、同世代等に対し献血推進のための広報や啓発活動をお願いしています。
　このたび、オイスカ浜松国際高等学校において『アボちゃんサポーター』委嘱式を行います。

１ ボランティア委嘱式
(1) 日時

令和７年10月10日(金)　午後０時15分から１時まで　
(2) 場所

オイスカ浜松国際高等学校　
（浜松市中央区和地町5835）

(3) 委嘱人数
　18名（高校生１年生・２年生・３年生）

(4) 内容
委嘱状交付、事業説明、献血セミナー

２ 『アボちゃんサポーター』について
　地域、学域等における献血広報や啓発活動への参画を通じ、今後の献血を担う若い世代の献血意識高揚を図るために、平成
10年から毎年度委嘱しています。
『アボちゃん』は、血液型のＡ・Ｂ・Ｏにちなんで命名された、平成３年生まれの静岡県献血キャラクターです。

３ 　取材、撮影等
　　当日、取材いただける場合は、事前に学校へ御連絡ください。
　（連絡先：０５３－４８６－３０１１　担当：養護教諭　藪谷先生）



提 供 日 2025/10/07

タイトル 県内３箇所のこどもの居場所がふるさと納税を活
用したクラウドファンディングに取り組んでいま
す！

担　　当 健康福祉部 こども若者局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

県内３ 箇所のこ ども の居場所がふるさ と 納税を 活用し たク ラ ウド フ ァ ンディ ングに取り 組んでいます！

　県では、こどもの居場所づくりの活動拡大等に必要な資金調達に取り組む団体等を支援するため、クラウドファンディング型の
ふるさと納税（ガバメントクラウドファンディング®：GCF®）を活用して寄附金を募集し、補助金として交付します。
　令和７年10月31日まで、３件のこどもの居場所づくりプロジェクトに対する寄附金を募集しています。

１ 　 こ ども の居場所と は
　無料又は低額な料金でこどもが一人でも安心して利用できる地域の居場所を言います。

２ 　 寄附金を募集する団体名及びプロジェ ク ト 名

○特定非営利活動法人しんみら いプロジェクト〔浜松市〕
   若者の居場所が街のにぎわいを 生み出し、地域の未来を 支えるプロジェクト
　目標金額：100万円　　
https://www.furusato-tax.jp/gcf/4236?utm_source=shizuokaken&utm_medium=referral&utm_campai
gn=lgmk_22000

○m o r im o r in 実行委員会〔浜松市〕
　みかんの町が挑む、多国籍多世代出会える居場所づく り ！古民家を 改装せよ！！
　目標金額：500万円　　
https://www.furusato-tax.jp/gcf/4235?utm_source=shizuokaken&utm_medium=referral&utm_campai
gn=lgmk_22000

○一般社団法人未来学校　〔浜松市〕
　こども の居場所を 拠点と したワクワクキャリア体験アカデミ ー　～「未来への一歩」プロジェクト　小さ な希望が
芽吹く 時～
　目標金額：105万円　　
https://www.furusato-tax.jp/gcf/4233?utm_source=shizuokaken&utm_medium=referral&utm_campai
gn=lgmk_22000

３ 　 寄附の方法
　・ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」を利用します。
　・上記URLから各プロジェクトに寄附することができます。

４ 　 寄附募集期間
　令和７年10月31日(金）まで

◆ガバメ ント ク ラ ウド フ ァ ンディ ング®( GCF®) と は
　ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」が提供する、クラウドファンディング型でふるさと納税を募る仕組みです。自治
体がプロジェクトオーナーとなり、関心や共感を呼ぶプロジェクトを立ち上げることで広く資金を調達し、寄附者は自らの意思で
寄附金の使い道を選ぶことができます。

https://www.furusato-tax.jp/gcf/4236?utm_source=shizuokaken&utm_medium=referral&utm_campai
https://www.furusato-tax.jp/gcf/4235?utm_source=shizuokaken&utm_medium=referral&utm_campai
https://www.furusato-tax.jp/gcf/4233?utm_source=shizuokaken&utm_medium=referral&utm_campai


提 供 日 2025/10/07

タイトル 【変更】【取材依頼】生活協同組合 パルシステム
静岡による義援金の贈呈

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和7年台風第15号災害静岡県義援金の贈呈のため、生活協同組合　パルシステム静岡が青山健康福祉部長を訪問
します。

　　　
　　　　※出席者に変更（追加）がありました。（10月７日14時時点）

　　　　　（要旨）
令和7年台風第15号により、県内に大きな被害があったことを受け、生活協同組合　パルシステム静岡が、「令和7年台風第15号災害静岡

県義援金」の目録を贈呈するため、青山健康福祉部長を訪問します。

１　義援金拠出団体
生活協同組合　パルシステム静岡

２　拠出する義援金の名称・金額
「令和7年台風第15号災害静岡県義援金」　５０万円
※　上記に加え役職員様からの有志寄附あり

３　義援金の贈呈
（１） 日時　令和７年１０月８日（水） 11時30分から11時45分まで
（２） 場所　県庁西館３階健康福祉部長室
（３） 出席者

生活協同組合　パルシステム静岡
理事長　　　　　　　　　　　　　　 細谷　里子（ほそや　さとこ）　様
専務理事　　　　　　　　　　　　　志村　宏司（しむら　こうじ）　　様
常任理事　　　　　　　　　　　　　田口　圭子（たぐち　けいこ）　様

静岡県
健康福祉部長　　　　　　　　　  青山　秀徳
健康福祉部福祉長寿局長　　 米山　紀子

（４） 内容
義援金目録贈呈、写真撮影、懇談



提 供 日 2025/10/07

タイトル ふじのくに芸術祭2025舞踊公演「翔の会」を開催
します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

１　要　旨
・ふじのくに芸術祭は半世紀以上の歴史をもつ県内最大の総合芸術祭です。
・芸術祭イベントの一つである舞踊公演「翔の会」を、令和７年10月12日（日）に、グランシップで開催します。
・本公演では、日本舞踊、クラシックバレエ、現代舞踊の３つのジャンルを一度に楽しむことができます。

２　概　要
（１）日　時　　令和７年10月12日（日）午後２時30分開場　午後３時00分開演
（２）会　場　　グランシップ　中ホール大地（静岡市駿河区東静岡2-3-1）
（３）内　容　
　　第１部　日本舞踊（「青海波」他３演目）
　　第２部　現代舞踊（「風をまとって」～６団体による小品集～）
　　第３部　クラシックバレエ（「くるみ割人形」第２幕）
（４）入場料
　　無料（入場には入場券が必要です。問合せ先まで御連絡ください。）
（５）問合せ先
　　静岡県日本舞踊協会（藤間）
　　ＴＥＬ：054-364-6990

前回開催の様子（2023年）



提 供 日 2025/10/07

タイトル 「和食展しずおか」の開会式を実施します（取材
依頼）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3506

「和食展しずおか」の開会式を実施します（取材依頼）

１　要旨
　　全国巡回されている特別展「和食～日本の自然、人々の知恵～」を清水港地
  区に誘致し、本県の食文化を紹介する静岡独自展示と合わせた「和食展しずお
　か」として、令和７年10月11日から12月14日まで、清水マリンビル・フェルケ
　ール博物館の２会場で開催します。開幕に当たり、以下のとおり開会式等を実
　施します。

２　開会式の概要
　（１）日　時　　　令和７年10月11日（土）午前９時から午前11時15分まで
　 （２）場　所　　　清水マリンビル（静岡市清水区日の出町9-25）
　　　　　　　　　    フェルケール博物館（静岡市清水区港町2-8-11）
   （３）次　第

時　間 内　容 場　所
９:10～９:20 主催者挨拶（実行委員長、知事、静岡市長）、来賓挨拶

９:20～９:25 テープカット

清水マリンビル1階
エントランスホール

９:25～10:10 清水マリンビル内覧 清水マリンビル1階

10:25～10:55 フェルケール博物館内覧
10:55～11:15 ＳＰＡＣ演劇「びしょくすきいと老婆」

フェルケール博物館

  （４）主な出席者
区　分 氏　名 所　属

実行委員長 岸田　裕之 静岡県商工会議所連合会　会長
主催者 鈴木　康友 静岡県知事
主催者 難波　喬司 静岡市長
共催者 鈴木　与平 （一財）静岡新食文化共創機構　代表理事
共催者 大須賀　紳晃 静岡新聞社・静岡放送　代表取締役社長
監修者・実行委員 佐藤　洋一郎 ふじのくに地球環境史ミュージアム　館長
監修者 国府方　吾郎 国立科学博物館　植物研究部多様性解析・保全グループ長

　３　取材について
　　・取材いただける場合には、別紙取材申込書を10月９日（木）正午までにメールにて、
　　　「４　問合せ先」まで送付をお願いします。

　　　　　　 ・取材当日は、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　　　　　　また、手荷物検査を行いますので、予め御了承ください。

            ４　問合せ先
　　　　　　　 和食展しずおか実行委員会事務局（県文化政策課内）

　　  E-mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp　　電話番号：054-221-3506
　　　

1007shuzaimoushikomi.pdf1007shuzaimoushikomi.pdf
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提 供 日 2025/10/07

タイトル 「生命(いのち)のメッセージ展inしずおか」の県
庁開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

【心で学ぶ交通安全「いのち」の教育】

生命（いのち）のメッセージ展　in　しずおか

～５年ぶりに静岡県庁で開催～

　県では、平成２９年度から、命の大切さを伝える「生命（いのち）のメッセージ展」を
県内高校等で開催しています。

　　このたび、幅広い世代の県民の皆様の交通安全意識の向上を図るため、５年ぶりに静岡
　県庁でメッセージ展を開催します。

※　生命（いのち）のメッセージ展とは
ＮＰＯ法人いのちのミュージアム（東京都日野市）が実施する生命の大切さを伝える
ためのパネル展示会です。

　　　　交通事故などの犠牲になられた方の人型パネルに、一人一人の素顔や遺族の綴ったメ
　　　　ッセージ、そして、「生きた証」である遺品の「靴」が添えられています。
　　　　いのちのミュージアムでは、この人型パネルとなった方たちのことを、生命の大切さ
　　　　を伝える「メッセンジャー」と呼んでいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　開催計画
 (1)　開催日時
　　　令和７年10月14日（火）10時00分～10月17日（金）15時00分
 (2)　開催場所
　　　静岡県庁別館21階　展望ロビー（開庁時間：8時30分～18時00分）
 (3)　展示内容
　　　メッセンジャー20体の展示

２　取材に関するお願い
　　撮影及び取材に関しては、取材日直前の開庁日正午までに上記担当班まで連絡をお願いします。



提 供 日 2025/10/07

タイトル 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニ
ング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

高齢ドライバーを対象とした
「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

～高齢者の自転車事故防止に向けた講習も拡充して実施～

令和６年中の県内における高齢ドライバーによる人身交通事故は4,437件と、全体の約４分の１を占めています。
県では、高齢ドライバー事故を抑止するため、参加体験型研修「危険予測トレーニング（ＫＹＴ）研修」を次のとおり開催しま
す。
なお、今年度の研修では、自転車の交通事故を防止するために、交通ルールや罰則についての確認、自転車が関係する事故の特
徴、乗車用ヘルメットの効果などについて理解を深める講習も実施します。

＜10月の開催計画＞
　午前・午後の部の各回定員20名(募集済)で開催します。

取材を希望される場合は、撮影条件等について市に確認するため、取材日直近の開庁日正午までに上記担当班まで連絡をお願いします。

○　昨年度の研修の様子



提 供 日 2025/10/07

タイトル 静岡県高圧ガス・危険物防災訓練の実施

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 産業保安班

TEL 054-221-2076

　　　　　静岡県高圧ガス・危険物防災訓練を実施します！

（趣旨）
　県と高圧ガス・危険物関係事業者は、高圧ガス及び危険物の取扱方法の習熟、防災意識の高揚を図ることを目的として、警察、消防と連携
し、高圧ガス・危険物による事故や災害を想定した総合的な防災訓練を実施します。
（概要）
１ 開催日時
　　令和７年10月15日（水）　13時30分から16時15分まで
２ 会場
　　裾野市運動公園　調整池
　　（裾野市今里1616-1）
３ 主催
　　静岡県、静岡県高圧ガス地域防災協議会　ほか７団体
４ 協力
　　静岡県警察本部、裾野警察署、富士山南東消防本部、裾野消防署
５ 内容　
　(1) 基礎訓練及び実験の部
　　・アセチレンガス逆火阻止実験
　　・カートリッジ缶燃焼実験
　　・モノシラン（自然発火性ガス）燃焼実験
　　・液化酸素燃焼実験
　　・冷媒ガス漏えい事故時の処置訓練
　　・LPガス比較燃焼実験
　(2) 総合訓練の部
　　・デバルバー装置（不明ガス容器処理装置）取扱い緊急措置訓練
　　・LPガスバルクローリの緊急措置訓練
　　・危険物火災防御訓練
６ 訓練の中止について
　　・災害の発生や気象警報の発表等により、訓練を中止する場合があります。
　　・当日８時30分までに静岡県消防保安課ホームページでお知らせします。
　 　 静岡県消防保安課ホームページ
  　  https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/shobohonbu/1040350/1077386.html 

　　   【QRコード】
７ その他
　  ・昭和55年から訓練を実施しており、今回で44回目となります。
　  ・参加人員は、防災関係機関等約300人（見学者を含む）を予定しております。
　  ・詳細は別紙を御覧下さい。
　  ・取材については、当日直接会場にお越しください。

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/shobohonbu/1040350/1077386.html


提 供 日 2025/10/07

タイトル 静岡県被災者支援連絡会第２回研修会を開催しま
す！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 杉山、渡邊、最賀

TEL 054-221-2510

静岡県被災者支援連絡会第２回研修会を開催します！

１　目　　的　

　　静岡県被災者支援連絡会（以下「連絡会」という。）において、行政や民間支援団体などの多様な立場の方々を対象に研修会を行い、被

災者支援における官民連携の重要性や、平時からの顔の見える関係づくり、情報共有の場の必要性について理解を深め、県及び市町にお

ける官民連携体制の構築に繋げていく。

２　対 象 者

　　県及び市町職員、社会福祉協議会職員、「静岡県被災者支援コーディネーター」修了者、連絡会構成団体、連絡会オブザーバー参加団

体、静岡県被災者支援アドバイザー

３　開催日時・場所等

日　時 令和７年10月17日（金）午後３時～午後５時（講演90分 質疑応答30分）
場　所 県庁５階危機管理センター東側※対面形式とWEB形式の併用
定　員 対面形式：先着20名、WEB形式：上限100台分※ZOOM同時接続可能台数
参加費 無料

４　研 修 内 容

　　　講演１

　　　　演題　発災後の諸対応と外部応援との連携、穴水町の現状と復興計画

　　　　講師　穴水町復興推進課長　黒田篤史 氏

　　　講演２

　　　　演題　被災者支援の概要、特に町社会福祉協議会や外部団体との連携

　　　　講師　穴水町住民福祉課長　笹谷映子 氏　

５　取材について

　　取材を希望される場合は、事前に危機情報課担当まで御連絡ください。

６　参　  考

　　次回の予定

日時等 令和８年１月～２月頃　午後３時～午後５時　県庁別館５階（WEB併用）
内　容 「県内市町による官民連携の取組事例の紹介」ほか



提 供 日 2025/10/08

タイトル スポーツ練習アプリ「ＡＩスマートコーチ」を活
用した新しい部活動支援を開始します。

担　　当 教育委員会 健康体育課

連 絡 先 学校体育班

TEL 054-221-3123

スポーツ練習アプリ「ＡＩスマートコーチ」を活用した
新しい部活動支援を開始します。

　県教育委員会では、部活動における指導者不足や少子化による地域格差等の課題に取り組んでおり、賀茂地域における高校部活動支援
の一環として、ソフトバンク株式会社が提供するスポーツ練習アプリ「ＡＩスマートコーチ」を活用した部活動のトライアルを開始し、その効果的
な利用方法について、ソフトバンク株式会社による説明会を実施します。

１　概要
・日時：令和7年10月15日（水）13:00～15:00
・場所：松崎高校 教室・グラウンド（雨天時：体育館）賀茂郡松崎町桜田188
・対象：松崎高校 陸上競技部（生徒・指導者 計12名）
・講師：ソフトバンク株式会社 担当者3名

２　当日のプログラム（取材ポイント）
・スマート端末の初期設定・ログイン体験
・「AIスマートコーチ」比較機能のデモンストレーション

（生徒の動きがAIで解析される様子を取材可能）
・生徒自身による練習メニュー作成・共有
・各種目ごとの実習（陸上部の練習風景を取材・撮影可）

３　取材の見どころ
・生徒のリアルな反応：「AIに指導される」新しい体験
・指導者の声：人手不足解消への期待と現場での実感

４　連絡先　
健康体育課　学校体育班　電話番号：054-221-3123

静岡県教育委員会



発 表 日 2025/10/08

タイトル 【就労継続支援Ｂ型事業所対象】
事業所の工賃向上会計処理支援研修を開催します
（取材依頼）

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

　　　　【就労継続支援Ｂ型事業所対象】

事業所の工賃向上会計処理支援研修を開催します（取材依頼）

１　要　旨
　 静岡県では、障害福祉事業所で働く障害のある人の工賃向上を目的として、就労継続支援事業所における会計基準に基づく適切な会計
管理の徹底や、適切な工賃向上計画の作成を支援するための研修を開催します。
　また、研修を受講した事業所の中から希望する事業所に、専門家による個別相談を実施します。

２　内　容
　(1) 研　修

地　区 開催日時 会　場 内　容

中部地区 10月16日（木）
13:00～16:00

障害者働く幸せ創出
センター４階会議室
（静岡市葵区呉服町
2－1－5）

東部地区
11月10日（月）
13:00～16:00

沼津商工会議所2階会
議室B
（沼津市米山町６－５）

西部地区 12月８日（月）
13:00～16:00

浜松総合庁舎901・
902会議室
（浜松市中央区中央
1－12－1）

第1部
就労支援事業会計に基づく適切な
会計処理・仕分けのルールを学ぶ
講師：杉山明喜雄氏（杉山明喜雄
公認会計士事務所　公認会計士）

第2部
・損益分岐点の計算方法を学ぶ
・適切な売上目標の設定方法を学
ぶ
・SWOT分析による戦略の策定
講師：（一社）静岡県中小企業診断
士協会

　(2) 個別相談
　　・中部地区　11月19日(水)　13：00～16：00　※会場は研修と同じ
　　・東部地区　12月10日(水)　13：00～16：00　※会場はプラサヴェルデ201小会議室（沼津市大手町１丁目１－４）
　　・西部地区　１月14日(水)　13：00～16：00　※会場は研修と同じ

３　受講者
　　県内の就労継続支援Ｂ型事業所職員　85名（中部：26名、東部：25名、西部34名（９月30日時点））

４　問合せ先
　　認定ＮＰＯ法人 オールしずおかベストコミュニティ（事業受託者）
　　・ＵＲＬ：https://www.all-shizuoka.or.jp/seminarlist/fukushi/wage/1996313/
　　・電話番号：054-251-3515

※＜参考＞静岡県における目標平均工賃月額
静岡県では令和８年度における目標平均工賃月額を25,000円としている。
（令和５年度平均工賃月額：21,713円）

https://www.all-shizuoka.or.jp/seminarlist/fukushi/wage/1996313/


提 供 日 2025/10/08

タイトル ふじのくに芸術祭2025美術部門「写真展」・障害
者文化芸術部門「文化芸術展」を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

ふじのくに芸術祭2025

美術部門「写真展」・障害者文化芸術部門「文化芸術展」を開催します！

ふじのくに芸術祭2025（第65回静岡県芸術祭）の美術部門「写真展」と昨年度から新設の障害者文化芸術部門「文化芸術展」を開催しま

す。

会期の初日には、開会式を実施します。

１　展覧会のご案内

　　会　期　令和７年10月15日（水）～10月19日（日）

　　時　間　午前10時～午後５時30分（入場は午後５時まで）

　　　　　　※最終日の10月19日（日）は午後３時30分まで

　　会　場　静岡県立美術館　県民ギャラリー(静岡市駿河区谷田53-2)

　　　　　　　　  美術部門「写真展」：県民ギャラリーＢ

　　　　　　　    障害者文化芸術部門「文化芸術展」：県民ギャラリーＡ

　　　　　　　　　　内　容　ふじのくに芸術祭は県内最大の総合芸術祭で、コンクールや展覧会など、

　　　　　　　　　　　　　　　様々なイベントを１年を通して県内各地で楽しむことができます。

　　　　　　　　　　　　　　　「写真展」では、 県民 から 公募 した 作品 のうち 、 入賞作品 ほか 約55 点 の 作品 を

　　　　　　　　　　　　　　　 展示 します 。

　　　　　　　　　　　　　　　「文化芸術展」では、地域の皆様から御応募いただいた全ての作品の展示や、

　　　　　　　　　　　　　　　県内の魅力的な活動団体を紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　  両展覧会ともに、どなたでも無料で入場いただけます。

２　写真展開会式のご案内

　　日　時　令和７年10月15日（水）午前10時30分から11時

　　会　場　静岡県立美術館　県民ギャラリー前ロビー

　　内　容　「写真展」入賞者による挨拶・作品紹介 等

　　　　　　　「文化芸術展」の展示コーナー案内・紹介

３　問合せ先

　　静岡県スポーツ・文化観光部文化政策課

　　TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827　メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp

 　　 　　　　　　 　　　
　　▲昨年開会式テープカット　　　 ▲昨年展示会風景

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/08

タイトル ＼ デフサッカー 酒井藍莉選手も参加！ ／東京
2025デフリンピックＰＲカー県庁お披露目会

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3375

＼ デフサッカー 酒井藍莉選手も参加！ ／

東京2025デフリンピックＰＲカー県庁お披露目会

１　概要

　　11月に日本サイクルスポーツセンター（伊豆市）で自転車競技が開催される「東京2025デフリンピック」。（一財）全日本ろうあ連盟の全国

キャラバン活動の一環として、10月16日（木）にPRカーが県内で最初に県庁を訪れるため、県庁お披露目会を開催します。

２　東京2025デフリンピックＰＲカー県庁お披露目会

・日　　 時：令和７年10月１6日（木）10:00～10:30

・場　　 所：静岡県庁本館正面玄関、東館２階ロビー東側

・主催/共催：静岡県/（公社）静岡県聴覚障害者協会

時間 場所 内容

10:00〜10:01

・PRカーお出迎え

デフサッカー⽇本代表（静岡市出⾝）酒井藍莉選⼿、

平⽊副知事、県聴覚障害者協会がお迎え

10:01〜10:05 ・PRカーの活動紹介等

10:05〜10:10

本館前

正面玄関

・PRカーと記念撮影

参加者全員で記念撮影

10:15〜10:30
東館２階

ロビー東側

・デフリンピックPR展示説明

県聴覚障害者協会から酒井選⼿に展示内容の説明

３　東京2025デフリンピックＰＲカーについて

・メダルのレプリカや人気漫画とデフリンピックのコラボパネル等の展示も行う。

＜コラボ漫画＞

名探偵コナン、ハイキュー!!、ブルーロック、テニスの王子様、らんま1/2、

ラフ、アオのハコ、聲の形、遥かなる甲子園、メダリスト、ゆびさきと恋々

・静岡県内を10月16日（木）～21日（火）に巡回する。

（参考）東京2025デフリンピックについて

・４年に１度開催されるきこえない、きこえにくい人のための国際総合スポーツ競技大会

・開催期間：2025年11月15日（土）～26日（水）（12日間）

・全21競技のうち、自転車競技（ロード・ＭＴＢ）の２競技が日本サイクルスポーツセンター（伊豆市）にて開催されます。

＜特設サイト＞

　

schedule.pdfschedule.pdf



提 供 日 2025/10/08

タイトル 第24回全国障害者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ
輝く障スポ」静岡県選手団結団式が開催されま
す！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

　国民スポーツ大会に引き続き、全国障害者スポーツ大会が滋賀県で開催されます。
　これに先立ち、静岡県から出場する126人の選手団の士気を高めるため、静岡県、静岡市、浜松市選手団の合同結団式を、清水
総合運動場体育館にて実施します。
　当日は、出場選手応援のため、静岡県警察音楽隊も駆けつけます。

１　開催日時
　令和７年10月12日（日）　午前10時から午前11時30分まで

２　場所
　清水総合運動場体育館（静岡市清水区清開２丁目１－１）

３　内容　
　静岡県、静岡市、浜松市による選手団長への県旗・市旗の授与
　各競技代表選手による決意表明
　静岡県警察音楽隊による応援

４　選手団概要
区分 選手 役員・監督 合計

静岡県 34人 28人 62人
静岡市 12人 15人 27人
浜松市 18人 19人 37人
合計 64人 62人 126人

　※人数は当日までに変更となる可能性がございます。

５　取材のご案内
・取材希望の方は、別添「取材申込書」にてお申し込みください。【締切：10月10日（金）】
・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。

問合せ先
（取材申込みに関すること）
　静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ振興課　名倉
　  E-mail　：sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
　　電話番号：054-221-3284
　　FAX　　 ：054-221-2980

（結団式に関すること）
　公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会
　　E-mail　：s-spokyo@za.tnc.ne.jp
　　電話番号：054-221-0062
　　FAX　　 ：054-651-2600

（当日の連絡先）
　静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ振興課　名倉
　　電話番号：080-1580-8162

＜参考＞全国障害者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く障スポ」の概要
　（１）開催期間　令和７年10月25日（土）～27日（月）
　（２）実施競技
　　　ア　個人競技　陸上競技、水泳、アーチェリー、卓球、フライングディスク、
　　　　　　　　　　ボッチャ、ボウリング
　　　イ　団体競技　バスケットボール、車いすバスケットボール、ソフトボール、
　　　　　　　　　　グランドソフトボール、フットソフトボール、バレーボール、
　　　　　　　　　　サッカー
　（３）開会式開催日及び会場
　　　ア　開催日　令和７年10月25日（土）
　　　イ　会　場　平和堂ＨＡＴＯスタジアム(彦根総合スポーツ公園陸上競技場)(彦根市)
　（４）各競技の日程等
　　　詳細は、大会公式ホームページを御覧ください。
　　　URL：https://shiga-sports2025.jp/

mailto:sports-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:s-spokyo@za.tnc.ne.jp
https://shiga-sports2025.jp/


提 供 日 2025/10/08

タイトル 委託先のメール送信誤りによる個人情報漏えい事
案の発生

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054ｰ221ｰ2848

１　要　旨

県の委託先が、生物多様性セミナー現地見学会の参加者あてに現地見学会の当日案内をメールにて行った際、他の受信者が判別でき
ない方式（Bcc)で送信すべきところ、誤って全ての受信者のメールアドレスが表示される方式（Cc)で送信してしまった。

なお、漏えいした情報はメールアドレスで、その他の情報は含まれていない。

２　概　要

（１）送信日時

令和７年10月７日（火）午後５時18分

（２）送信先

生物多様性セミナー現地見学会の参加者５人

（３）漏洩した情報

生物多様性セミナー現地見学会参加者のメールアドレス４件

（１件は代表メールアドレス）

（４）問題の認知

・令和７年10月７日（火）午後５時20分頃、委託先の担当者が、送信済みのメール確認の際に気付き判明した。

・委託先の担当者は直ちに職場の上司に相談した後、同日午後５時35分頃、県環境ふれあい課に電話で報告した。

（５）委託先に対する個人情報取扱いに関する規定

委託契約において、契約による業務を処理するため個人情報を扱う場合は、「個人情報取扱特記事項」を遵守するよう定め、個人情報の
適切な管理のために必要な措置を講じなければならないと規定している。

３　対　応

委託先は、令和７年10月７日（火）午後６時35分までに、メール送信者全員に対して電話とメールにて謝罪とメールの削除依頼をした。

４　再発防止

県は、委託先に対して、個人情報が含まれるメール送信時のダブルチェックを徹底するなどの再発防止策を講じ、個人情報の適切な取
扱いを徹底するよう指導した。



提 供 日 2025/10/08

タイトル 令和７年台風第15号被災者の県営住宅一時使用
申込結果について

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局公営住宅課

連 絡 先 県営住宅管理班

TEL 054-221-3085

令和７年台風第15号被災者の県営住宅一時使用申込結果について

１　申込結果

　10月８日に申込者に結果を電話連絡し、順次入居を開始します。

所在地 県営住宅 提供戸数 申込数 入居決定戸数

牧之原市 榛原団地 ５ ３ ３

吉田町 吉田団地 ５ ３ ３

田尻団地 12

小川竪小路団地 １焼津市

大村新田団地 １

やよい団地 13

小石川団地 ２

瀬古団地 ２
藤枝市

青洲団地 ５

六合団地 ３ ２ ２
島田市

島田旭団地 １

磐田市 磐田団地 ３

袋井市 袋井団地 １

菊川市 菊川団地 10

合計 14団地 64 ８ ８

２　今回の申込概要

申込対象 令和７年台風第15号で被災された方（罹災証明書で確認、 一部損壊 も 可）

申込期間 令和７年10月１日～７日

申込場所 牧之原市総合健康福祉センターさざんか
（都合により会場に来ることができない方は、県公営住宅課で受付対応）

家賃など 敷金・家賃は免除（駐車場料、光熱水費、共益費は自己負担）
入居期間は原則１年

３　今後の申込手続

　被災者を対象とした県営住宅の一時入居について、引き続き申込を受け付けます。

申込対象 令和７年台風第15号で被災された方（罹災証明書で確認、 一部損壊 も 可）

申込期間 当面の間（先着順）

家賃など 敷金・家賃は免除（駐車場料、光熱水費、共益費は自己負担）
入居期間は原則１年

　提供する県営住宅一覧

所在地 県営住宅 提供戸数 申込先

牧之原市 榛原団地 ※
２

今後さらに追加予定

吉田町 吉田団地 ※ ２

田尻団地 12

小川竪小路団地 １焼津市

大村新田団地 １

やよい団地 13

小石川団地 ２

瀬古団地 ２
藤枝市

青洲団地 ５

六合団地 ２
島田市

島田土木事務所　建築住宅課
電話　0547-37-5273



島田旭団地 １

磐田市 磐田団地 ３

袋井市 袋井団地 １

菊川市 菊川団地 10

袋井土木事務所　建築住宅課
電話　0538-42-3294

合計 14団地 57

※榛原団地と吉田団地(１戸)は修繕のため10月下旬以降に入居可能



提 供 日 2025/10/08

タイトル 新設住宅着工統計令和７年８月の主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計令和７年８月の主な動向

＜総戸数＞

令和７年８月の新設住宅着工戸数は、1,605戸（対前年同月比3.1％減）。前年同月と比較して、貸家・給与住宅で増加したが、持家・分譲

住宅で減少したため、全体で減少となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 740 826 △10.4％

民間資金 632 735 △14.0％
公的資金 108 91 18.7％
うち機構融資 ※１ 13 10 30.0％

貸家 626 572 9.4％
民間資金 525 520 1.0％
公的資金 101 52 94.2％

給与住宅 ※２ 9 4 125.0％
分譲住宅 230 254 △9.4％
うちマンション 0 12 　△100.0％

合計 1,605 1,656 △3.1％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 517 451 14.6％
中部 440 540 △18.5％
西部 648 665 △2.6％
合計 1,605 1,656 △3.1％

＜直近６ヶ月間の推移＞
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

前年着工戸数 1,598 1,750 2,078 1,409 1,638 1,656
直近着工戸数 1,525 1,412 1,174 1,364 1,662 1,605

対前年同月増減比 △4.6％ △19.3％ △43.5％ △3.2％ 1.5％ △3.1％

＜資金別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,378 1,497 △7.9％
公的資金 227 159 42.8％
うち機構融資 18 11 63.6％

合計 1,605 1,656 △3.1％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 920 996 △7.6％
プレハブ工法 302 290 4.1％
枠組壁工法 383 370 3.5％
合計 1,605 1,656 △3.1％

＜構造別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 1,240 1,230 0.8％
非木造 365 426 △14.3％
合計 1,605 1,656 △3.1％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 60,275 66,823 △9.8％
表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2025/10/09

タイトル 令和７年９月定例会の概要【結果】

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

　９月17日（水）に開会した令和７年９月定例会は10月９日（木）に閉会し、知事提出議案23件、議員提出議案１件がそれぞれ原案どおり可決
された。
　また、議員から提出された意見書６件が可決された。

　また、９月26日（金）に決算特別委員会が設置され、令和６年度静岡県一般会計、特別会計、公営企業決算の計17件が付託され、閉会中も
継続して審査することが決定された。

■知事提出議案（23件）
（10月９日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属
議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山
本
隆
久

第126号 令和７年度静岡県一般会計補正予算 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第127号
令和７年度静岡県県営住宅事業特別
会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第128号
いじめ防止対策推進法に基づき教育
委員会に設置する附属機関設置条例
の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第129号

行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法
律第９条第２項に基づく個人番号の利
用等に関する条例及び静岡県本人確
認情報等の利用及び提供に関する条
例の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第130号
静岡県事務処理の特例に関する条例
の一部を改正する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第131号
静岡県新文化施設の公共施設等運営
権に係る実施方針に関する条例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第132号
静岡県カスタマーハラスメント防止条
例

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第133号
建設事業等に対する市町の負担額に
ついて

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第134号
津波対策施設等整備事業（河川）に対
する市の負担額について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第135号
県営土地改良事業に対する市町の負
担額について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第136号
流域下水道の維持管理に要する費用
の市町の負担額の変更について

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第137号
土木工事の請負契約の一部変更につ
いて（富士山静岡空港滑走路端安全
区域）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第138号
土木工事の請負契約の一部変更につ
いて（一般国道362号橋梁富士城11号
橋）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第139号
土木工事の請負契約の一部変更につ
いて（二級河川馬込川　水門扉体工）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第140号
建築工事の請負契約の一部変更につ
いて（県営住宅瀬古団地）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第141号
建築工事の請負契約について（中東
遠・浜松地区新特別支援学校校舎建
築）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第142号
建築工事の請負契約について（中東
遠・浜松地区新特別支援学校校舎電
気設備）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第143号
建築工事の請負契約について（中東
遠・浜松地区新特別支援学校校舎機
械設備）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第144号
県有財産の処分について（旧果樹研
究センター駒越用地）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第145号
公の施設の指定管理者の指定につい
て（静岡県食肉センター）

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第146号
県営住宅家賃の支払に関する和解に
ついて

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第147号 令和７年度静岡県一般会計補正予算 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第148号
令和７年度静岡県県営住宅事業特別
会計補正予算

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

■議員提出議案（１件）
（10月９日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属
議案
番号

件　　　　名 議決結果 自民
改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山
本
隆
久

第２号
静岡県民の歯や口の健康づくり条例
の一部を改正する条例 

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

■意見書（６件）
（10月９日議決）

議決の態様　　　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席

無　所　属
件　　　　名 議決結果 自民

改革
会議

ふじの
く　に
県　民
クラブ

公明党
静　岡
県議団

大石
哲司

遠藤
行洋

塚本
大

桜井
勝郎

山
本
隆
久

医療機関等における経営環境の改善を求める意
見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

米の安定供給と食料安全保障の強化を求める意
見書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

自動車関係諸税の抜本的見直しを求める意見書 可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー
可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○



の配置拡充を求める意見書

事前復興まちづくり計画の策定支援を求める意見
書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見
書

可決 全員一致 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○



提 供 日 2025/10/09

タイトル 浜松市立笠井小学校で「しぞ～か防災かるた　豪
雨の備え編」を活用した出前講座を開催します。

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 防災班　山田

TEL 054-221-2249

浜松市立笠井小学校で「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」を活用した出前講座を開催します。

　県では、住民等の流域治水への理解や水災害の自分事化を促すきっかけづくりのため、学生や市民団体と連携し「しぞ～か防災かるた　
豪雨の備え編」を作成しました。今般、水災害にかかわる出前講座で活用し、児童が楽しく遊びながら水災害への備えについて、学びを深
めます。

１　開催日時

令和７年10月17日（金）　９時15分から10時まで

※「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」は９時40分から10時までを予定　

２　会場

浜松市立笠井小学校　体育館　（浜松市中央区笠井町）

 

３　内容

児童が「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」を体験します。

　　　かるたの句に書かれた「水辺の魅力や水災害に関する防災の心得」に関するキーワードを知ることが、深く学ぶきっかけとなり、実

際の取組につなげていくことで水災害に備える地域防災力の向上を目指します。

４　参加者

　　浜松市立笠井小学校児童（86名）

　　浜松市職員

静岡県職員

　５　「しぞ～か防災かるた　豪雨の備え編」について

　　　（県HPのリンク）

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/1049418/1070626 /index.html

６　問い合わせ先

静岡県 交通基盤部 河川砂防局 土木防災課　防災班　山田　

電　話　054-221-2249

FAX　054-221-3564

  メール　dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/1049418/1070626/index.html
mailto:dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/09

タイトル 社会福祉功労者に対する知事褒賞（身体障害者相
談員・身体障害者の自立更生者）授与式について

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 身体障害福祉班

TEL 054-221-2351

社会福祉功労者に対する知事褒賞（身体障害者相談員・身体障害者の自立更生者）授与式の開催（取材依

頼）

次のとおり知事褒賞授与式を行います。

１　日時　令和７年10月16日（木）午後１時１５分から

２　場所　静岡県庁西館３階 健康福祉部長室

３　内容　知事褒賞
　　　　　
社会福祉、社会保険又は保健衛生の向上又は増進のために尽力し、その功績が顕著である個人に対して県知事褒賞を実施します。

・身体障害者相談員20年以上の在職者（１名）
山田 保夫 (磐田市）

・身体障害者の自立更生者（２名）
内田 テルミ（三島市）、庄司 秀子 (吉田町)　

４　その他

９月５日開催予定であった第67回静岡県身体障害者福祉大会が、台風15号の影響により中止となったため、大会中に行う予定で
あった知事表彰を行います。



提 供 日 2025/10/09

タイトル 静岡県摂食障害フォーラム2025を開催します！

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-221-2435

「摂食障害フォーラム2025」の開催（参加者募集）

 専門医 や 当事者 とともに 、 摂食障害 について 参加者 みんなで 一緒 に 学 びましょう

　このたび、 浜松医科大学医学部 附属病院精神科 神経科 の 竹林淳和医師 を 講師 に 招 き 、「 摂食障害 フォーラム2025 」 を 静岡市で開催しま
す。
　専門医による講義や当事者の体験談を聞くことで、摂食障害（神経性やせ症、神経性過食症）に対する理解を深めましょう。

◆　日　　　時　　令和７年11月８日（土）　午後２時～午後４時

◆　会　　　場　　レイアップ御幸町ビル６階会議室（静岡市葵区御幸町11－８）

◆　内　　　容　・第１部（午後２時～午後３時）
　　　　　　　　　　「よく分かる！　摂食障害のお話」
　　　　　　　　　　・第２部
　　　　　　　　　　（１）「こんな時どうする？～摂食障害当事者への声掛け～」
　　　　　　　　　　　　　（午後３時～午後４時）
　　　　　　　　　　　　　対象：支援者、家族
　　　　　　　　　　　　　会場：６－D会議室
　　　　　　　　　　（２）「当事者の体験談と交流」（午後３時～午後４時半）
　　　　　　　　　　　　　対象：どなたでも
　　　　　　　　　　　　　会場：当日ご案内します
　　　　　　　　　　　　　※第２部は参加者は（１）又は（２）いずれかに参加

◆　講 師　　浜松医科大学医学部附属病院精神科神経科　竹林淳和医師　ほか

◆　対 象 者　　摂食障害に関心のある県民、摂食障害当事者、家族、支援者など

◆　参　加 費　　無料

◆　定　　　員　 100名（先着順）

◆　申込方法　　静岡県摂食障害支援拠点病院ホームページ内申込みフォームから
　　　　　　　　　　　URL：https://www.shizuoka-ed.jp/general/event/

◆　締　　　切　　令和７年11月７日（金）

◆　お問合せ先　静岡県摂食障害支援拠点病院
　　　　　　　　　　　（浜松医科大学医学部附属病院精神科神経科内）
　　　　　　　　　　　電話番号：053-435-2635（平日９時～午後５時）
　　　　　　　　　　　※取材申込みは、事前に御連絡ください。

◆　そ の 他　　　静岡県では、平成27年度から、静岡県摂食障害支援拠点病院として
　　　　　　　　　　　浜松医科大学医学部附属病院を指定し、摂食障害に関する事業を
　　　　　　　　　　　進めています。

https://www.shizuoka-ed.jp/general/event/


提 供 日 2025/10/09

タイトル 地域づくりに関するセミナーを開催します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2052

様々な分野の方が地域を支え合うためのヒントが
つまったセミナーを開催します！

1　要旨
　　独居高齢者・高齢者夫婦のみ世帯が増加しており、少子高齢化・人手不足・地域コミュニティの希薄化も進んでいます。そのような中、地
域社会を持続可能なものにするために、様々な分野の方が地域を支え合うためのヒントがつまったセミナーを開催します。

２　セミナー概要
　（１）開催日時：令和７年10月16日（木）14時30分～16時00分

　（２）開催場所：三島市民文化会館　ゆうゆうホール 第２会議室（三島市一番町20-5）

　（３）参加者：どなたでも関心のある方

　（４）参加方法：会場参加又はＷＥＢ参加
　　　　　　　　　　以下のURLもしくは電話（054-255-4259）にて申込み
　　　　　　　　　　https://sigma-jp.co.jp/landing/medicalcare/care/kensyu_shikaku/daremoga/

    ※申込みは前日までにお願いします。
　　　（会場参加の場合は、当日参加でも可）

　（５）内容
　　　○講演
　　　　「半径１ｍの世界がワクワクできるように～つながる力で支えあう地域づくり～」
　　　　講師：中迎　聡子氏（株式会社いろ葉代表）

３　問合せ先
　　　株式会社東海道シグマ地域福祉支援事業部（運営委託先）
　　　〒420-0857　静岡市葵区御幸町8-1　JADEビル2階
       ＴＥＬ：054-255-4259

https://sigma-jp.co.jp/landing/medicalcare/care/kensyu_shikaku/daremoga/


提 供 日 2025/10/09

タイトル 【取材依頼】令和７年度第１回地域包括ケア推進
ネットワーク会議の開催

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 地域包括ケア推進班

TEL 054-207-8614

令和７年度第１回地域包括ケア推進ネットワーク会議を以下のとおり開催します。

１　日時・会場
　・令和７年10月15日（水）午後４時から午後５時30分
　・グランディエールブケトーカイ　４階　シンフォニー
　　（静岡市葵区紺屋町17-1）

２　出席者
　医療、介護、福祉関連の26団体

３　報告事項（予定）
　・地域包括ケアシステムの構築状況の見える化
　・抗アミロイドβ抗体薬治療に関する調査
　・地域包括ケア推進ネットワーク会議各部会の検討状況
　・介護保険施設等と医療機関の連携に係る各圏域の意見等
　・診療所の承継・開業支援の取組

４　一般傍聴申込先
　地域包括ケア推進班　houkatsu@pref.shizuoka.lg.jp

参考　地域包括ケア推進ネットワーク会議
　地域包括ケアシステムの実現に向けて、医療・介護を始めとする専門職の連携を強化し、市町における地域包括ケア推進体制の整備につなげるため、地
域包括ケア推進に関わりのある医療・介護等の団体の代表者で構成される会議

mailto:houkatsu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/09

タイトル 浜松市立都田図書館で「みらーと 支援人材育成セ
ミナー」を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

浜松市立都田図書館で
「障害のある人の芸術作品展」を開催します

１　要　旨

・県が運営する静岡県障害者文化芸術活動支援センター「みらーと」による支援人材育成セミナー「大学生と考える、障がい者アート」を浜松
市立都田図書館で開催します。
・静岡文化芸術大学の学生によるプレゼンテーションと、湖西市の作家安田幸大さんご家族によるトークショーを行います。

２　概　要

（１）イベント名称

　　みらーと支援人材育成セミナー「大学生と考える、障がい者アート」

（２）開催日時

　　令和７年10月13日（月・祝）　１３：３０～１５：３０

（３）場所

　　浜松市立都田図書館（〒431-2102　浜松市浜名区都田町8751番地２）

（４）内容
　　第1部「大学生と考える、障がい者アート」
　　登壇者：静岡文化芸術大学文化政策学部 小林淑恵研究室
　　第2部「好きから広がる豊かな世界」
　　登壇者：安田幸大さんご家族

（５）同時開催

　　　　令和７年10月１日（水）～10月31日（金）※休館日は図書館カレンダーによる　

　　　　みらーと「風を創るひとたち　都田版2025」

（６）連絡先

　　静岡県障害者文化芸術活動支援センター　みらーと 西部拠点　担当：鈴木 

〒430-0929　静岡県浜松市中区中央１-12-１ 静岡県浜松総合庁舎10階

TEL・FAX 053-458-7600　　　　

ふじのくに障害者芸術ポータルサイト「ふぁいんだー」 https://findart.jp

　　　　　　　　　　　

mirart1013.pdfmirart1013.pdf

https://findart.jp


提 供 日 2025/10/09

タイトル 静岡県ゆかりの東京２０２５デフリンピック出場
選手が知事を表敬訪問します

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

静岡県ゆかりの東京2025デフリンピック出場選手10名が、デフリンピックに向けた意気込み等を伝えるため、知事を表敬訪問します。

１　日　時　　令和７年10月15日（水）　15時30分から16時00分

２　会　場　　県庁東館５階　特別会議室

３　訪問者

選手名 出場競技・種目名
高橋　渚　　（たかはし なぎさ） 陸上・やり投
安本　真紀子（やすもと まきこ） 陸上・10000m、マラソン
北川　晴子　（きたがわ はるこ） ボウリング
酒井　藍莉　（さかい あいり） サッカー・女子
髙橋　遥佳　（たかはし はるか） サッカー・女子
袖山　哲朗　（そでやま てつろう） ゴルフ
佐藤　正樹　（さとう まさき） 柔道・男子-66kg級
池田　伊吹　（いけだ いぶき） 水泳・50m平泳ぎ、100m平泳ぎ
村岡　翼輝　（むらおか はやき） 水泳・50m自由形、100m自由形

船川　真央　（ふなかわ まお） レスリング・フリースタイル74kg級
グレコローマン77kg級

　　　　４　次　第

　　　　　　(1) 訪問者の紹介

　　　　　　(2) 選手からデフリンピックに向けた意気込み

　　　　　　(3) 知事から激励の言葉

　　　　　　(4) 記念撮影



提 供 日 2025/10/09

タイトル 「R7使用済紙おむつ再資源化実証事業」を袋井市
と実施します！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-3349

　　静岡県は、袋井市と「使用済紙おむつ再資源化実証事業の共同実施に係る協定書」を締結し、令和７年度

の使用済紙おむつ再資源化実証事業を実施します！

１　協定の目的

県は、県内における使用済紙おむつの再資源化の取組を普及させるため、先進的な実証事業に処理事業者等と連携して取り組む市町

を募集し、袋井市の提案事業を選定しました。

県は、選定された事業の実施市である袋井市と令和７年10月９日付けで締結した「使用済紙おむつ再資源化実証事業の共同実施に係

る協定書」に基づき、今後、共同実施者として有識者による助言や経費の支援を行います。

２　具体的な取組

実証事業の内容 担当課及び連絡先

 １ 　 分別回収 （11 月頃 ）

介護施設や病院、保育所にて事業系紙おむつの回収を行うほか、

小売店や保育所、限定地域での拠点回収により家庭系紙おむつ

の回収を行う。

 ２ 　 再生処理 （11 月頃 ）

回収した使用済紙おむつをクリタサムズシステムにより洗浄・分離処

理し、パルプ・プラスチックとして回収する。また、発生した洗浄排水

（スラリー）をし尿汚泥と混合処理することにより、補助燃料として活

用可能か検討する。

 ３ 　 再生資源 の 活用 （12 月頃 ～）

パルプは市内のダンボール製造会社で、プラスチックは市内のコン

ポスト、パレット製造会社で再生利用を検討する。

袋井市

廃棄物対策課

0538-84-6057

　 ※実証事業の詳細な内容については、袋井市担当課へお問い合わせください。

３　今後の予定

令和７年度中に実証結果を取りまとめ、先進的事例を導入モデルとして市町や処理事業者等が参加する研究会等を通じて情報提供す

ることで、更に取組を拡大していきます。

　（本年度の使用済紙おむつ再資源化実証事業は、掛川市及び袋井市の２市で実施）

４　問合せ先

　　静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課資源循環班

　　電話番号：054-221-3349



提 供 日 2025/10/09

タイトル 【延期】親子で学ぶ富士川の水源としての森の働
き
「森・里・川・海のつながり学習会（森の回）」
を開催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3597

～親子で学ぶ富士川の水源としての森の働き～
「森・里・川・海のつながり学習会～富士川編～」を開催します

【第１回　森のフィールド】

※台風の接近に伴い大雨が予想されるため、延期します。（10月10日　14：００時点）

県は、駿河湾の生態系保全等に向けた実践活動を促進するため、小学生親子を対象に、「森」「里」「川」「海」の各フィールドと海の生物との関係を実験や観察を通じて
体感し、

その保全の大切さを考えるきっかけを提供する学習会を開催します。
この度、本年度第１回目となる「森」のフィールドでは、富士川の水源となる森のガイドウォーク等を通じて、森が川や海の環境に与える影響を考えます。

１　日時　 令和 ７ 年10 月13 日 （ 月 ・ 祝 ） 午後 １ 時 ～ ４ 時 　【荒天の場合は10月19日（日）に延期】
　　　　　※荒天が予想され事前に延期する場合は、10月10日（金）報道提供でお知らせします。
　　　　　　令和７年10月19日（日）午後１時～４時に延期

２　会場
　　　集合場所　特定非営利活動法人ホールアース自然学校本部（富士宮市下柚野165）

３　参加者
　　　富士川流域の小学校４～６年生とその保護者（定員20名）
　　　※募集は、富士川流域の小学校にチラシを配布して行いました。

４　学習会「森のフィールド」の主な内容
　　　・研究者による研究紹介
　　　・水源の森ガイドウォーク、パックテスト（水質の簡易測定器）実験

・プランターを用いた森林機能を可視化する実験
・林業作業見学、軽作業体験

５　その他
　　・取材いただける場合は、当日、直接会場へお越し下さい。
　　・本学習会は、「森」「里」「川」「海」各フィールドで１回づつ（計４回）開催します。開催概要は、添付のチラシにてご確認ください。

・昨年度、大井川流域で開催した学習会では、参加者アンケートの結果、９割以上の方から「とても満足」又は「満足」との回答をいただきました。

【お問合せ先等】
　　・主催：県くらし・環境部環境局環境政策課　054-221-3597　
　　・運営：特定ＮＰＯ法人ホールアース自然学校（業務委託先）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2025/10/09

タイトル 富士山火山まちあるきイベント「ぶらり富士山火
山防災さんぽ」参加者募集中！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

富士山火山まちあるきイベント
「ぶらり富士山火山防災さんぽ」参加者募集中！

～富士山噴火の痕跡を巡り、火山災害について楽しく学ぼう～

　 再現実験 やフィールドワーク 等 により 火山防災 について 学 ぶイベントを 開催します。
　本イベントでは、富士山世界遺産センター小林教授、NPO法人ホールアース自然学校、（一社）美しい伊豆創造センターの協力
を得て、 火山災害 についてわかりやすく 解説いただきます。
　是非ご参加ください。

１　日時・場所等
開催日時 開催場所 対象者 費　用

R7.12.13（土）
午後１時～５時

富士山樹空の森ほか
（御殿場市印野1380-15）

小学５年生～中学生（保護者同
伴）

御胎内清宏園
入園料１人200円

R7.12.20（土）
午後１時～５時

富士山樹空の森ほか
（御殿場市印野1380-15）

高校生～大学生
（専門学生、短大生等を含む）

御胎内清宏園
入園料１人200円

R8.2.21（土）
午後１時～５時

静岡県富士山世界遺産センター
ほか

（静岡県富士宮市宮町5-12）

小学５年生～中学生（保護者同
伴）

保護者のみ
富士山世界遺産

センター入場料300円

R8.2.28（土）
午後１時～５時

静岡県富士山世界遺産センター
ほか

（静岡県富士宮市宮町5-12）

高校生～大学生
（専門学生、短大生等を含む）

保護者のみ
富士山世界遺産

センター入場料300円

２　定　員
　　各20名程度

３　内　容
　　講義や噴火の再現実験とともに、市内に残る富士山噴火の痕跡をめぐり、火山としての富士山の一面について、楽しく学びま

す。

４　講　師
　　富士山火山防災対策協議会火山専門家・富士山世界遺産センター　小林淳教授
　　特定非営利活動法人ホールアース自然学校　津田和英氏
　　一般社団法人美しい伊豆創造センター　遠藤大介氏
　
５　申　込
　　各イベント開催日前日の午前９時までに県のホームページの申込フォームからお申し込みください。
　　内容詳細及び申込フォーム掲載URL

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1068101.html

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1068101.html


提 供 日 2025/10/09

タイトル 台湾内政部消防署副署長が防災視察のため本県を
訪れ知事を表敬訪問

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-2996

 台湾内政部消防署副署長が
防災視察のため本県を訪れ

知事を表敬訪問

１　要旨

　台湾内政部消防署の馮俊益（フォン・ジュンイー）副署長（日本の総務省消防庁次長に相当）等が、防災視察のため本県を訪
れ、知事を表敬訪問します。

２　概要

　（１）日　時　令和７年10月14日（火）　11時10分～11時30分（20分間）

　（２）場　所　知事室（県庁東館5階）

　（３）来訪者　台湾内政部消防署　副署長　馮俊益（フォン・ジュンイー）ほか

　（４）対応者　鈴木知事

【参考１：今回の主な視察先】
 令和７年10月13日～10月19日　６泊７日　

10月13日（月・祝） 来日

10月14日（火） 県危機管理部、知事表敬、県地震防災センター

10月15日（水）
県消防学校、
静岡県高圧ガス・危険物防災訓練（裾野市運動公園）

10月16日（木） 静岡市消防局、消防団協力事業所、県消防協会

10月17日（金）
浜松市消防局、浜松市危機管理課、津波避難タワー、
浜松市防災学習センター

10月18日（土） 富士山世界遺産センター

10月19日（日） 帰国

【参考２：本県と台湾との防災交流】
 県危機管理部と台湾８市県（台北市・基隆市・新北市・桃園市・台中市・台南市・高雄市・嘉義県）消防局とは、「防災に関す
る相互応援協定書」を締結しており、台湾各消防局等と平時から訓練・研修等を通じた職員等の相互交流を図っている。



提 供 日 2025/10/09

タイトル 人事委員会勧告に対する知事コメント

担　　当 総務部 人事課

連 絡 先 給与班

TEL 054-221-2964

　本年度における職員の給与の取扱いにつきましては、国や他の都道府県の動向などを注視しながら、勧告を尊重するという基本姿勢で臨
みます。
　
　

（参 考） 

○　人事委員会勧告に基づく令和７年度給与改定影響額（試算）

区          分 給与改定影響額

一般会計 9,175百万円

その他の会計 471百万円

合          計 9,646百万円



提 供 日 2025/10/10

タイトル 令和７年９月台風第15号災害に係る応急仮設住宅
等入居者への生活家電の貸し出し

担　　当 健康福祉部、くらし・環境部、経済産業部 

連 絡 先 企画政策課、住まいづくり課、総務課

TEL 054-221-2302､3399､2602

１　概要
　令和７年９月台風第15号災害により住宅に被害を受け、応急仮設住宅等に入居する方に、エアコンなどの生活に必要な家電を無
償で貸し出します。

２　対象者
　令和７年９月台風第15号災害により住家に被害を受け、災害救助法に基づき県が設置する応急仮設住宅又は県営住宅（以下「応
急仮設住宅等」という。）に入居し、貸し出しを希望する方

３　貸出物品
　以下の４品目とし、１世帯当たり各家電１点ずつまでとします。
　エアコンは、応急仮設住宅等に１台もない場合に限ります。
　・エアコン
　・冷蔵庫
　・洗濯機
　・テレビ

４　レンタル料
　県が負担します。

５　貸出期間
　応急仮設住宅等への入居期間内とします。

６　受付開始日、申込み方法等
　来週中を目途に現在調整中です。決定後、お知らせします。



提 供 日 2025/10/10

タイトル 県議会令和７年12月定例会の日程変更

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

10月９日の議会運営委員会において、令和７年12月定例会の内定日程が次のとおり変更されたのでお知らせします。
　なお、諸事情により今後変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

月　　　日 会　　　議

１１月２５日（火） 　議会運営委員会

１２月  １日（月） 　開会

１２月  ２日（火） 　常任委員会

１２月  ４日（木） 　本会議（質問）

１２月  ５日（金） 　本会議（質問）

１２月  ８日（月） 　本会議（質問）

１２月　９日（火） 　本会議（質問）

１２月１０日（水） 　本会議（質問）

１２月１５日（月） 　常任委員会

１２月１６日（火） 　常任委員会

１２月１８日（木） 　議会運営委員会

１２月１９日（金） 　閉会



提 供 日 2025/10/10

タイトル 採石業務管理者試験問題の印刷・配付ミスについ
て

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 河川砂防管理班

TEL 054-221-3034

１　要　旨

　　　10月10日に行った令和７年度採石業務管理者試験において、本県の試験会場で配布した試験問題に落丁（問１が記載されたページが

欠落）があり、試験時間内に追加配布する対応を行った。

２　試験の概要

　　試 験 名　　採石業務管理者試験

　　実施機関　　各都道府県知事が実施（静岡県：河川砂防管理課が担当）

　　実施日時　　令和７年10月10日（金）10:00～12:00

    本県会場　　もくせい会館 第１会議室

　　受験者数　　19人（申込者全員受験）

３　経緯

日時 事項
10月９日 採石業務管理者試験委員会事務局から送付された試験問題データ

（PDF一式）を打ち出し、受験者数分コピー・製本し、書庫に保管
10月10日

10:00
試験開始

10:01 受験者から問１が欠けている旨の申し出を受け、問１について追加配
布することをアナウンス

10:35 問１の追加配布
（答案用紙問１が空欄であることを確認しながら配布）

～11:40 全ての受験者が答案用紙を提出し、会場を退出
12:00 試験終了時間

４　原因

　　　　一体のＰＤＦデータとして受領した試験問題を、表紙部分と問題部分とに分けて印刷する際に、問題部分の印刷ページ指定を間違え、問

２を先頭ページとして印刷した。

　　　　表紙と問題部分を重ね合わせる際も気づかず、完成した冊子を他の職員がチェックすることもなかった。

５　対応

　　　　試験時間内に欠落したページを配布し、全ての受験者が試験終了時間前に回答を終了したため、再試験等の対応は行わない。



提 供 日 2025/10/10

タイトル 令和７年度　静岡県インフラビジョン推進会議の
開催

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班　岩崎

TEL 054-221-3681

令和７年度　第１回静岡県インフラビジョン推進会議の開催
～次期インフラビジョン（素案）について審議します～

　静岡県では、県土づくりやインフラ整備の方向性を示したインフラビジョンを策定し、道路・河川・港湾・都市などの整備を進
めてきました。
　昨今「物価の高騰」や「能登半島地震の発生による新たな課題」などインフラを取り巻く社会情勢が大きく変化しており、これ
ら課題に柔軟に対応していくため、インフラビジョンの改定作業を進めています。
　このたび素案について審議するため、「令和７年度第１回静岡県インフラビジョン推進会議」を以下のとおり開催します。
　
　　
　１　日時
　　　令和７年１０月１６日（木）　１０：３０～１２：００（予定）
　　
　２　会場
　　　静岡県庁　本館４階４０１会議室（静岡市葵区追手町９-６）

　３　内容
　  　インフラビジョン（素案）について

　４　会議の一般傍聴について
　　　傍聴を希望される方は、当日会場にて１０：１５から受付します。
　　　【傍聴定員　５名程度（先着順）】
　
　５　取材について
　　　本会議は公開で実施します。
　　　取材を希望される場合は、当日受付までお越しください。

　６　その他
　　　・会議結果については、会議終了後にホームページで公表します。
　　　・会議は、民間委員（下表）と行政委員（関係課長）で構成しています。

民間委員（五十音順　敬称略）
所　属 役　職 氏　名

静岡県公立大学法人静岡県立大学経営情報学部 教授 内海　佐和子

一般財団法人静岡経済研究所 理事　研究部長 川島　康明

しずおか流域ネットワーク 副会長 五味　響子

日本大学理工学部交通システム工学科 教授 下川　澄雄

国立大学法人静岡大学防災総合センター 准教授 原田　賢治

国立大学法人静岡大学 学長 日詰　一幸

一般社団法人静岡県環境資源協会 会長 平井　一之

特定非営利活動法人地域づくりサポートネット 代表理事 山内　秀彦



提 供 日 2025/10/10

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（10/3～10/9）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報(第612報)
＜野生イノシシの豚熱検査結果(10/3～10/9)結果判明分＞

　静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実

施しています。

　新たに検査結果が判明したのは、下表の51頭で、うち1頭で豚熱ウイルスの感染

を確認しました。

　陽性は9番目（627例目）です。

　平成30年９月以降、18,887頭（死亡390頭、捕獲18,497頭）の検査を実施し、

627頭の陽性（死亡171頭、捕獲456頭）を確認しています。



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/10/10

タイトル 「静岡茶」の輸出拡大に向けた、ドイツ・米国で
の展示会出展者を募集します！

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2674

「静岡茶」の輸出拡大に向けた、

ドイツ・米国での展示会出展者を募集します！

１　要旨
　県では静岡茶の輸出拡大を図るため、「海外販路開拓支援事業」を実施しております。今年度、本事業の採択を受けた「静岡茶
の輸出額100億円計画」コンソーシアム（静岡県茶業会議所、株式会社静岡銀行、静岡県経済農業協同組合連合会）が、ドイツと
米国で開催される展示会に出展します。
　このたび、この海外展示会へ出展する茶業関係者の募集が下記のとおり行われますのでお知らせします。

２　募集概要
（１）申込み方法
・コンソーシアム構成員である株式会社静岡銀行のホームページにて事業参加者を募集。
・詳細は下記URLにアクセスし、ご確認の上、お申込みください。
https://www.shizuokabank.co.jp/news/20251010_yIe/251010_NR1.pdf

（２）出展する展示会及び募集概要
 展示会名  BIOFACH（ビオファ）2026  World Tea Expo2026
 開催都市  ドイツ・ニュルンベルク  米国・ラスベガス
 開催期間  2026年２月10日～13日  2026年３月23日～25日
 募集事業者数  ４社程度  15社程度
 事業者の要件 (1)出展商品が有機の静岡茶(緑茶・発

酵茶・抹茶含む)であること
(2)EU基準を満たす有機JAS（加工、小
分けまで）を有していること。
(3)輸出需要に対応可能な供給体制を有
すること

(1)FDA(米国食品医薬品局）に食品関連
施設登録がされた工場で製造された　
静岡茶(緑茶・発酵茶・抹茶を含む)　
であること。
(2)米国食品強化法(FSMA)に準拠した生
産管理体制を保持していること
(3)輸出需要に対応可能な供給体制を有
すること

 １ブース65万円程度  1ブース50万円程度 参加費用

・費用は為替レートにより変動します。
・出展料及びブース装飾に掛かる経費の50%が補助されます。
（上記の出展料は補助を加味した実負担額の目安です）
・旅費、サンプル代、通訳代などは出展者の負担となります。

 募集締切  令和７年10月31日（金）午後５時
 展示会
 ウェブサイト

https://www.biofach.de/en https://www.worldteaexpo.com/

３　問い合わせ先

 出展事業者の募集に
 関すること

 担　当：「静岡茶の輸出額100億円計画コンソーシアム」事務局
　　　　（(株)静岡銀行国際営業総括グループ（平沼、木村、アン）
 メール：kaigaishien@jp.shizugin.com
 電　話：054-345-9192

 海外販路開拓支援事業に関
すること

 担　当：静岡県経済産業部農業局お茶振興課（杉村）
 メール：ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
 電　話：054-221-2684

https://www.shizuokabank.co.jp/news/20251010_yIe/251010_NR1.pdf
https://www.biofach.de/enhttps://www.worldteaexpo.com/
mailto:kaigaishien@jp.shizugin.com
mailto:ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/10

タイトル 【取材依頼】～過去最多128社・団体がふじさん
めっせに集結～「ふじのくにセルロース循環経済
国際展示会」を開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班　鈴木

TEL 054-221-2985

～過去最多128社・団体がふじさんめっせに集結～
「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」を開催

県では、脱炭素社会や循環経済を実現する素材として注目されるＣＮＦ（セルロース
ナノファイバー）等のセルロース素材の社会実装に向け、ふじのくにＣＮＦプロジェクト
を推進しています。
　この度、この取組の一環として、 「 植物素材 」 と 「 循環経済 」 をテーマとした128 の 企業 ・ 団体 が 出展 する 日本最大級 の 国際展示会
 を 開催 します 。

ふじのくにセルロース循環経済国際展示会（詳細は、下記ＵＲＬのとおり）

区分 内　　容

日　時
令和７年10月16日(木)13時00分～16時00分
　　　　　　     17日(金) ９時00分～15時00分

会　場 ふじさんめっせ大展示場（富士市柳島189-8）

内　容

○開会式　10月16日(木)13時00分～13時30分
           平木副知事・小長井富士市長出席予定

○企業・団体ブース（過去最多128社・団体が出展）

○植物素材を活用した陸・海・空のモビリティ展示
　・ コンセプトカーしずおかもくまる［静岡県・静岡大学・トヨタ車体（株）］
　・ マリンジェット［ヤマハ発動機（株）］
　・ ドローン［ソライズパートナーズ（株）］

ほか約10台のモビリティを展示予定

○大阪・関西万博の「セルロースの機能性体験コーナー」を再現展示
　・　（株）シャンソン化粧品のハンドクリーム（塗り心地を体験）
　・　利昌工業（株）のナノセルロースパイプ（固さを体験）　　　ほか

○企業プレゼンテーション（36社・団体が登壇）

○個別商談コーナー

○地元中学生・高校生による会場見学

ＵＲＬ https://fujinokuni-cnf-2025.com/

https://fujinokuni-cnf-2025.com/


提 供 日 2025/10/10

タイトル 【取材依頼】ふじのくにセルロース循環経済国際
展示会に出店するキッチンカーで「廃棄茶殻を活
用した食品トレイ」を実証使用

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班 鈴木

TEL 054-221-2985

【取材依頼】ふじのくにセルロース循環経済国際展示会に出店するキッチンカーで
「廃棄茶殻を活用した食品トレイ」を実証使用します

　

県では、セルロース素材を活用した製品を実店舗で利用し、リサイクル性や経済性を実証する「セルロース循環経済ビジネス実証事業」を実施していま

す。

このたび、10月16日（木）・17日（金）にふじさんめっせで開催する「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」会場内のキッチンカーにて、上記事業

で採択した「廃棄茶殻を活用した食品トレイ」を実証使用します。　

本製品は、食品残渣茶殻と工程内端材プラスチックといった本来捨てられていた原料（ほぼ100%）を用いて製造されており、化石由来プラスチックの使

用量の削減に貢献可能です。

つきましては、下記のとおり同展示会と併せて本取組の取材をお願いします。

　【概要】

日　時
令和７年10月16日（木）13:00～16:00

17日（金） 9:00～15:00
※国際展示会の会期中

場　所 ふじさんめっせ（富士市柳島189-8）
※国際展示会会場内キッチンカーエリア

内　容

「廃棄茶殻を活用した食品トレイ」をキッチンカー利用者に使用していただき、トレ
イに貼付したＱＲコードを用いて使用感等のアンケートを実施します。

使用後のトレイは回収し、粉砕、再成型を行った上で、リサイクル性、経済性、物
性の変化等の評価を行います。

事業実施者

代表機関：株式会社コーチョー(富士市厚原字川窪295)
共同実施機関：東洋レヂン株式会社(富士市比奈1929-2)

静岡大学 グローバル共創科学部 青木研究室
（静岡市駿河区大谷836）

※同実証事業の概要は、別紙補足資料を参照

その他

以下の記載項目の詳細は当該ホームページをご参照ください。
・「ふじのくにセルロース循環経済国際展示会」

https://fujinokuni-cnf-2025.com/

・「静岡県セルロース循環経済ビジネス実証事業」　　
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1063550.html

https://fujinokuni-cnf-2025.com/
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/shuseki/1063550.html


提 供 日 2025/10/10

タイトル マダニに咬まれないように注意しましょう！
（「日本紅斑熱」の患者が確認されました）

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症対策課

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－
マダニに咬まれないように注意しましょう！
～県内で「日本紅斑熱」の患者が３名確認されました

（過去最多の発生数となっています）～

１　要旨
　県内で日本紅斑熱（今年21～23人目）が確認されました。これまでの年間発生数の最大値をすでに超えています。より一層、野外でのマダ
ニ対策を十分に行うようお願いします。
　 また 、 屋外活動後 は 、 マダニに 咬 まれていないか 全身 をよく 確認 し 、 咬 まれた 場合 は 、 数日間 、 体調 の 変化 に 注意 しましょう 。 発熱 ・ 発
 疹 ・ 食欲不振 ・だるさ・ふらつき 等 の 症状 が 見 られたら 早 めに 医療機関 を 受診 し 、 マダニに 咬 まれた 可能性 があることを 医師 に 伝 えてくだ
 さい 。 なお 、 日本紅斑熱 には 有効 な 抗生物質 があり 、 早期受診 がとても 大切 です 。
　医療機関におかれては、農作業や山歩きをされる方が、重症感のある発熱、消化器症状、全身倦怠感等で受診された場合は、SFTSも念頭に
おいて診療をお願いします。確定診断のための血液・尿・咽頭ぬぐい液・皮膚等からの遺伝子検査は、保健所に御依頼ください。

２　患者概要（患者さんまたは御家族が公表を認めた内容を記載しています）

＜日本紅斑熱＞
（１）熱海保健所管内の70歳代女性
　＜経緯＞
　９月20日頃　発熱し、発疹出現
　９月24日　　熱海保健所管内の医療機関を受診し、入院
　　　　　
　症状等からマダニが媒介する感染症の疑い→県環境衛生科学研究所で検査を実施
　（右足のすねをマダニに咬まれた自覚あり、刺し口なし）
　９月26日　日本紅斑熱の診断（病原体遺伝子を発疹部の皮膚から検出）
　
　発症前の期間に草取りをしていたことから、日本紅斑熱の病原体を保有するマダニに咬まれたことにより感染したと推定されます。なお、患者さんはすで
に退院され、快方に向かっています。

（２）年代、性別、経緯等公表を望まない
　10月に東部保健所管内の医療機関で日本紅斑熱の診断
　
（３）中部保健所管内の80歳代男性
　＜経緯＞
　９月23日　発疹出現
　９月26日　発熱・全身脱力感があり、中部保健所管内の医療機関を受診し、入院
　　　　　
　症状等からマダニが媒介する感染症の疑い→県環境衛生科学研究所で検査を実施
　（マダニに咬まれた自覚なし、刺し口なし）
　10月２日　日本紅斑熱の診断（病原体遺伝子を痂皮から検出）
　
　発症前の期間に草取りをしていたことから、日本紅斑熱の病原体を保有するマダニに咬まれたことにより感染したと推定されます。なお、患者さんは現在
も入院中ですが、快方に向かっています。



３　マダニが媒介する主な感染症
（１）　日本紅斑熱

日本紅斑熱リケッチアという病原体を保有する マダニに 咬 まれることで 感染 し 、 人 から 人 へ 感染 して 広 がるものではありません 。
マダニに咬まれてから、２日から８日の潜伏期間の後、高熱、発疹が現れ、重症化した場合には、死に至ることもあります。
 県内 では 、 令和 ２ 年以降 、 年間 ５ 〜23 人 、 合計65 人 （ 本年 は 今回 の 報告 を 含 めて23 人 ） の 感染 が 確認 されており 、65 人 のうち 届出日時
 点 での 死亡者 が ３ 人報告 されています 。

 ＜ 日本紅斑熱 の 最近 の 患者数 （ 人 ）＞　　令和７年は現時点の暫定値　（）死亡事例再掲
年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

全国 421 487 460 501 523 506 
静岡県 8 8(1) 5 7(1) 14 23(1) 

（２）　重症熱性血小板減少症候群(SFTS)
感染経路は、SFTS ウイルスを 保有 するマダニに 咬 まれることが 中心 ですが 、 血液等 の 患者体液 との 接触 や 、 マダニに 咬 まれSFTS ウイル
 スに 感染 している 犬 や 猫 の 体液 から 感染 することも 報告 されています 。
マダニに咬まれてから、６日から14日の潜伏期間の後、発熱、消化器症状などが現れ、重症化した場合には死に至ることもあります。
 県内 では 令和 ３ 年 に 初 めて 確認 されて 以降 、 年間 ３ 〜 ８ 人 、 合計26 人 （ 本年 は ８ 人 ） の 感染 が 確認 されており 、26 人 のうち 、 届出日時
 点 での 死亡者 が ３ 人報告 されています 。

 ＜SFTS の 最近 の 患者数 （ 人 ）＞　　　令和７年は現時点の暫定値　（）死亡事例再掲
年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

全国 78 110 118 134 122 169 
静岡県 0 4 6 3 5 8(3) 



６　県内の重症熱性血小板減少症候群(SFTS)の患者数（令和７年は暫定値）
（表中の※は届出日時点で亡くなっていた方）

年次 全国 静岡県（）内は死亡
患者数再掲

患者
性別・年代・住所地・発生月

令和３年
（2021年）

110 ４

男・60歳代・中部地域・３月
男・高齢・浜松市・５月
女・60歳代・静岡市駿河区・６月
男・高齢・西部地域・10月

令和４年
（2022年）

118 ６

女・高齢・県内・３月
男・80歳代・焼津市・４月
男・高齢・浜松市北区・６月
女・高齢・周智郡森町・６月
男・高齢・西部保健所管内・７月
女・高齢・東部保健所管内・８月

令和５年
（2023年）

134 ３
男・高齢・浜松市天竜区・４月
女・80歳代・浜松市天竜区・６月
男・80歳代・熱海保健所管内・７月

令和６年
（2024年） 122 ５

女・70歳代・浜松市浜名区・５月
男・70歳代・東部保健所管内・５月
女・80歳代・中部保健所管内・７月
女・80歳代・賀茂保健所管内・10月
女・30歳代・賀茂保健所管内・11月

令和7年
（2025年）

169 8(3)

女・60歳代・静岡市駿河区・6月※
男・60歳代・浜松市天竜区・6月
女・80歳代・静岡市葵区・6月
男・80歳代・賀茂保健所管内・7月※
男・80歳代・東部保健所管内・7月
非公表・県内・７月
男・90歳代・賀茂保健所管内・9月※
女・80歳代・賀茂保健所管内・9月



５　県内の日本紅斑熱の患者数（令和７年は暫定値）
（表中の※は届出日時点で亡くなっていた方）

年次 全国
静岡県

（）内は死亡
患者数再掲

患者
発生月・性別・年代・住所地

平成12年（2000年） 38 1 9月…男・60歳代・沼津市
平成25年（2013年） 175 1 7月…女・60歳代・伊豆の国市

6月…女・70歳代・伊豆の国市※平成27年（2015年） 215 ２(１)
8月…男・60歳代・沼津市
5月…女・70歳代・沼津市※平成28年（2016年） 277 ２(１)
11月…男・70歳代・伊東市
6月…女・80歳代・熱海市
9月…男・50歳代・伊豆の国市、女・70歳代・沼津市※
        男・70歳代・沼津市、女・80歳代・沼津市※

平成29年（2017年） 337 ６(２)

10月…女・70歳代・沼津市
3月…男・50歳代・三島市
8月…男・70歳代・伊東市平成30年（2018年） 305 3
10月…女・70歳代・伊東市
5月…男・70歳代・神奈川県湯河原町、女・70歳代・熱海市
6月…女・50歳代・県西部地区
7月…女・70歳代・伊豆の国市※、女・70歳代・熱海市
9月…女・40歳代・掛川市
10月…男・60歳代・熱海市、女・70歳代・駿東郡清水町
          男・20歳代・伊東市

令和元年（2019年） 318 10（１）

11月…女・70歳代・浜松市
5月…女・70歳代・熱海市、男・50歳代・熱海市
7月…女・90歳代・熱海市、女・90歳代・南伊豆町
8月…男・70歳代・県外
9月…男・70歳代・熱海市

令和２年（2020年） 421 8

10月…女・70歳代・湖西市、女・80歳代・熱海市
5月…女・70歳代・県外
6月…男・10歳代・沼津市
7月…女・80歳代・伊東市※
8月…女・30歳代・県外、男・70歳代・県外
9月…男・60歳代・牧之原市

令和３年（2021年） 487 ８（１）

10月…男・40歳代・県外、男・70歳代・伊東市
6月…男・20歳代・賀茂保健所管内、女・70歳代・熱海保健所管内
8月…男・80歳代・熱海保健所管内、女・70歳代・熱海保健所管内令和4年（2022年） 460 5
9月…女・70歳代・熱海市
6月…女・70歳代・静岡市、女・70歳代・静岡市
7月…男・60歳代・熱海保健所管内、男・30歳代・中部保健所管内
        男・50歳代・西部保健所管内

令和5年（2023年） 501 ７（１）

10月…女・70歳代・西部保健所管内、女・70歳代・熱海保健所管内※
4月…女・60歳代・中部保健所管内、女・50歳代・中部保健所管内
5月…非公表・80歳代・熱海保健所管内、男・70歳代・熱海保健所管内
7月…非公表・県外、女・60歳代・熱海保健所管内
9月…男・40歳代・県外、男・70歳代・東部保健所管内
        男・60歳代・熱海保健所管内、男・70歳代・熱海保健所管内
10月…男・80歳代・賀茂保健所管内、非公表・高齢でない成人・浜松市

令和6年（2024年） 523 14

          女・80歳代・熱海保健所管内、男・80歳代・賀茂保健所管内
4月…女・80歳代・熱海保健所管内、女・50歳代・熱海保健所管内
        女・80歳代・熱海保健所管内
5月…女・80歳代・中部保健所管内、男・80歳代・中部保健所管内
        女・80歳代・中部保健所管内※
6月…女・60歳代・熱海保健所管内、男・60歳代・東部保健所管内
        男・70歳代・熱海保健所管内、女・50歳代・東部保健所管内
        男・20歳代・中部保健所管内、女・70歳代・熱海保健所管内
        女・70歳代・熱海保健所管内
7月…女・70歳代・浜松市、女・70歳代・東部保健所管内
        女・70歳代・神奈川県内、男・80歳代・東部保健所管内
8月…女・非公表

令和7年（2025年） 506 23(1)

9月…女・50歳代・静岡市、女・80歳代・神奈川県内
        女・70歳代・熱海保健所管内
10月…非公表、男・80歳代・中部保健所管内

　 　 　 　
参考：全国では1999年４月～2019年12月に報告された3,108人中44人（１．４％）が届出時点で亡くなっているという報
告があります。



４　県民の皆様へ
( １) マダニに 咬 まれないようにしましょう ！

特にマダニの活動が盛んな、 春 から 秋にかけて注意が必要です。
野山や草むら、畑などに入る場合は、耳を覆う帽子、首に巻くタオル、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し、 肌 の 露出 を 少 なく
してください。ズボンの裾や、シャツの裾・袖口等から服の中に侵入することもあります。
マダニ用に市販されている忌避剤はありますが、マダニの付着を完全に防ぐことはできませんので、他の防護手段と組み合わせて対策を
取りましょう。

( ２) 屋外活動後 は 、 マダニに 咬 まれていないか 確認 しましょう ！
マダニに咬まれた場合は、数日間、体調の変化に注意しましょう。
入浴時等、全身にマダニの付着がないか確認しましょう。付着していた場合は、無理に取らずに、医療機関を受診しましょう。
発熱・発疹の症状が見られたら、 早 めに 医療機関 を 受診し、マダニに咬まれた可能性があることを医師に伝えましょう。

( ３) ペットに 付着 して 、 マダニが 家 の 中 に 入 ってくることもあります ！
飼育している犬や猫にもダニ駆除剤を使用しましょう。
飼育している動物の健康状態の変化に注意し、動物が体調不良の際には、咬まれたりなめられたりしないようにして、動物病院を受診し
て下さい。

( ４) 動物 との 接触 にも 注意 しましょう ！
外で生活している動物にマダニが付着していることもあります。
外で生活している動物はどのような病原体を保有しているか分かりません。体液等を介して、SFTS等の感染症に感染する可能性がありま
すので、接触は避けてください。また、動物の死体等に接触することも控えましょう。
動物に触ったら必ず手を洗いましょう。



提 供 日 2025/10/10

タイトル 令和７年度感染症媒介蚊定点モニタリングの結果
について（９月分）

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

１　要旨
　平成26年にデング熱が一部の地域で流行したことから、本県では平成27年から、 蚊 の
 生息状況 やウイルス 保有 の 定期調査 を 実施しています。
　デング熱及びジカウイルス感染症は、感染者を刺した媒介蚊（日本国内ではヒトス
ジシマカのメスのみ）が、別の人を刺すことで感染が広がります。
　令和７年度も、６月～10月の間、県内４地点（賀茂・東部・中部・西部の各地区１
地点）で、感染症媒介蚊の定点モニタリングを行い、ヒトスジシマカの増減及びウイ
ルス保有状況の確認を、月１回実施します。 ヒトスジシマカのメス

(県環境衛生科学研究所撮影)
　令和７年９月に実施した、各地点における第４回調査結果については、２（２）のとおりであり、 デングウイルス 及 びジカウイ
 ルスとも 、 全 て 「 陰性 」でしたので、お知らせします。

２　調査について
（１）調査方法

公園全体を３区画に分け、各区画内の３地点、計９地点で８分間ずつ、網で捕獲。（１か所に１人が立ち、寄ってきた蚊を網
で捕獲）
ヒトスジシマカのメスの数を数える。
ヒトスジシマカのメスに対し、デングウイルス、ジカウイルスの遺伝子の検出検査を県環境衛生科学研究所で実施。

（２）調査結果
（単位：匹）

６月 ７月 ８月 ９月 累計
蚊の数 蚊の数 蚊の数 蚊の数 蚊の数

メス メス メス メス メス
地　点

陽性 陽性 陽性 陽性 陽性
笹原公園

（賀茂郡河津町） 10 8 0 5 4 0 0  0 0 0 0 0 15 12 0

愛鷹広域公園
（沼津市） 16 5 0 9 6 0 12  7 0 8 5 0 45 23 0

吉田公園
（榛原郡吉田町） 10 6 0 29 21 0 1  1 0 11 10 0 51 38 0

小笠山総合運動公園
（袋井市） 11 4 0 1 1 0 0  0 0 6 3 0 18 8 0

合　計 47 23 0 44 32 0 13  8 0 25 18 0 129 81 0

３　今後の結果公表
　10月も実施し、結果が判明次第、公表します。
（10月まで月１回、計５回予定）



提 供 日 2025/10/10

タイトル 災害時を想定した保健医療福祉調整会議訓練の実
施

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2363

災害時を想定した保健医療福祉調整会議訓練を実施します！

１　要旨
　災害対応が長期化した場合における受援を前提とした取組の一環として、南海トラフ巨大地震発災後２～３週間経過後を想定し
た保健医療福祉調整会議訓練を実施します。

２　日時
　令和７年10月15日（水）午前９時30分から正午まで（予定）

３　参加機関
　県健康福祉部（県庁・東部健康福祉センター）、災害時に保健医療福祉活動チームとして活動する13機関、沼津市

４　想定等
　令和７年９月30日午前８時、駿河トラフから南海トラフを震源域とする大規模地震が突然発生し、県内各地で震度６弱以上の揺
れとなり、県下の沿岸に津波が襲来するなど、県下全域に大きな被害が発生。
　発災15日後を想定し、保健医療福祉調整会議を模擬開催し、健康福祉部各班、東部健康福祉班及び各保健医療福祉活動チームの
活動状況等を報告等する。

５　主な内容
（１）開催主旨説明
（２）保健医療福祉調整本部について
（３）内容説明（想定等）
（４）保健医療福祉調整会議開催

時刻 内容 対応者
　１総括
　２　保健・衛生
　３　医療
　４　福祉

・県庁健康福祉部各班
・保健医療福祉活動チーム等

　１～４の振返り・意見交換 ・参加者全員
　５　東部健康福祉班報告 ・東部健康福祉班

・保健医療福祉活動チーム等

9:42～11:50
活動報告

　５の振返り・意見交換 ・参加者全員
　感想 　東部健康福祉センター所長11:50～
　講評 　健康福祉部長

６　実施場所
（１）県庁西館４階第一会議室（静岡市葵区追手町９-６）
（２）東部総合庁舎３階東部方面本部室（沼津市高島本町１－３）



提 供 日 2025/10/10

タイトル 御殿場市及び静岡県さくらの会合同記念植樹を実
施します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2849

「御殿場市制70周年記念及び静岡県さくらの会60周年記念
合同植樹」を実施します！

　昭和41年３月28日に設立した静岡県さくらの会が令和７年度に60周年を迎えるにあたり、後世に同会の精神や活動を残していくことを目的
に、市制70周年を迎える御殿場市と桜の合同記念植樹を10月18日（土）に開催される御殿場市緑化フェアのなかで、下記のとおり開催しま
す。

記

１　合同植樹実施日
　(1) 日　　　時　令和７年10月18日（土）　午前10時00分から11時00分まで

　(2) 会　　　場　御殿場市秩父宮記念公園（御殿場市東田中1507－７）

　(3) 植樹対応者

御殿場市長　　勝又　正美（かつまた　まさみ）　

静岡県副知事　塚本　秀綱（つかもと　ひでつな）　

　(4) 次　　　第

ア　御殿場市第37回緑化フェア開会式

イ　緑化功労者・花壇コンクール表彰式

ウ　御殿場市制70周年記念及び静岡県さくらの会60周年記念合同植樹

２　その他
　・雨天の場合は、屋内「売店休憩所」にて実施予定
　・多目的室にて、「静岡県さくら写真コンクール入賞作品展」（同会主催）も

実施中（10月10日（金）から10月24日（金）まで）

※　静岡県さくらの会
　　国花である桜を愛護する精神を広く県民に普及させ、その保護育成を図り、静岡県の観光と美化の推進に努めることを目的として、
　　桜の開花情報の提供や、桜の保護技術の普及活動などを行っています。（会長：静岡県知事）



提 供 日 2025/10/10

タイトル 【延期】親子で学ぶ富士川の水源としての森の働
き
「森・里・川・海のつながり学習会（森の回）」
を開催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3597

～親子で学ぶ富士川の水源としての森の働き～
「森・里・川・海のつながり学習会～富士川編～」を開催します

【第１回　森のフィールド】

※台風の接近に伴い大雨が予想されるため、延期します。（10月10日　14：００時点）

県は、駿河湾の生態系保全等に向けた実践活動を促進するため、小学生親子を対象に、「森」「里」「川」「海」の各フィールドと海の生物との関係を実験や観察を通じて
体感し、

その保全の大切さを考えるきっかけを提供する学習会を開催します。
この度、本年度第１回目となる「森」のフィールドでは、富士川の水源となる森のガイドウォーク等を通じて、森が川や海の環境に与える影響を考えます。

１　日時　 令和 ７ 年10 月13 日 （ 月 ・ 祝 ） 午後 １ 時 ～ ４ 時 　【荒天の場合は10月19日（日）に延期】
　　　　　※荒天が予想され事前に延期する場合は、10月10日（金）報道提供でお知らせします。
　　　　　　令和７年10月19日（日）午後１時～４時に延期

２　会場
　　　集合場所　特定非営利活動法人ホールアース自然学校本部（富士宮市下柚野165）

３　参加者
　　　富士川流域の小学校４～６年生とその保護者（定員20名）
　　　※募集は、富士川流域の小学校にチラシを配布して行いました。

４　学習会「森のフィールド」の主な内容
　　　・研究者による研究紹介
　　　・水源の森ガイドウォーク、パックテスト（水質の簡易測定器）実験

・プランターを用いた森林機能を可視化する実験
・林業作業見学、軽作業体験

５　その他
　　・取材いただける場合は、当日、直接会場へお越し下さい。
　　・本学習会は、「森」「里」「川」「海」各フィールドで１回づつ（計４回）開催します。開催概要は、添付のチラシにてご確認ください。

・昨年度、大井川流域で開催した学習会では、参加者アンケートの結果、９割以上の方から「とても満足」又は「満足」との回答をいただきました。

【お問合せ先等】
　　・主催：県くらし・環境部環境局環境政策課　054-221-3597　
　　・運営：特定ＮＰＯ法人ホールアース自然学校（業務委託先）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果等の公表



提 供 日 2025/10/10

タイトル 牧之原市における応急住宅の確保状況（10月９日
時点）

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班・宅地建物班

TEL 054-221-3080

牧之原市における応急住宅の確保状況（10月９日時点）について
報告します。

１　牧之原市の被災状況（牧之原市からの報告）

戸数 （うち榛原地区）

半壊以上 ２３９ ２３９

２　牧之原市内における応急住宅の確保状況

戸数 （うち榛原地区）

県営住宅（※１） ３７ ３７

市営住宅 １０ ３

民間賃貸住宅（※２） １７３ ７１

建設型（※３） （調整中） （調整中）

計 ２２０ １ １ １

※１　今後、整備予定分を含む。
※２　今後、戸数増加見込み。
※３　トレーラーハウス等を含む。

３　牧之原市内の被災者の申込状況

住宅の所在地
受付数

市内 市外

県営住宅 ８ ３ ５

市営住宅 ０ ０ ０

民間賃貸住宅 １７ １２ ５

計 ２５ １５ １０

４　問い合わせ先
　　くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課
　　電話番号：054-221-3080

参加者募集告知　　・　　催事等の当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　○調査結果等の公表



提 供 日 2025/10/10

タイトル 10月14日（火）「子ども見守り強化の日」県内の
各地域において見守り活動を実施します！
～磐田市において県が推奨するモデル事業を実
施～

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3714

10月14日（火）「子ども見守り強化の日」

県内の各地域において見守り活動を実施します！

～磐田市において県が推奨するモデル活動を実施～

県では、子どもの安全を確保するとともに、県民全体の意識の高揚と普段の買い物や事業活動等を
通じた見守り活動の活性化を図るため、毎年６月11日と10月11日を「子ども見守り強化の日」と定めて
います。（今回は10月11日から連休で休校日となるため、10月14日の開校日が実施日となります。）
10月14日の「子ども見守り強化の日」には、県内の各地域において、登下校時刻等に合わせた子ども
見守り活動が行われるところ、次のとおり、県が推奨するモデル活動を磐田市にて、関係機関や防犯
ボランティア団体等と連携して実施します。

１　日　時
　　令和７年10月14日（火）午後２時15分から（おおむね80分程度）

２　場　所
　　磐田市立磐田中部小学校（所在地：磐田市中泉1203番地の２）

３　内　容
下校する児童への見守り活動及び白バイ・青色防犯パトロール車などによる通学

路の警戒活動を実施します。

４　実施者（予定）
(1) 防犯ボランティア団体等

磐田警察署管内地域安全協議会、磐田警察署管内防犯協会
(2) 磐田市自治デザイン課
(3) 磐田警察署
(4) 県くらし・環境部くらし交通安全課
(5) マスコットキャラクター

磐田市　しっぺい
静岡県　ふじっぴー　　　　　　　　　計　２５人程度

５　注意事項等
(1) 小雨実施

荒天の場合は、当日正午までに活動中止の御連絡をさせていただきます。

(2) 取材を希望される場合は、次の問合せ先に当日午前10時までにご連絡ください。
また、現地での取材については、午後２時から活動等の説明を行いますので、

それまでにお越しください。

【問合せ先】　054-221-3714（くらし・環境部県民生活局くらし交通安全課）　



提 供 日 2025/10/10

タイトル 令和７年度防火ポスターコンクール入賞作品を展
示します

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2074

～令和７年度防火ポスターコンクール入賞作品を展示します～

　県民に対する火災予防思想の普及と防火意識の高揚を目的として、幼年・少年消防クラブ員等を対象に令和７年度防火ポスター
コンクール（主催：静岡県幼少年女性防火委員会）を実施し、入賞作品が決定しましたので、静岡県教育会館において、入賞作品
を展示します。

１ 入賞作品の展示
　(1)場所
　　静岡県教育会館　展示ギャラリー　（静岡市葵区駿府町1-12）

　(2)展示期間
　　令和７年10月10日（金）から10月18日（土）まで
　　※13日（月）休館
　
　(3)ギャラリーオープン時間
　　平日：８時30分～20時00分
　　土日：８時30分～17時00分
　　※10月18日（最終日）は15時まで

２ 入賞作品数
　(1)少年の部（応募総数 440点）
　　金賞　　　　　１作品
　　銀賞　　　　　３作品
　　銅賞　　　　　５作品
　　住警器特別賞　３作品
　　佳作　　　　　12作品

　(2)幼年の部（応募総数 2,147点）
　　金賞　　　　　１作品
　　銀賞　　　　　２作品
　　銅賞　　　　　３作品
　　佳作　　　　　８作品

３ その他
　・展示ギャラリーを取材される場合は、事前に事務局まで御連絡ください。
　・受賞者の表彰は、11月29日に令和７年度「静岡県防火のつどい」で行います。
　　静岡県「防火のつどい」は別途記者提供します。
　・少年の部金賞の作品は、「県防火ポスター」として消防等関係機関に配布し、
　　秋季及び春季の火災予防運動に活用します。

４ 問合せ
　静岡県幼少年女性防火委員会事務局（消防保安課内）
　054－221－2074



提 供 日 2025/10/10

タイトル 第177回ふじのくに防災学講座を開催します。

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

　　　　　　　　　　　第177回ふじのくに防災学講座

　 　　防災気象情報の課題と活用及び今後の改善

　静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。第177回の講座は下記のとおりです。多
くの方の聴講をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時
　 令和７年10月18日（土）午前10時30分から正午まで

２　場　所
 　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５-９-１）

３　 テーマ
　 防災気象情報の課題と活用及び今後の改善

４　講　師
 　名古屋地方気象台　土砂災害気象官　　向井 利明 氏

５　講演概要　　
　気象庁は、技術の進展や社会のニーズを背景に、防災気象情報の新規提供や改善を行っています。本講座では、近年の気象災害と防災気象情報の
変遷、防災気象情報の精度と課題、気象庁ホームページで提供される防災気象情報の効果的な活用方法などについてお話しします。また、気象庁と国
土交通省水管理・国土保全局が令和8年に予定している防災気象情報の体系整理についてもその概要をご紹介します。

６　その他
　・対　 象　   どなたでも
　・受講料　   無料
　・開催方法  会場受講およびZoom配信

7　問合せ先
　　静岡県地震防災センター
　　　電話：０５４-２５１-７１００
　　　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp
　　
　　　詳細は静岡県地震防災センターＨＰをご覧ください。
　　　ＨＰはこちら↓
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1047449/1077496.html

(過去の開催の様子)

　　

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp


提 供 日 2025/10/10

タイトル 令和７年度12月補正予算編成要領

担　　当 財務部 財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2385

１　要旨

　本日、財務部長から、各部局長、教育部長、警察本部長、企業局長、がんセンター局長に対して、令和７年度12月補正予算の編
成要領を通知した。

２　本文

　令和７年度12月補正予算編成要領（通知）

　下記の経費について、補正予算で対応することとしたので、予算調整案を提出するよう通知する。

　　＜補正予算案の提出項目＞

　　　　当初予算編成後の事情変化により必要となった経費



提 供 日 2025/10/10

タイトル 【当日取材希望】沼津信用金庫と遺贈協定を締結
します！

担　　当 財務部 総務課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2045

１　概要
　県では、遺言によって遺産の一部又は全額を自治体等へ寄附する遺贈希望者へのサポート体制を強化するため、沼津信用金庫と
遺贈に関する協定を締結します。
　県としての協定締結は、静岡銀行、スルガ銀行、清水銀行に次いで、４例目、信用金庫では初となります。

２　協定締結式
　(1)日時
　 　令和７年10月15日（水）午後２時30分から午後２時40分まで

　(2)会場
 　　静岡県庁東館２階　県民サービスセンター　しずおか情報ステージ

　(3)出席者
 　　静岡県財務部長　  　　　山田　勝彦
 　　沼津信用金庫　常務理事　小野　貢　氏

３　問い合わせ先
　　静岡県財務部総務課総務班
　　電話：054－221－2045



提 供 日 2025/10/14

タイトル 令和７年９月台風第15号災害に係る応急仮設住宅
等入居者への生活家電貸出しの受付開始

担　　当 健康福祉部企画政策課、くらし・環境部住まいづ

くり課、経済産業部総務課 

連 絡 先

TEL 054-221-2302､054-221-3399､054-221-2602

１　概要
　令和７年９月台風第15号災害により住宅に被害を受け、応急仮設住宅等に入居する方に、エアコンなどの生活に必要な家電の貸
出しを開始します。

２　対象者
　令和７年９月台風第15号災害により住家に被害を受け、災害救助法に基づき県が設置する応急仮設住宅又は県営住宅（以下「応
急仮設住宅等」という。）に入居し、貸し出しを希望する方

３　貸出物品
　以下の４品目とし、１世帯当たり各家電１点ずつまでとします。
　エアコンは、応急仮設住宅等の附属設備として１台も設置されていない場合に限ります。
　・エアコン
　・冷蔵庫
　・洗濯機
　・テレビ

４　受付開始日、申込方法等
　(1)受付開始日
　　令和７年10月15日（水）

　(2)申込方法
　　応急仮設住宅又は県営住宅の入居手続きをする市町又は県土木事務所へお申し込みください。
　　○応急仮設住宅　市町へ申込み

市町 担当課 電話番号
牧之原市 都市住宅課 ０５４８－５３－２６３３
吉田町 都市環境課 ０５４８－３３－２１６１
焼津市 地域包括ケア推進課 ０５４－６２５－７０２０

　　○県営住宅　県土木事務所へ申込み
県土木事務所 担当課 電話番号

島田土木事務所 建築住宅課 ０５４７－３７－５２７３
袋井土木事務所 建築住宅課 ０５３８－４２－３２９４

【参考URL】
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1041026/1077804.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1041026/1077804.html


提 供 日 2025/10/14

タイトル 清水特別支援学校が清水南高等学校と音楽交流を
行います！

担　　当 教育委員会 清水特別支援学校

連 絡 先 教頭　田代　美紀、高等部１年学年主任　櫻井　

雅巳

TEL 054-368-6800

清水特別支援学校が清水南高等学校と音楽交流を行います！
～歌とリズムでつむぎ、育むつながり～

　県教育委員会が進めている共生共育の実現に向け、清水特別支援学校高等部生徒と清水南高等学校生徒との共同学習を行いま
す。
　合唱やボディパーカッションを通して、共に学び、交流します。

１　日　時
　　令和７年10月17日（金）13時10分から14時10分

２　会　場
　　静岡県立清水特別支援学校　会議室（静岡市清水区八坂東１－16－１）

３　内  容
　・清水特別支援学校による合唱の発表
　・清水南高等学校によるミニコンサート
　・両校合同で合唱、ボディパーカッション

４　参加者
　・清水特別支援学校　１年生生徒31人、教員10人
　・清水南高等学校　生徒６人、教員１人
　　
５　問合せ先
　　静岡県立清水特別支援学校 
　　担　当：教頭　田代　美紀、高等部１年学年主任　櫻井　雅巳
　　電　話：054-368-6800
　　メール：shimizu-sh@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会

mailto:shimizu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/10/14

タイトル 沼津聴覚特別支援学校で「デフリンピック壮行
会」及び「先輩の話を聞く会」を開催します！

担　　当 教育委員会 沼津聴覚特別支援学校

連 絡 先 副校長　山下　智美

TEL 055-921-3398

沼津聴覚特別支援学校で
「デフリンピック壮行会」及び「先輩の話を聞く会」を開催します！

～デフリンピックに出場する先輩を応援しよう・話を聞こう～

　11月に開催される「東京2025デフリンピック」に、本校卒業生の安本真紀子選手（陸上、マラソン）、池田伊吹選手（水泳）、
髙橋遥佳選手（サッカー）が出場します。そのうち安本選手と池田選手をお招きし、幼稚部から高等部までの幼児児童生徒全員で
エールを送る、壮行会を開催します。選手に直接エールを送ることで、デフリンピックを自分の身近なものと感じ、より興味や関
心を深めていけることを期待します。
　また、壮行会終了後は、中学部、高等部、希望とする保護者を対象に「先輩の話を聞く会」を開催します。卒業後の仕事や生活
等、進路を考える上でのアドバイスを伺います。安本選手、池田選手が所属する会社の方からも話を伺う予定です。これからの生
活や進路の決定等に役立てていきたいです。

１　日　時
　　令和７年10月21日（火）12時30分から14時30分

２　会　場
　　沼津聴覚特別支援学校（沼津市泉町４番１号）

３　内  容
　　12:30　選手到着
　　13:00　デフリンピック壮行会（体育館）
　　　　　 出場選手紹介・出場競技紹介・決意表明・エール
　　13:30　先輩の話を聞く会（視聴覚室）
　　　　　 先輩の話・会社の方の話・質疑応答・お礼の言葉
　　14:30　終了

４　参加者
　　壮行会：全校幼児児童生徒24人、幼稚部保護者等
　　先輩の話を聞く会：中・高等部生徒９人、希望する保護者

５　その他
　　同日午前に、デフリンピック全国キャラバン活動大会ＰＲカーが訪問します。
　　別途、記者提供します
　　
６　問合せ先
　　沼津聴覚特別支援学校 
　　副校長　山下　智美
　　電話番号 055-921-3398　ＦＡＸ 055-923-5327
　　学校メール　numazu-sd@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会

mailto:numazu-sd@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/10/14

タイトル 沼津聴覚特別支援学校にデフリンピック全国キャ
ラバン活動大会ＰＲカーが訪問します！

担　　当 教育委員会 沼津聴覚特別支援学校

連 絡 先 副校長　山下　智美

TEL 055-921-3398

沼津聴覚特別支援学校に
デフリンピック全国キャラバン活動大会ＰＲカーが訪問します！

～みんなでデフリンピックを応援しよう～

　11月に「東京2025デフリンピック」が開催されます。６月に北と南から２台のラッピングカーが出発し、日本全国でキャラバン
活動を実施しながら大会開催都市の東京都をめざしています。この大会ＰＲカーが本校を訪問します。
　現在本校では、デフリンピックに向け、掲示物の作成やクイズに挑戦、スタンプラリーなど、デフリンピックへの興味や関心を
深め、本番を楽しみに迎えられるよう取り組んでいます。大会ＰＲカーの訪問が、こどもたちのデフリンピックを応援する気持ち
をより一層高める良い機会となることを期待しています。
　デフリンピックとは、国際的な「きこえない・きこえにくい人のためのオリンピック」です。

１　日　時
　　令和７年10月21日（火）10時35分から11時10分

２　会　場
　　沼津聴覚特別支援学校　玄関前（沼津市泉町４番１号）

３　内  容
　　ＰＲカー展示・記念撮影

４　参加者
　　全校幼児児童生徒24人、地域の皆様

５　その他
　　同日午後に、本校卒業生のデフリンピック選手の「壮行会」及び「先輩の話を
　聞く会」を開催します。別途、記者提供します
　　
６　問合せ先
　　沼津聴覚特別支援学校 
　　副校長　山下　智美
　　電話番号 055-921-3398　ＦＡＸ 055-923-5327
　　学校メール　numazu-sd@edu.pref.shizuoka.jp

静　岡　県　教　育　委　員　会

mailto:numazu-sd@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/10/14

タイトル 静岡農業高校の生徒が制作した「三保バーガー」
を販売します！

担　　当 教育委員会 静岡農業高等学校

連 絡 先 教諭　望月　俊哉

TEL 054-261-0111

静岡農業高校の生徒が制作した「三保バーガー」を販売します！
～「三保サーモン」を活用した観光需要の活性化～

　静岡農業高校食品系３年生の「三保サーモンを使用して三保の活性化」を研究する班が制作した「三保バーガー」を販売しま
す！
三保の地下水で養殖された「三保サーモン」を使用した「三保バーガー」の開発を、株式会社ふかくらおよび株式会社Otonoと連
携して進めてきました。昨年度に開始した取組を継続し、本年度も新商品を展開することで、三保の松原や静岡市の特産品化を図
り、停滞する観光需要の活性化につなげたいと考えています。

１　日　時
　　令和７年10月18日（土）11:00～13:00　※完売次第終了

２　会　場
　　コラボレーションスペース Otonoma
　　（静岡市清水区三保1303－１）

３　内  容
　　「三保サーモン」を使用した「三保バーガー」の販売

４　参加者
　　生徒　５人、教職員
　　株式会社Otono、株式会社ふかくら
　　
５　問合せ先
　　静岡県立静岡農業高等学校 
　　担　　当　教諭　望月　俊哉
　　電話番号　054-261-0111

静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2025/10/14

タイトル 湖西市山口地区の景観を、地域の方々と一緒に磨
き上げます！

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-3702

湖西市山口地区の景観を、
地域の方々と一緒に磨き上げます！

浜名湖広域景観推進会議（県・浜松市・湖西市）では、浜名湖周辺の美しい自然景観を守り、より美しく創造することを目指し、
地域の方々とともに良好な景観形成に取り組んでいます。

・湖西市山口地区では、美しい田園風景が今も残されています。
・こうした景観を守り、さらに引き立つよう、周辺にある防護柵の色を周囲の景観と調和した色（ダークブラウン）に塗替えま
す。
・地域の方々と共に取り組み、浜名湖地域周辺の更なる魅力の発信につなげていきます。

 １ 　 日 　 時
　
　　令和７年10月19日（日）　※雨天順延（予備日　10/26（日））

 ２ 　 場 　 所　

　　湖西市山口地区

 ３ 　 参加者　

　　地元住民（山口自治会）、地元団体、行政関係（約50名）

 ４ 　 内 　 容　

　　・景観形成の啓発に係る講演
　　　講師：吉田愼悟氏（静岡県景観形成推進アドバイザー、環境色彩計画専門）
　　・防護柵等の塗装（景観と調和した色への塗替え）　

＜取材に関して＞
　取材いただける場合は、当日の連絡先や駐車場の案内のため、10月17日（金）までに景観まちづくり課【連絡先:054‐221‐
3702】へ御連絡ください。



提 供 日 2025/10/14

タイトル 福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシステム機能
回復検討委員会（第2回）の開催

担　　当 交通基盤部 港湾局漁港整備課

連 絡 先 漁港整備班

TEL 054-221-2611

福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシステム機能回復検討委員会（第２回）の開催

　福田漁港では、港口の埋没防止対策と浅羽海岸の侵食対策のためサンドバイパス事業を実施しています。
　近年、輸送土量が減少していることから、原因を分析し、機能回復対策をとりまとめるため、海岸工学及び機械設備の有識者に
よる検討委員会を設置し、第２回委員会を開催します。

１　日　　時
　　令和７年１０月１７日（金）　午後２時から午後４時（予定）

２　場　　所
　　静岡県男女共同参画センターあざれあ２階大会議室
　　（静岡市駿河区馬淵１丁目１７番１号）
　　
３　議　　事
　　（１）現状分析結果
　　（２）機能回復対策の方向性

４　委　　員
　　（順不同、敬称略）
区分 所属・職名 氏名
委員長 高知工科大学 システム工学群 教授 佐藤　愼司
委　員 国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部海岸研究室長 柴田　亮
　〃 東京大学 工学系研究科社会基盤学専攻 教授 田島　芳満
　〃 港湾空港技術研究所 特別研究主幹 藤田　勇
　〃 早稲田大学理工学術院基幹理工学部機械科学・航空宇宙学科 教授 宮川　和芳
　〃 （一社）日本作業船協会　顧問 矢野　州芳

５　傍　　聴
　・本委員会は公開で行います。
　・傍聴を希望される方は、当日会場にて午後１時30分から受け付けます。
　・定員は10人（先着順）です。
　・受付後は、事務局の指示により着席してください。
　・会場に駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

６　問合せ先
　　静岡県交通基盤部港湾局漁港整備課　電話：054-221-2611
　　静岡県袋井土木事務所企画検査課　　電話：0538-42-3216

※第１回委員会では、近年のサンドバイパスシステムの運転状況から浚渫量に影響する要因の分析を行いました。その結果、土砂
移動量減少の原因は大別すると、1.支障物、2.海底地形、3.設備であり、主に土砂を吸引するポンプ周辺に堆積した流木が支障物
となりポンプによる土砂吸引を阻害していることが委員の共通認識として確認されました。



提 供 日 2025/10/14

タイトル 建設業者に対する監督処分

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班　望月

TEL 054-221-3058

建設業者に対して監督処分を行いました。

１　処分を受けた者
　　商　　号 株式会社カルタス本郷
　　所 在 地 藤枝市下藪田388-１
　　許可番号 静岡県知事一般建設業許可27409号
　　許可業種 土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、水道施設工事業

２　処分内容
　建設業に関する営業のうち公共工事に係るもの営業停止
　※「公共工事」とは、国、地方公共団体、法人税法（昭和40年法律第34号）別表第一に
　　掲げる公共法人（地方公共団体を除く。）又は建設業法施行規則（昭和24年建設省令
　　第14号）第18条に規定する法人が発注者である工事をいう。

３　営業停止期間
　　令和７年10月29日～令和７年11月12日（15日間）

４　処分理由
　株式会社カルタス本郷は、藤枝市発注の建設工事において、建設業法第26条第１項の規
定に違反し、その工事現場に資格要件を満たさない者を主任技術者として配置させてい
た。
　このことが、建設業法第28条第１項第２号（請負契約に関する不誠実な行為）に該当す
ると認められることから、静岡県建設業者の不正行為等に対する監督処分の基準により、
建設業法第28条第３項の規定に基づき15日間の営業停止処分を行う。

５　その他
　営業停止処分と同日付で、同社代表取締役に対しては、建設業法第29条の４第１項の規
定に基づき、３の営業停止期間と同期間の営業禁止処分を行う。



提 供 日 2025/10/14

タイトル 「岩本山とかりがね堤を守る会」が岩松幼稚園・
岩松保育園の園児及び社会福祉法人「岳陽会」と
サツマイモ掘りを行います

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村計画課

連 絡 先

TEL 0545-65-2201

「岩本山とかりがね堤を守る会」が岩松幼稚園・岩松保育園の園児
及び社会福祉法人「岳陽会」とサツマイモ掘りを行います

１　要旨
　「岩本山とかりがね堤を守る会」が「ふじのくに美農里(みのり)プロジェクト」の一環として、岩松幼稚園・
岩松保育園の園児約30人と社会福祉法人「岳陽会」の職員及び利用者とサツマイモの収穫活動を行い
ます。
　この活動は、遊休農地の活用と園児への食育活動場所の提供を目的に行われています。また、昨年か
ら社会福祉法人「岳陽会」も作業に加わり、農福連携活動も始まりました。

２　概要

日　時 令和７年10月20日(月)午前9時30分～午前11時30分

（１）　午前9時30分～午前10時30分：岩松幼稚園・岩松保育園 

（２）　午前10時30分～午前11時30分：社会福祉法人「岳陽会」

雨天時予備日：10月24日（金）同時刻

場　所 富士市松岡2258-1

主催者 岩本山とかりがね堤を守る会

参加者 (１)　岩松幼稚園の園児約15人、岩松保育園の園児約15人

(２)　社会福祉法人「岳陽会」約10人

３　取材について
　取材を希望される方は現地に直接お越しください。

■「ふじのくに美農里プロジェクト」とは？
　静岡県における多面的機能支払交付金制度に基づいた活動の愛称です。静岡県では
平成19年度からプロジェクトに取り組み、地域の農業を守り、美しい景観や、多様な生態
系をはぐくむ農地や農業用施設を保全し、未来につなぐ地域ぐるみの活動を支援していま
す。令和７年９月末時点で240の組織が活動しています。

■岩本山とかりがね堤を守る会
　「岩本山とかりがね堤を守る会」は、平成24年に「ふじのくに美農里プロジェクト」の活動組織として設立
され、同時に、活動地域一帯が「ふじのくに美しく品格のある邑」に登録されました。同団体は、農地や農
道の草刈り、農業用施設の点検や補修などの農業用施設の保全を行うとともに、遊休農地を活用しヒマ
ワリやソバなどの景観植物の植栽等を行うことにより、良好な地域環境・農村環境の形成に尽力していま
す。

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でも
ある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく品格のある
邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和７年９月末時点で
155の地域が認定されています。



会 見 日 2025/10/14

世界お茶まつり2025「秋の祭典」の開催

世界お茶まつり2025「秋の祭典」の開催

　世界お茶まつり2025「秋の祭典」が10月23日(木)から静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」で始まります。

１　秋の祭典の概要

開催期間 令和７年10月23日（木）から26日（日）まで　４日間

開催場所 静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ

産業
ワールドO-CHAマーケット
（ライブコマース、オンラインカタログサイト開設）
ChaOIビジネスフォーラム（ピッチ・交流会）

文化
お茶とウェルネス
高校生・大学生活動紹介
世界大茶会、世界の路上茶屋

主要
プログラ

ム

学術
世界緑茶会議2025（世界の緑茶市場拡大を議論）
お茶と健康シンポジウム
産業・文化・学術セミナー

２　開会式の概要

日時 令和７年10月23日（木）午前10時45分から11時15分まで

会場 静岡県コンベンションアーツセンター　グランシップ　中ホール

出席者
国・県内市町、大使館・領事館関係者、県議会議員、全国茶業関係者

など（約200人）

内容 開会宣言、主催者挨拶、来賓挨拶、アトラクション「お茶講談」

３　世界お茶まつり2025ホームページ
　URL　https://www.ocha-festival.jp

担当 ： 経済産業部 農業局お茶振興課

連絡先 ： 世界緑茶班　TEL 054-202-1488

https://www.ocha-festival.jp


提 供 日 2025/10/14

タイトル 2026年1月施行！～下請法は取適法へ～改正ポイン
ト説明会（静岡会場）を開催します

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班　勝俣

TEL 054-221-2812

2026年１月施行！～下請法は取適法へ～改正ポイント説明会（静岡会場）を開催しま
す

　公正取引委員会及び関東経済産業局では、令和８年１月１日に施行される改正下請法（取適法）及び改正下請振興法（振興法）
について、広く十分な周知を図る必要があるため、適用対象となる事業者をはじめとする関係者のみなさまを対象に説明会を開催
します。

１ 日時・会場
令和７年11月５日（水曜日）13時00分～15時30分
静岡県産業経済会館 ３階大会議室（静岡県静岡市葵区追手町44-1）

※ＺＯＯＭによるオンライン配信併用

２ 内　容
・取適法（下請法）の概要/改正内容について【公正取引委員会】
・改正振興法について【関東経済産業局】

３ 対象者
取適法適用対象事業者（発注事業者、受注事業者）、地方自治体、産業支援機関、金融機関等

４ 申込方法
公正取引委員会ホームページを御確認ください。
https://www.jftc.go.jp/event/kousyukai/toriteki.html

５ 問合せ）
静岡県 経済産業部 商工業局 地域産業課（電話：054-221-2812） 

※当日取材いただける場合は、事前に上記連絡先まで御連絡ください。

gaiyou.pdfgaiyou.pdf

https://www.jftc.go.jp/event/kousyukai/toriteki.html


提 供 日 2025/10/14

タイトル 【取材依頼】「静岡発！温泉と食のウェルネス
ツーリズム創出♨」マッチングイベントを開催し
ます！！（令和７年度　第１回ＩＣＯＩフォーラ
ム）

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

【取材依頼】マッチングイベント「静岡発！温泉と食のウェルネスツーリズム創出 ♨」を開催します！！（令和７年度　第１回
ＩＣＯＩフォーラム）

１　要旨
　県では、伊豆地域の温泉を活用し、スポーツ等と組み合わせて新たな産業を生み出す伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロ
ジェクト（通称：ＩＣＯＩプロジェクト）に取り組んでいます。
　例年、当プロジェクトのフォーラム会員向けに異業種とのネットワークを構築し、温泉等に関する最新情報等やマッチング機会
の提供などを行う場として「ＩＣＯＩフォーラム」を開催しており、今回は、「静岡発！温泉と食のウェルネスツーリズム創出 
♨」と題して、全国で温泉や食に関わる有識者の方をお招きし、セミナー、ディスカッション、交流会を開催します。（定員：
50名）
　取材を希望される場合は、以下問い合わせ先まで御連絡をお願いいたします。

２　開催概要
　１）日　時　令和７年10月27日（月）14時00分～16時30分
　２）場　所　プラサヴェルデ（静岡県沼津市大手町1-1-4）

３　プログラム
　《講演１》
　　演　題：「湯治×○○」かけ算で導き出す『湯治オープンイノベーション』
　　講　師：湯治ぐらし株式会社 代表取締役 菅野 静 氏
　　
　《講演２》
　　演　題：「温泉×食」体の中からも外からも綺麗になる
　　講　師：一般社団法人日本医食促進協会 代表理事 逸見 康成 氏

　《パネルディスカッション》
　　演　題：『温泉×食による静岡の未来』
　　パネラー：湯治ぐらし株式会社 代表取締役 菅野 静 氏
　　　　　　　一般社団法人日本医食促進協会 代表理事 逸見 康成 氏
　　　　　　　食に関連するプロジェクト（MaOI,AOI等）コーディネータほか参加事業者
　　ファシリテーター：ＩＣＯＩコーディネータ 後藤 康彰 氏、平塚 吉光 氏

　《交流会》
　　名刺交換、各プロジェクトのコンテンツ紹介等

  ※開催案内は容量が大きいため、以下のＨＰのリンクを御確認ください。
　　https://icoi.pref.shizuoka.jp/post-803/
　　　
４　お問い合わせ先
　　経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
　　電話：054－221－2985
　　ＦＡＸ：054-221-2698
    E-mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

02icoiforum.pdf02icoiforum.pdf

https://icoi.pref.shizuoka.jp/post-803/
mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/14

タイトル 【参加者募集】講演会「脳卒中から身を守る術」

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-2921

【参加者募集】講演会「脳卒中から身を守る術」

　脳卒中は、静岡県民の主要な死亡・要介護の原因の１つになるなど、健康寿命に大きな影響を与える疾患です。
　静岡県では、全国に比べて脳卒中による死亡率が高くなっています。
　そこで、脳卒中についての正しい知識とその予防法を知っていただくため、予防や治療に関する有識者による講演会を開催しま
す。

１　日時
　　令和７年11月２日（日）　午後２時～３時30分
２　場所
　　長岡総合会館　アクシスかつらぎ　多目的ホール（伊豆の国市古奈255）
３　主催
　　静岡県・静岡社会健康医学大学院大学
４　プログラム
　　テーマ：脳卒中から身を守る術

講師 演題

講演
１

順天堂大学医学部附属静岡病院
脳神経外科
教授　山本　拓史　先生

もし家族が脳卒中になったら
～脳卒中治療の最前線～

講演
２

静岡社会健康医学大学院大学
准教授　田中　仁啓　先生

脳卒中のリスクと予防
（高血圧、心房細動を中心に）

講演
３

順天堂大学医学部附属静岡病院
薬剤科　垣沼　智之　先生

脳卒中の薬物療法
（発症前、発症後、抗凝固療法）

講演
４

NTT東日本伊豆病院　教育研修室
看護長　荻野　深雪　先生
（脳卒中看護認定看護師）

脳卒中になった後
（リハビリ、看護）

５　対象者
　　どなたでも参加いただけます。（参加無料）
６　定員
　　120人（事前申込者優先・先着順）
７　事前申込

令和７年10月31日（金）正午までにふじのくに電子申請サービスからお申込みください。
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17771

（参考）静岡県ウェブページ「脳卒中から身を守る術」
　https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/ganshippei/1065958/1067983/1077504.html

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17771
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/ganshippei/1065958/1067983/1077504.html


提 供 日 2025/10/14

タイトル 静岡に勇気と希望を！本県ゆかりのインラインス
ケート日本代表選手による平木副知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ政策課

連 絡 先 スポーツコミッション班

TEL 054-221-3191

静岡に勇気と 希望を！
本県ゆかり のインラインスケート日本代表選手が

平木副知事を表敬

令和７年11月に茨城県境町で開催されるインラインスケートフリースタイルの国際大会「ROLLER FREESTYLE WORLD 

CHAMPIONSHIPS」に日本代表として出場が決定した本県ゆかりの選手５名が平木副知事を表敬訪問します。

（１）日時：令和７年10月17日（金）15：00～１５：１５

（２）場所：静岡県庁東館５階　特別会議室

（３）来訪者：

　【選手】

カテゴリー（種目） 氏名 本県との関わり
岩間　葵（いわま　あおい）選手男子プロクラス

（STREET・PARK） 平野　歩夢（ひらの　あゆむ）選手
山田　圭汰（やまだ　けいた）選手

清水区出身

男子ジュニアクラス
（STREET） 足利　樹（あしかが　いつき）選手 県内に練習拠点
女子ジュニアクラス
（STREET） 吉見　唯（よしみ　ゆい）選手 葵区出身

　【関係者】

　・日本ローラーフリースタイルストリートチーム監督　小林 賢太郎（こばやし けんたろう）

（４）内容

　・訪問者紹介

　・選手紹介（大会映像視聴）

　・歓談

　・記念撮影



会 見 日 2025/10/14

静岡県版サブスクリプションサービス「し
ずＧｏ！」開始

１　要　旨
サブスクリプションサービスを活用し、県内のスポーツ、文化、観光のイベントなどを発信し、県民の体験機会とスポーツチームや文化・観光

施設などへの誘客の増大を図る。

２　事業イメージ
（１）コンテンツ提供事業者が、サブスクリプション運営事業者にチケット等を提供
（２）会員が幅広い分野のイベントに参加
（３）会員は月額定額料金を、サブスクリプション運営事業者に支払い

３　サービスの概要
項　目 概　　要

名　称 しずＧｏ！

サービス開始日 令和７年10月14日（火）

会　費 月額1,980円（税抜）（税込2,178円）

参加可能回数 月４回

コンテンツ数

37種類（令和７年10月14日時点）

※登録コンテンツは公式サイトをご確認ください　
https://www.shizu-go.com

運営事業者 株式会社Sonoligo　代表者：遠山 寬治

担当 ： スポーツ・文化観光部 企画経理課

連絡先 ： 企画経理班　TEL 054-221-3612

https://www.shizu-go.com


提 供 日 2025/10/14

タイトル ～中学生・高校生対象～
自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行いま
す。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

～中学生・高校生対象～

自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

　本年度は５月、10月及び１月に自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」を設け、中学生・高校生を対象とした一斉街
頭指導を実施しています。
　10月は、次のとおり市町、学校、警察、ＰＴＡ、民間交通指導員、交通安全指導員等が協力して、自転車マナーやルールにつ

いての指導を実施します。
　
１　日時・場所　令和７年10月20日（月）おおむね午前７時30分から午前８時30分の間
　　　　　　　　県内各中学校・高等学校の通学路
　※県内各市町で実施しますが、取材は以下の３か所を中心にお願いします。

　(1) 裾野市（午前７時30分から午前８時30分）
　　　　実施場所　裾野市佐野
　　　　　　　　（静岡県立裾野高等学校 駐輪場）
　　　　関係学校　静岡県立裾野高等学校
　　　　　　　　　　　　　
　(2) 静岡市（午前７時40分から午前８時10分）
　　　　実施場所　静岡市駿河区有東
　　　　　　　　（市道　中野小鹿線、県道　高松日出線）
　　　　関係学校　静岡県立駿河総合高等学校

　(3) 湖西市（午前７時45分から午前８時15分）
　　　　実施場所　湖西市鷲津
　　　　　　　　（静岡県立湖西高等学校　正門付近）
　　　　関係学校　静岡県立湖西高等学校
　　

　※　雨天等の影響により、街頭指導は中止となる場合があります。中止に関する情報や撮影条件等の詳細については、事前に各
市の交通安全担当課へお問い合わせください。

　　・　裾野市・・・055-995-1817（危機管理課）
　　・　静岡市・・・054-287-8697（駿河区役所地域総務課）
　　・　湖西市・・・053-576-4538（危機管理課）

　２　主催　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）
（参考）自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」

　　関係機関が連携して、自転車通学の高校生等に対し、マナーやルールについて指導・取締り・街頭啓発を行うもの。



提 供 日 2025/10/14

タイトル 東部地域サミットの開催

担　　当 総務部 地域振興課

連 絡 先 地域政策班

TEL 054-221-2054

１　要旨
　県と県内の市町が連携・協働して地域課題の解決に取り組むため、知事と東部地域の各市町長が一堂に会し、意見交換を行う「東部地域
サミット」を開催する。

２　実施概要

項　目 内　　容

日　時 令和７年10月20日（月）15時45分～17時15分

場　所
ホテルグランド富士　２階「孔雀」
（富士市平垣本町8-1）

出席者 知事、東部地域６市４町の市町長

意見交換

（１）各市町長から発言

＜意見交換分野＞

　○産業、○環境・エネルギー、○観光・交流・インフラ

　○こども・教育、○健康福祉、○暮らし・文化、

○防災・安全

（２）知事から、市町長の発言内容に対してコメント

（３）全体での意見交換を実施

報道公開 会議は報道機関を対象にフルオープンで実施

３　その他の開催予定
区分 中部

（５市２町）

開催日程 11月10日（月）

開催会場 大井神社　宮美殿
（島田市）

４　参考
　西部地域サミット（６市１町）は９月29日（月）、伊豆半島地域サミット（５市５町）は10月８日（水）に開催済



会 見 日 2025/10/14

知事の海外出張(世界都市自治体連合
(UCLG)世界評議会出席)

知事の海外出張（UCLG世界評議会出席）

１　要　旨

　欧州をはじめとする世界との新たなネットワークの構築と、加盟自治体に対するPRを通した本県のプレゼンス向上を図るため、

知事が、中国・西安市で開催されるUCLG世界評議会（UCLGの意思決定を行う会議）に出席します。

           
２　概　要

（１）日　程

　令和７年10月16日（木）～18日（土）（２泊３日）※16、18日は移動日

（２）場　所

　西安コンベンション・エキシビションセンター

（３）内　容（予定）

　・知事スピーチ（ウェルビーイングや多文化共生などの取組の紹介）

　・レセプションへの参加を通じたネットワーク構築

　・UCLG幹部との意見交換　等

＜参考＞UCLGの概要

・2004年５月設立の世界最大の地方自治体連合組織。140以上の国・地域から、1,000以上の都市が加盟

・ 本県 は 本年 ６ 月 、 日本 の 都道府県 として 初 めて 加盟

　（現在の日本の加盟自治体：本県、浜松市）

・国際政治における地方自治体の影響力の強化や、地方自治体間の交流促進等を目的に、国際会議やセミナー等を実施

担当 ： 企画部 地域外交課

連絡先 ： 地域外交戦略班　TEL 054-221-3254



提 供 日 2025/10/14

タイトル 【取材依頼】令和７年度第２回ＬＧＸ・デジタル
戦略推進本部会議を開催します

担　　当 企画部 デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

「ＬＧＸ（ローカル・ガバメント・トランスフォーメーション）」の理念や考えを浸透させ、環境の変化に対応できる組織への変
革を推進するため、令和７年度第
２回ＬＧＸ・デジタル戦略推進本部会議を開催します。

１　日時
　　令和７年10月17日(金)　　10時30分から11時30分まで

２　会場
　　県庁東館５階特別会議室

３　出席者
　　・平木副知事（ＣＩＯ）
　　・デジタル戦略部長
　　・ＬＧＸ推進官（各部局部長代理）等

４　議事
　　・ふじのくにＤＸ推進計画の総括評価
 　 ・データの分析・利活用の推進
　　・情報システム最適化の取組状況
　　・セキュリティインシデントの発生状況



提 供 日 2025/10/14

タイトル 第123回中部圏知事会議の開催

担　　当 企画部 知事政策課

連 絡 先 知事政策班

TEL 054-221-3769

第123回中部圏知事会議を長野県で開催します
静岡県知事が出席します

（要旨）
　静岡県など、中部圏の10県市の知事・市長で構成する中部圏知事会議が長野県で開催されます。
　本県からは鈴木知事が出席し、国の施策等に関する提案・要望事項等を協議します。会議終了後、合同記者会見を行います。

（内容）
１　日　時
　　令和７年10月21日（火）13時から15時10分まで

２　会　場
　　現地視察：長野県立美術館（長野県長野市箱清水1-4-4）
　　知事会議：ホテルメトロポリタン長野（長野県長野市南石堂町1346）

３　日　程
　　10:30～11:30　現地視察
　　13:00～14:55　知事会議
　　14:55～15:10　合同記者会見

４　出席者
　　富山県知事　　　　　新田　八朗
　　石川県知事　　　　　馳　浩
　　福井県副知事　　　　鷲頭　美央
　　長野県知事　　　　　阿部　守一
　　岐阜県総合企画部長　市橋　貴仁
　　静岡県知事　　　　　鈴木　康友
　　愛知県知事　　　　　大村　秀章
　　三重県知事　　　　　一見　勝之
　　滋賀県知事　　　　　三日月　大造　
　　名古屋副市長　　　　中田　英雄
　　

５　主な内容
　　協議話題「若者・女性に選ばれる地域づくり」

６　取材について
　　取材を希望される場合は、会場整理の都合上、10月17日（金）17時までに、
　　以下の取材申込フォームからお申し込みください。

　　【取材申込フォーム】
      https://forms.office.com/r/9H4mJPfuAK?origin=lprLink

【取材問合先】
　長野県企画振興部総合政策課　小口、高橋
　　メールアドレス：chijikai@pref.nagano.lg.jp
　　TEL：026-235-7018 FAX：026-235-7471

※富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県、滋賀県、
　名古屋市でも同時発表しています。

https://forms.office.com/r/9H4mJPfuAK?origin=lprLink
mailto:chijikai@pref.nagano.lg.jp


提 供 日 2025/10/15

タイトル 第33回静岡県高校生エコラン大会が開催されま
す！

担　　当 教育委員会 沼津工業高等学校

連 絡 先 教頭（大会運営副委員長）　長田　正文

TEL 055-931-0343

第33回静岡県高校生エコラン大会が開催されます！

　地球環境について考え、技術力の向上を図るとともに、チームワークの大切さを学び、実践的なものづくり人材の育成に資する
ことを目的とした「第33回静岡県高校生エコラン大会」が開催されます。
　高校生が創意工夫を凝らして製作したエコランカー（ガソリン自動車、電気自動車、燃料電池車）を持ち寄り、実際に走行させ
てその省燃費を競います。

１　日　時
　　令和７年10月18日（土）
　　　午前10時～　　：電気自動車部門
　　　午前11時～　　：燃料電池車部門・電気自動車部門（並走）　
　　　午後１時35分～：ガソリン自動車部門

２　会　場
　　静岡県自動車学校　静岡校（静岡市葵区宮前町71－１）

３　内  容
　　各部門の詳細につきましては、添付資料を参照願います。

４　参加者
　　県立高等学校10校（伊豆総合高校、御殿場高校、沼津工業高校、吉原工業高
　校、科学技術高校(全日制・定時制)、島田工業高校、掛川工業高校、浜松城北工
　業高校、浜松工業高校、浜松湖北高校）
　　
５　問合せ先
　　静岡県立沼津工業高等学校 
　　担　　当：機械科長（大会事務局） 教諭　佐藤　克彦
　　電話番号：055-931-0343

静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2025/10/15

タイトル モンゴル国・ドルノゴビ県高校生訪問団が来静し
ます！

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3674

モンゴル国・ドルノゴビ県高校生訪問団が来静します！

　モンゴル国及びドルノゴビ県から合わせて25人の高校生が来静し、下記の日程で様々な活動を行います。学校訪問や静岡市内研
修では、静岡の高校生との交流も計画されています。

１　日程
　　令和７年10月22日（水）から10月27日（月）まで

２　主な予定（いずれも取材可能です）
　　(1) 教育長表敬訪問
　　　日時：10月23日（木）午前９時30分から10時10分まで
　　　会場：静岡県庁別館21階展望ロビー
　　　内容：教育長挨拶、訪問団代表挨拶、記念品交換、モンゴル国生徒による
　　　　　　パフォーマンス

　　(2) 浜名高校訪問
　　　日時：10月24日（金）午後１時から４時まで
　　　住所：浜松市浜名区西美薗２９３９の１
　　　内容：歓迎式典、授業見学等

　　(3) 静岡市内研修
　　　日時：10月26日（日）午前10時から午後３時まで
　　　内容：８月にモンゴル国を訪問した静岡の高校生が、モンゴルの高校生と
　　　　　　グループを組み、静岡駅周辺を案内します。
　　　　　　午前10時に県庁別館前からスタートします。

３　滞在期間中の行程
日付 行程
10月22日（水） 空路にて来日
10月23日（木） 9:30教育長表敬訪問、県庁見学→明治製菓工場見学→駿府匠宿
10月24日（金） 日本平夢テラス→登呂遺跡→13:00浜名高校訪問
10月25日（土） 三ヶ日青年の家で体験活動、浜松市内研修
10月26日（日） 10:00静岡市内研修
10月27日（月） 空路にて帰国
　　※記載の内容は変更となる可能性があります。

４　お問合せ先
　　静岡県教育委員会教育政策課　054-221-3674

静 岡 県 教 育 委 員 会



提 供 日 2025/10/15

タイトル 静岡県インフラビジョンの策定に向けた意見を募
集します。

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班　岩崎

TEL 054-221-3681

静岡県インフラビジョンの策定に向けた意見を募集します。

（要旨）
　静岡県では、県土づくりやインフラ整備の方向性を示したインフラビジョンを策定し、道路・河川・港湾・都市などの整備を進
めてきました。
　昨今「物価の高騰」や「能登半島地震の発生」などインフラを取り巻く社会情勢が大きく変化しており、これら課題に柔軟に対
応していくため、インフラビジョンの改定作業を進めています。
　このたび素案を取りまとめましたので、県民の皆様から広く意見を募集します。
　
　　
（概要）
　１　対象
　　　静岡県インフラビジョン（素案）
　　

　２　意見募集期間
　　　令和７年10月20日（月）～11月19日（水）　
　　　（※当日消印有効。FAX、電子メールの場合は23:59までに受信したもの）

　３　意見提出方法
　  (1)郵送、持参、FAX、電子メールのいずれかの方法で意見を受け付けます。
　　　（電話での受付はしません。）
　　(2)意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記して下さい。

　４　資料の閲覧方法
　　　県ホームページ
　　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/1067295/1077700.html
　
　５　注意事項
　　(1)提出された意見は「静岡県インフラビジョン」の策定の参考とします。
　　　（資料に個人情報が掲載されることはありません。）
　　(2)提出された意見に対して、個別の回答は致しませんので御了承下さい。

　６　問い合わせ先
　　　交通基盤部建設政策課
　　　電話　054-221-3681　ＦＡＸ　054-221-3582

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/gyoseikaikaku/johokokai/1002310/1067293/1067295/1077700.html


提 供 日 2025/10/15

タイトル 令和７年度流通食品の放射性物質検査結果（第５
報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

県内流通食品の放射性物質検査の結果、安全性を確認しました（第５報）
－令和７年８月分：10品目20検体－

１　要　旨

静岡県以東で生産又は製造され、静岡県内に流通している食品の放射性物質検査を実施しています。

 令和 ７ 年 ８ 月 は10 品目20 検体実施 し 、 検査結果 は 全 て 基準値以下 で 、 安全性 を 確認 しました 。

２　検査結果　

食品区分 品目 検体数 製造所、産地等所在地 検査結果

調味料 ３ 茨城県、千葉県（製造所）

みそ ２ 長野県（製造所）

こんにゃく １ 群馬県（製造所）

干しそば １ 長野県（製造所）

干しめん １ 宮城県（製造所）

つゆ ２ 千葉県（製造所）

しょうゆ １ 青森県（製造所）

そうざい ７ 千葉県、茨城県、神奈川県、
栃木県、埼玉県、新潟県（製造所）

米飯類 １ 山梨県（製造所）

一般食品

凍り豆腐 １ 長野県（製造所）

合計 20

すべて
基準値以下

・検査機関：静岡県中部保健所化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・食品区分別の基準値：一般食品 100Bq/kg　牛乳50Bq/kg　乳児用食品 50Bq/kg　　
　　　　　　　　　　　飲料水 10Bq/kg



提 供 日 2025/10/15

タイトル 食品検査情報（第５報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（８月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 が 確認 された

 食品 は 、 回収命令 など 行政処分 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年８月に検査を実施した340検体については、 行政処分 を 行 ったものはありませんでした 。

検査項目 対象食品 ８月
検体数

８月
行政処分数

加熱食肉製品、発酵乳、アイスミルク等 40規格基準等検査
（微生物）   輸入清涼飲料水 15

0

加熱食肉製品、菓子、発酵乳等 36規格基準等検査
（添加物等） 　輸入清涼飲料水、輸入果実酒、輸入菓子等 40

0

加熱食肉製品、菓子、発酵乳 35
添加物等表示検査

　輸入清涼飲料水、輸入果実酒、輸入菓子等 40
0

動物用医薬品等 　国産食肉（豚肉、鶏肉） 21 0

放射性物質 　県内流通食品（そうざい、調味料、みそ等） 20 0

有機水銀、有機スズ化合物 　県内水揚げ魚介類 12 0

腸管出血性大腸菌、
　　腸炎ビブリオ等

加熱食肉製品、発酵乳、輸入清涼飲料水等 72 0

衛生規範を参考とする
E.coli検査

そうざい 9 0

合計 340 0



提 供 日 2025/10/15

タイトル 令和７年度　救急医療功労者知事表彰の表彰式を
開催します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 山崎

TEL 054-221-2406

令和７年度 救急医療功労者知事表彰の表彰式を開催します
　
　　県では毎年、地域の救急医療に貢献された個人・団体を対象に、救急医療功労者知事表彰者を
　それぞれ１名（団体）ずつ決定しています。
　　この度、以下のとおり表彰式を開催いたします。

　１　日時
　　　10月22日（水）午前11時30分～　（30分程度）

　２　会場
　　　県庁西館３階　健康福祉部長室

　３　受賞者と主な功績（敬称略）

（個人）

受賞者
 にしかた　しゅん

　西方　俊
 （西方外科医院　沼津市）

主な功績

 ・平成12年から令和４年にわたり、沼津医師会理事、副会長、会長と要職を務める傍
ら、平成30年から令和４年にわたり、公益社団法人沼津夜間救急医療対策協会理事長
を歴任する中で、地域の救急医療を積極的に指導牽引し、地域住民の安全保持に尽
力した。
 ・平成24年から、二次救急医療機関に専門医を派遣及び待機させるドクターバンク事
業を実施し、年度を追うごとに確かな実績を挙げ、近隣地域の病院における医師不足
解消に寄与している。

（団体）

受賞者

 静岡赤十字病院（静岡市） 
                                          　　　　　　　　　

 表彰式出席者
　　  

 　　　　　　おがわ　じゅん　
 院長　小川　潤 
　　　　　　　　　　　　　　　　おおがね　たかし

 救急科　副部長　大鐘　崇志

※再表彰（昭和58年に同表彰受賞後、現在までの功績が顕著であるため）

主な功績

 ・昭和41年に救急告示医療機関の認定を受けて以来、静岡県の救急医療体制に参
画している。
 ・平成４年５月に救命救急センターを設置し、年間１万１千人を超える救急患者を診療
している。平成20年にはセンターの中核となる救急科を新設し、外来及び入院におい
て24時間体制で軽症から重症までのあらゆる患者に医療を提供している。

４　選考基準

個人
救急医療に10年以上の実績があり、救急医療体制の整備等に貢献した者（年齢50歳
以上）

団体 救急医療に10年以上の実績があり、救急医療又はその普及啓発に貢献した団体



提 供 日 2025/10/15

タイトル ウルトラ・ユニバーサル野球チーム「静岡ちゃベ
アーズ」訪問

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 知的障害福祉班

TEL 054-221-2366

ウルト ラ ・ ユニバーサル野球チーム
　 　 　 　 　 　 「 静岡ちゃベアーズ」 訪問について

１ 　 概要　
　　「第3回ウルトラ・ユニバーサル野球大会」において、優勝した静岡代表の
　「静岡ちゃベアーズ」を県こども若者政策部長が訪問し、お祝いします。
 　くふうハヤテベンチャーズ静岡の監督・選手も駆けつけ、一緒にお祝いします。
　
２ 　 日時
　　令和７年10月26日（日）午後１時

３ 　 場所
　　生活介護事業所　ぴのほーぷ（掛川市杉谷南1－1－26）

４ 　 内容
（1）メンバー紹介（静岡ちゃベアーズ選手７名　平均年齢13歳）
（2）大会報告
（3）くふうハヤテベンチャーズ静岡から記念サインボールの贈呈
（4）記念撮影

５ 　 く ふう ハヤテベンチャ ーズ静岡
　　赤堀　元之（あかほり もとゆき）監督 ・・　静岡高校出身
　　池谷　蒼大（いけや そうた）選手　　 ・・　静岡高校出身
　　塩﨑　栄多（しおざき　えいた）選手　・・　浜松工業高校出身

６ 　 県出席者
　 　 こども若者政策部長　赤堀　健之

７ 　 問合せ先
　　静岡県健康福祉部障害者支援局障害福祉課知的障害福祉班
　　電話番号　054-221-2366

　　※取材を御希望される場合は、障害福祉課宛に御連絡ください。



提 供 日 2025/10/15

タイトル 【取材依頼】一般社団法人静岡県信用金庫協会
による義援金の贈呈

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

令和7年台風第15号災害静岡県義援金の贈呈のため、一般社団法人静岡県信用金庫協会が塚本副知事を訪問しま
す。

　　　　（要旨）
令和7年台風第15号により、県内に大きな被害があったことを受け、一般社団法人静岡県信用金庫協会が、「令和7年台風第15号災害静岡

県義援金」の目録を贈呈するため、塚本副知事を訪問します。

１　義援金寄附団体
一般社団法人静岡県信用金庫協会

２　寄附する義援金の名称・金額
「令和7年台風第15号災害静岡県義援金」　500万円

３　義援金の贈呈
(1) 日時 令和７年10月17日（金） 11時00分から11時15分まで

(2) 場所 県庁東館５階塚本副知事室

(3) 出席者 一般社団法人静岡県信用金庫協会
　会長　　　           田形　和幸（たがた　かずゆき）　様
　常務理事　　　     小柳津　博（おやいづ　ひろし）　様
静岡県
　 副知事　　　　　　 塚本　秀綱

健康福祉部長　　青山　秀徳

（４） 内容　　義援金目録贈呈、写真撮影、懇談



提 供 日 2025/10/15

タイトル 台湾からの訪日教育旅行誘致に向けてファムト
リップを実施します

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光振興課

連 絡 先 観光振興班　跡見

TEL 054-221-3696





提 供 日 2025/10/15

タイトル 静岡インバウンドガイド研修の参加者を募集しま
す

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

静岡インバウンドガイド研修の参加者を募集します

　本県では、インバウンド旅行者の更なる獲得と周遊促進に向けて、多彩な魅力や本物の体験を伝えることができる通訳ガイドを
育成する「静岡インバウンドガイド研修」を開催します。世界レベルのガイディング技術を習得して活躍してみませんか。

１　研修概要

　ガイディングにおいて重要なメッセージの伝え方を学ぶ（座学中心）

日　程 [全３回]　第１回：11月29日（土）　第２回：12月６日（土）
　　　　　第３回：12月13日（土）又は14日（日）

場　所 　静岡市内

参加費 　5,000円

基
礎
研
修

定　員 　最大30名

　アドベンチャーガイドとスルーガイドのどちらかを選択し、各１泊２日で実地研修や参
加者同士のプレゼンテーションなどを行い、質の高いガイディング技法を習得する

場　所 　マウントフジ里山バケーション（富士宮市狩宿8-2）他

参加費 　50,000円（宿泊費・食事代等含む）

定　員 　各10名程度（※基礎研修の修了者から選考）

　旅行者の体験を支えるガイド技法を習得
　（アクティビティに特化した内容）

対　象 　通訳案内士資格保有者及び無資格者
アドベンチャー
ガイド

時　期 　１月中旬

　ツアーのストーリーや歴史・文化を伝えるガイド技法を習得
　（旅程全体を通して案内等を行う内容）

対　象 　通訳案内士資格保有者

専
門
研
修

スルーガイド

時　期 　２月中旬

講師

　一般社団法人エコロジック
　・インバウンドを専門としたプライベートのエコツアーや、グランピン
グ、ゲストハウスを運営し、富裕層を含む世界中の旅行者から高い評価を
得る
　・地域の価値を伝える世界レベルのガイド技術「インタープリテーショ
ン手法」を用いた観光ビジネス戦略とガイディングの実施

※基礎研修、専門研修共に取材可能です。

２　応募要件

・静岡県内で、英語によるガイド業務を行うことができる方（居住地不問）

　・令和７年４月１日時点で20歳以上の方

　・英検２級程度以上、又は日本語検定N２級以上（在留外国人）の方

・基礎研修の全日程（３日間）に参加できる方

３　研修に関する問い合わせ先

　　公益社団法人静岡県観光協会

　　　電話番号：054-204-0066

　　　メール　：tsj@shizuoka-tourism.or.jp

mailto:tsj@shizuoka-tourism.or.jp


提 供 日 2025/10/15

タイトル ふじのくに芸術祭2025美術部門「写真展」の審査
結果を発表します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-3109

ふじのくに芸術祭2025美術部門「写真展」審査結果を発表します！

ふじのくに芸術祭2025（第65回静岡県芸術祭）美術部門「写真展」の審査結果を発表します。

なお、10月15日（水）から入賞・入選作品の展示会を静岡県立美術館で開催しています。

１　審査結果

静岡県芸術祭賞 後援者賞（毎日新聞社賞)
題　名 共演 鷹視眈々
氏　名 井上　拓弥 梅原　秀宣
作　品

審査評 　手筒花火の火柱が満開の桜を
闇に浮かび上がらせました。迫力
のある花火と、たおやかな桜。対
極にあるような両者の“共演”を作
者は見逃さず一枚の画におさめて
います。手筒をかかえて微動だに
しない男性にしっかりとフォーカス
を合わせ、気迫に満ちたシーンを
ダイナミックに描き出しています。

（評：榎並　悦子 氏）

　冠雪した富士山が背景に入った
瞬間を逃さず、こちらに向かってく
るミサゴを見事なタイミングでとら
えました。翼をいっぱいに広げ、
目にピタリとピントが合って、迫力
満点です。スッキリとした青空が爽
快感を盛り上げ、手前の山並み
やぽっかり浮かんだ雲が奥行きを
感じさせます。

　（評：山口　百希　氏）

※この他、入選者の一覧は、ホームページにて公開中です。

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1071017/1077744.html

＜参考＞

応募総数 216点
静岡県芸術祭賞(最高賞） １点
後援者賞（毎日新聞社賞） １点
奨励賞 ２点

入賞

準奨励賞 ３点
入選 47点

展示数 （招待作品１点含む）54点

２　展覧会の概要

　会　期　令和７年10月15日（水）～10月19日（日）

　時　間　午前10時～午後５時30分（入場は午後５時まで）

　　　　　※最終日の10月19日（日）は午後３時30分まで

　会　場　静岡県立美術館(静岡市駿河区谷田53-2)

　　　　　県民ギャラリー　※入場無料

　備　考　同会場にて障害者文化芸術部門「文化芸術展」を同時開催中です。

　　　　　多様な表現をお楽しみいただけます。

３　問合せ先

　　静岡県スポーツ・文化観光部文化政策課

　　TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827　メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/bunkaevent/1071017/1077744.html
mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/15

タイトル 津波防災の日～みんなで備える津波対策～

担　　当 総務部 東部地域局危機管理課

連 絡 先 東部地域局地域課　花木、危機管理課　白井

TEL 055-920-2063､2180

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津波防災の日～みんなで備える津波対策～

１　概要
　　11月５日は「津波防災の日」です。そこで、県東部地域局では地域で起きた災害を知り災害に備えるきっかけにしてもらうため、当時の被

害状況や県の防災対策についてSNS等を用いた情報発信や企画展を行います。

２　安政東海地震とは
　　安政東海地震は嘉永７年（安政元年）11月４日（西暦1854年12月23日）に遠州灘の御前崎沖、南海トラフに沿うプレート境界を震源とする

M8.4の巨大地震です。津波の発生や家屋の倒壊など甚大な被害をもたらしました。

３　内容（予定）
　・安政東海地震発災時の東部地域の被害の状況や当時の貴重な資料を紹介します。
　・被害を軽減するため、県の防災対策について紹介します。

４　方法
　（1）情報発信
　　媒体：X　Toubu_Shizuoka

Instagram　shizuoka.pref_toubu
　　期間：令和７年10月23日（木）～11月6日（木）

　※X、Instagramに平日毎日投稿します。
※気象に関する警報等が発令された場合は一時投稿を休止し、後日投稿します。

（2）企画展
　　期間：令和７年10月23日（木）～11月6日（木）
　　場所：静岡県東部総合庁舎本館２階　ロビー（沼津市高島本町１-３）

　 　　　　　　
　　服部保徳著　「安政見聞録」　三島市郷土資料館所蔵



提 供 日 2025/10/15

タイトル 静岡県の順位がわかる！「令和７年版統計ハンド
ブック」を発行

担　　当 企画部 統計活用課

連 絡 先 管理・普及班

TEL 054-221-2243

このたび、「令和７年版統計ハンドブック～静岡県の１００の指標～」を発行しました。
　静岡県に関係の深い「１００の指標」から、全国における静岡県の順位などがわかります。
　　ポケットサイズで利用しやすく興味深い指標がたくさん掲載されていますので、
  是非御活用ください。
　　なお、お買い求めについては、静岡県統計協会までお問い合わせください。

１　主な統計指標（10分野・100項目）

分野 項目数 主な指標

県勢基本指標 14 総人口、婚姻率・離婚率、面積、年平均気温など

危機管理 ４ 有感地震回数、救急車到着所要時間別出動件数など

教育 10 大学・短大等進学率、留学生数など

文化・観光 ６ 宿泊者数、ホテル・旅館数、温泉数など

経済・産業 20 県内総生産、県民所得、有効求人倍率など

くらし・環境 17 消費者物価地域差指数、ごみ排出量など

健康・福祉 15 平均寿命、合計特殊出生率、生活保護率など

交通・基盤 ４ 道路実延長、自動車保有台数など

防犯・警察 ５ 刑法犯認知件数、交通事故発生状況、出火件数など

行政経営 ５ 歳入総額、歳出総額、財政力指数など

２　規格等

　　サ イ ズ　縦14.5cm×横9.5cm（ポケットサイズ）

　　　ページ数　108ページ

３　販売問合せ

　　静岡県統計協会（県庁東館６階　統計活用課内）

　　　T E L　054-221-2298

　　　価 格　４４0円（税込）



提 供 日 2025/10/16

タイトル 静岡県管理橋梁の橋名板盗難被害について

担　　当 交通基盤部 道路局道路整備課

連 絡 先 橋梁班

TEL 054-221-3011

１　概要

本年８月に県内東部地域において、橋梁の銘板の盗難被害が発生したことから、県は、９月３日～10月３日の間に緊急点検を行ったと
ころ、３橋12枚の橋名板の盗難被害を確認し、被害届を警察署に提出した。

２　被害状況
 　

路線名 箇所 橋梁名
盗難
枚数

設置
箇所 被害額

県道伊東西伊豆線 伊豆市湯ヶ島 風早橋 4枚 高欄 60万円
県道焼津森線 掛川市倉真 柳沢橋側道橋 4枚 高欄 60万円
県道大河内森線 森町亀久保 不動沢橋 4枚 高欄 60万円

計 ３橋 12枚 　 180万円

３　依頼事項

　　　報道機関の皆様におかれましては、　「不審者を見かけた方は、静岡県道路整備課
　　（054-221-3016）又は最寄りの警察署に情報提供をお願いします。緊急の場合は、110
　　番通報してください。」　等の呼びかけをお願いいたします。

（参考）

　　　令和３年度から新設橋の橋名板は、地覆等のコンクリート部材への設置を原則として
　　いる。



提 供 日 2025/10/16

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業課　鈴木

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

  建設業法違反行為の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係る入
札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行います。

　１　入札参加停止の内容
　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第８号（建設業法違反）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者
商号 株式会社カルタス本郷

代表者氏名 代表取締役　青島　正展
本店所在地 藤枝市下藪田388-1
停止期間 １か月

　
　３　入札参加停止の理由
　　　株式会社カルタス本郷は、建設業法の規定に違反し、資格要件を満たさない者を主任技術者として工事現場に配置していた。このことが建設業法
第28条第１項第２号に該当するとして、令和７年10月14日、静岡県知事から、監督処分（営業停止）を受けた。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年10月17日から令和７年11月16日まで

（参考）　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第８号
措置要件 措置期間

建設業法（昭和24年法律第100号）の規定に違反し、工事等の
契約の相手方として不適当であると認められるとき（略）。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2025/10/16

タイトル 静岡県果樹農業振興審議会の開催

担　　当 経済産業部 農業局農産振興課

連 絡 先 みかん特産班

TEL 054-221-3299

　静岡県果樹農業振興審議会の開催

　

　静岡県果樹農業振興審議会は、果実の生産、加工、販売、出荷規格及び輸出の振興に関する重要事項等の調査審議のため、設置してい

ます。

　令和７年度は、果樹農業振興特別措置法に基づく静岡県果樹農業振興計画を見直すこととなっており、令和12年度を目標年度とする新た

な「静岡県果樹農業振興計画」を策定します。

　今回の審議会では、新たな「静岡県果樹農業振興計画」の策定にむけ、今後の果樹農業における主要施策について審議会に諮問します。

１　開催概要
（１） 日　時　令和７年10月17日（金）午後１時30分から午後３時まで
（２） 会　場　静岡県庁別館９階　第一特別会議室（静岡市葵区追手町９－６）
（３） 出席者　委員、県担当部局長等
（４） 議　事　静岡県果樹農業振興計画の策定について

２　審議会の傍聴
（１）定　員　４名（先着順）
（２）傍聴手続き
　　　傍聴を希望される方は、当日午後１時25分までに受付で氏名、住所を記入し、事務局の指示にしたがって会場に入室してください。傍

聴の受付は、当日の午後１時15分から先着順で行い、定員になり次第、受付を終了いたしますので、御了承ください。

３　問い合わせ先
　　　静岡県経済産業部農業局農産振興課みかん特産班
　　　　電話番号　054－221－3299
　　　　E-mail　　nousan@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:nousan@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/16

タイトル 静岡県エネルギー戦略推進会議　令和７年度第２
回会議

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

静岡県エネルギー戦略推進会議を開催します

１　要　旨
　　静岡県のエネルギー総合戦略の見直しについて議論していただくため、
  「静岡県エネルギー戦略推進会議　令和７年度第２回会議」を開催します。

２　日　時　　令和７年10月21日（火）13時30分から

３　会　場　　静岡県庁別館９階特別第一会議室

４　出席者
　（１）静岡県エネルギー戦略推進会議委員（敬称略）
　　　　柏木　孝夫（東京科学大学名誉教授）
　　　　齋藤　隆之（静岡大学名誉教授）
　　　　竹内　純子（東北大学特任教授）
　　　　中井　俊裕（静岡大学客員教授）
　　　　植田　光紀（中部電力(株)常務執行役員静岡支店長）
　　　　勝呂　恭正（静岡ガス(株)執行役員経営戦略本部長）
　　　　鳴松　功安（鈴与商事(株)取締役
　　　　　　　　　（エネルギーシステム事業・電力事業・ＧＸ企画担当））
　　　　寺田　健司（しずおかカーボンニュートラル金融コンソーシアム会長
　　　　　　　　　（(株)静岡銀行理事コーポレートサポート部長））
　　　　三須　敏郎（企業脱炭素化支援センターセンター長）
　　　　望月　英二（次世代自動車センター浜松センター長）

　（２）県
　　　　経済産業部長ほか

５　議　題
　　エネルギー戦略中間案について

６　会議の公開
　・傍聴については、当日の13時から受付します。



提 供 日 2025/10/16

タイトル 関西の有力スーパーと初の商談会を静岡で開催～
県産品の新たな販路拡大に挑む事業者を募集
中！～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

関西の有力スーパーと初の商談会を静岡で開催

～県産品の新たな販路拡大に挑む事業者を募集中！～

１　要旨

　静岡県では、県産品の販路開拓事業に取り組んでおり、本県農林水産物の生産者、加工事業者を対象に、(株)関西フードマーケットが運
営するキッチン＆マーケットルクア大阪店様のバイヤーとの商談会に参加する事業者を募集しています。

２　概要

（１）商 談 先　  (株)関西フードマーケットが運営するキッチン＆マーケットルクア大阪店様のバイヤー

（２）対象商品　グロッサリー(特に菓子を希望)、日配品

（３）募集期限　令和７年10月31日（金）正午まで

（４）申込み先　下記URLより申込み

　　　　　　　　　https://x.gd/PRsn4

　　※申込みには、事前に「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」

　　　　（https://buyshizuoka-catalog.com/）への商品登録が必要です。

（５）商 談 日　令和７年11月25日（火）10:00～17:00の間

（６）場　　所　  静岡駅前会議室(静岡県静岡市葵区紺屋町8－13（B館）)

（７）参加費用　無料（商談会に係るサンプル代等については参加事業者にて負担）

（８）主　　催　　静岡県

（９）問合せ先　オンラインカタログ運営事務局（株式会社ビビッドガーデン　担当：西塚)

　　　　　　　　   電話番号：050-1791-5509

　　　　　　　　   メールアドレス：buyshizuoka_inquiry@vivid-garden.co.jp

３　今後の予定
令和７年11月18日（火）頃  商談対象事業者の決定
令和７年11月25日（火）  商談会の開催

https://x.gd/PRsn4
https://buyshizuoka-catalog.com/
mailto:buyshizuoka_inquiry@vivid-garden.co.jp


提 供 日 2025/10/16

タイトル 【当日取材希望】スタートアップが直接市長・町
長等へ課題解決に向けたプレゼンを実施！　「静
岡県パブリックピッチイベント（東部地域）」を
開催します

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

スタートアップが直接市長・町長等へ課題解決に向けたプレゼンを実施！

「静岡県パブリックピッチイベント（東部地域）」を開催します

県では、スタートアップと県内市町のマッチングを促すことで、スタートアップの新たなビジネスにつながる需要の創出と県内
市町が抱える地域課題の解決を図るため、県内市町の市長・町長等に対してプレゼンを行うピッチイベントを伊豆半島、東部、中
部の各地域で開催します。
２回目となる令和７年10月20日（月）は、東部地域の地域課題解決につながるソリューションを持つスタートアップが登壇し、

市町にプレゼンを行います。

１　東部地域の開催概要
区　　分 内　　　　　容
日　　時 令和７年10月20日（月）13:00～15:00
会　　場 ホテルグランド富士　中宴会場「富士」（富士市平垣本町8-1）

出席市町
沼津市、三島市、富士宮市、富士市、御殿場市、裾野市、函南町、清水町、
小山町

テ ー マ 「新産業」「健康福祉」「観光業」に関する課題（市町から抽出）

スケジュー
ル

13:00　開会・事業説明
13:10　スタートアップによるピッチ
14:30　講評
14:35　写真撮影
14:40　名刺交換会
15:00　閉会

登壇SU 別紙のとおり（６社）
聴 講 者 各市町の市長・町長等、担当者

＊上記の内容は変更となる可能性があります。

２　静岡県パブリックピッチイベントの今後の予定
　令和７年11月10日（月） 中部地域（島田市）で開催

３　備考
　取材を希望される方は、10月17日（金）までに下記担当あて御連絡ください。
経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課　浅井
電話：054-221-2609　 Mail：sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:sangyo-innovation@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/10/16

タイトル 令和７年度薬事功労者表彰式の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2411

令和７年度薬事功労者表彰式を開催します

　多年にわたり、薬事衛生の普及や関係業界の指導育成に尽力し、保健衛生の向上に貢献された方々に対して、その功績をたた
え、その功労に報いるため、令和７年度薬事功労者表彰式を開催します。
　なお、この表彰式は、「薬と健康の週間（10月17日から23日まで）」の行事の一環として行います。

■開催日時
令和７年10月23日（木）午後４時から

■開催場所
グランディエールブケトーカイ　４階シンフォニー
（静岡市葵区紺屋町17－１）

■受賞者（別紙）
・厚生労働大臣表彰受賞者　１人
・静岡県知事表彰受賞者　　３人
・一般社団法人静岡県薬事振興会会長表彰受賞者　　12人

　■主催
　　静岡県、一般社団法人静岡県薬事振興会

　■式次第
　　(1) 主催者挨拶
  　(2) 一般社団法人静岡県薬事振興会会長表彰状贈呈
  　(3) 静岡県知事表彰状贈呈
  　(4) 厚生労働大臣表彰受賞者披露
  　(5) 祝辞

　■参加者
　　薬業関係団体会員等　約50人

  ～「薬と健康の週間」とは～
　　薬局や薬剤師などの薬の専門家の役割、薬の正しい使い方を知っていただく
　機会となるよう、毎年10月17日から10月23日までの１週間を「薬と健康の週間」
　として、全国で啓発活動を行っています。



提 供 日 2025/10/16

タイトル JR静岡駅で「骨髄バンク推進月間」街頭キャン
ペーンを実施します！

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-3773

１　概要
　　10⽉の「骨髄バンク推進⽉間」に合わせ、骨髄移植に関する啓発と骨髄等提供希望者（ド
　　ナー）数増加のため、街頭キャンペーンを実施します。

２　街頭キャンペーン
⽇時 　令和７年10⽉23⽇（⽊）　午前７時30分から８時30分まで
場所 　JR静岡駅在来線改札前（静岡市葵区⿊⾦町50番地）
主催 　静岡県、静岡骨髄バンクを推進する会

参加者 　静岡骨髄バンクを推進する会会員、静岡県赤十字血液センター職員、
　静岡市職員、静岡県職員

内容 リーフレット、ポケットティッシュの配布
静岡県生きがいと健康づくりイメージキャラクター「ちゃっぴー」による呼びかけ

※取材にお越しいただく場合は、前⽇までに、静岡県健康福祉部医療局疾病対策課　増尾まで御連絡いただきますよう、お願いいたします。

（参考１）
○骨髄バンク
　⽩血病や再生不良性貧血などの血液疾患の治療として造血幹細胞移植が必要な患者のた
　めに、ドナーから提供される骨髄液や末梢血幹細胞を患者にあっせんする仕組みのこと。
○骨髄バンク推進⽉間
　毎年10⽉に骨髄移植に関する正しい知識の啓発及びドナーの確保を⽬的として全国で実
　施。
○骨髄バンクドナー登録者数（令和７年８⽉末現在）
　静岡県︓9,093⼈、全国︓564,613⼈
○都道府県別対象年齢⼈⼝1,000⼈当たりの骨髄バンクドナー登録者数（令和７年８
　⽉末現在）
　静岡県︓6.20⼈（全国46位）、全国平均︓10.53⼈

（参考２）昨年度の街頭キャンペーンの様子

　

teikyoukibousha202508.pdfteikyoukibousha202508.pdf



提 供 日 2025/10/16

タイトル 【参加者募集】より良い高齢者ケアを考えるセミ
ナー及び令和７年度優良介護事業所表彰式・事例
発表会

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2314

【参加者募集】より 良い高齢者ケアを 考えるセミ ナー及び令和７年度優良介護事業所表彰式・事例発表会

　県では介護人材の確保や介護サービスの質の向上に向けて、より良い高齢者ケアを考えるセミナーと優良事業所の表彰式及び受賞
事業所による事例発表会を行います。なお、今年度は初めて厚生労働大臣表彰受賞者も併せて表彰を行います。
　介護事業者の方だけでなく、介護に関心のある一般の方にも参考となる内容です。是非、御参加ください。（参加には事前申込が必要で
す）

●日時　令和７年11月13日（木）　13：30～16：15（開場12:45）

●会場　静岡音楽館ＡＯＩ　７階講堂　（定員300人（先着順））
　　　　　（静岡市葵区黒金町１－９）

●プログラム
　 13:30～13:45 優良事業所表彰式

受賞部門 事業所名（所在地）

介護職員の働きやすい職場環境づくり
厚生労働大臣表彰　奨励賞

介護老人保健施設星のしずく
（静岡市葵区）

介護職員の働きやすい職場環境づくり
厚生労働大臣表彰　奨励賞

デイサービス和合
（磐田市）

静岡県優良介護事業所表彰
職場環境改善部門

特別養護老人ホーム第二南風
（浜松市中央区）

静岡県優良介護事業所表彰
サービスの質向上部門

グループホームたみの里－静岡与一
（静岡市葵区）

   13:55～15：15 より良い高齢者ケアを考えるセミナー
　　＜講演＞
　　　「地域で看取る～アサやんと過ごした15年～」
　　＜講師＞
　　　・株式会社生き活き　代表取締役　金岡　重則（かなおか　しげのり）氏
　　＜質疑応答＞
　　　・同　金岡　重則氏
　　　・元気が出る介護研究所　代表　髙口　光子（たかぐち　みつこ）氏

　15:25～16:15　事例発表会
　　＜令和７年度に静岡県優良事業所表彰を受賞した２事業所の取組発表＞

事業所名（所在地） 主な取組内容

特別養護老人ホーム第二南風
（浜松市中央区）

「ほなみ会承認」による「その人
らしく働ける」環境づくり

グループホームたみの里－静岡与一
（静岡市葵区）

入居者と家族のとのつながりを大
切にしたあたたかみある取組み

　　　＜コメンテーター＞
　　　　・金岡　重則氏
　　　　・髙口  光子氏

　　　　　　・ソーシャルアクトポラリス　代　表　髙橋　邦典（たかはし　くにのり）氏

●申込・問合せ
　　　＜申込方法＞
　　　　・ふじのくに電子申請サービスから直接申込み
　　　　https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17893
　　　　・介護保険課ホームページから申込みできます。　
         https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040742/1002953/1066347.html

　　　＜問合せ先＞　
　　　　　【優良介護事業所表彰式・事例発表会】

　　　　　静岡県健康福祉部介護保険課
　　　　　電話：054－221－2314

　　　　　【より良い高齢者ケアを考えるセミナー】

　　　　　静岡県健康福祉部福祉指導課
　　　　　電話：054－221－2409

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=17893
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1040742/1002953/1066347.html


提 供 日 2025/10/16

タイトル #つながる富士山静岡空港 ×ＪＲ東海 富士山静岡
空港冬ダイヤ×富士山満喫きっぷを主要３駅で合
同PR

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興課

連 絡 先 西垣・髙橋

TEL 054-221-3166

#つながる富士山静岡空港 ×ＪＲ東海

富士山静岡空港冬ダイヤ×富士山満喫きっぷを主要３駅で合同ＰＲ！

県、富士山静岡空港株式会社及び富士山静岡空港利用促進協議会は、富士山静岡空港の冬ダイヤ（令和７年10月26日～令和８年３月
28日）の運航開始にあわせ、
ＪＲ東海及び就航先と連携し、同ダイヤの周知及び富士山静岡空港の利用促進を目的として、ＪＲ静岡駅・浜松駅・三島駅の主要３駅にて以
下のとおり、ＰＲを実施します。

１　イベント概要

項目 内容

日時
10月24日（金）※

17:00～18:00(予定)
10月27日（月）

17:00～18:00(予定)
10月28日（火）

17:00～18:00(予
定)

場所 ＪＲ静岡駅改札口前 ＪＲ三島駅（南口）改札口前 ＪＲ浜松駅改札口前

内容

【共通】各駅利用者に「富士山静岡空港総合時
刻表（冬ダイヤ）」や「富士山満喫きっぷ」などの
チラシを配布

※10月24日(金)静岡駅のみ
北海道観光ＰＲキャラクター「キュンちゃん」
（写真右）登場予定

主催 静岡県、富士山静岡空港株式会社、富士山静岡空港利用促進協議会(50音順)

協力 東海旅客鉄道株式会社、公益社団法人北海道観光機構

２　取材について

取材を希望される方は、下記により10 月20 日 （ 月 ）17 時 までに手続きをしてください。

項目 内容

提出書類 撮影等申込書

提 出 先 ＪＲ東海静岡広報室

提出期限 10月20日(月) 17時まで

３　取材に当たっての留意事項
　(１)取材に当たっては、撮影等申込書に記載の【承認条件等について】をよくご確認いただき、静岡県(空港振興課)及びＪＲ東海の指示に

従ってください。
　(２)駅構内での取材について御不明な点は、ＪＲ東海静岡広報室までお問合せください。



提 供 日 2025/10/16

タイトル 【取材依頼】静岡県の移住最前線！成功の鍵は
『連携』
ふじのくにに住みかえる推進本部全体会を開催し
ます

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2540

　　　【取材依頼】静岡県の移住最前線！　成功の鍵は『連携』
　　　　ふじのくにに住みかえる推進本部全体会を開催します

　県では、本県への移住・定住の促進に向け官民一体となった取組を推進するため、
「ふじのくにに住みかえる推進本部」を設置し、年１回の全体会において、構成員によ
る先進的な取組事例等を共有しています。

 　　今年度は移住・定住に先進的に取り組む県内の市町・団体等の取組について発表
　してもらう とともに、新たに参加者交流タイムを設けることで県内への横展開を促進します。

１　開催日時
　　　令和７年10月21日（火）14:00～15:45

２　開催方法
　　　会場：札の辻クロスホール（静岡市葵区呉服町１丁目30番地札の辻クロス６階）
　　　　　※オンライン(Zoom)併用
３　出席者
     推進本部構成員（市町、民間団体、地域団体、庁内関係課）

会場＋オンライン100名程度

４　主な内容（題名は仮）
（1）開会挨拶

　静岡県くらし・環境部長　縣 茂樹
（2）県の取組紹介等

ア　令和７年度の県事業の実施状況（静岡県くらし・環境部企画政策課）
イ　静岡県移住相談センターからの報告
ウ　静岡県広域移住コーディネーターからの報告

（3）移住推進に向けた市町・民間団体の取組紹介
ア　特定事業協同組合の概要、事業状況（県総務部地域振興課、川根本町）
イ　空き家を活用したコミュニティ形成と住む人と働く人を増やす取組（(有）日の出企画）
ウ　二拠点居住の推進について（森町）
エ　市地域おこし協力隊ネットワーク（藤枝市）

（4）参加者交流タイム

５　連絡事項
　　　取材を希望される場合は、10月21日（火）正午までに上記担当班へ御連絡ください。

＜参考＞ふじのくにに住みかえる推進本部　概要
　　・設置　　　平成27年４月２日
　　・所掌　　　移住希望者の相談対応・プロモーション活動の実施
　　　　　　　　受入態勢の充実、ニーズに応じた情報発信、関係機関との調整
　　・本部長　　平木副知事
　　・構成団体　県、市町、国、地域団体等　95団体（令和７年４月１日現在）

参加者募集告知　・　催事等の当日取材　・　実施事業等の紹介　・　調査結果等の公表



提 供 日 2025/10/16

タイトル 【当日取材希望】静岡県と株式会社建設システム
との災害応急対策協定締結式を開催します！

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 政策班　寺田

TEL 054-221-3596

【当日取材希望】
～静岡県と株式会社建設システムとの災害応急対策協定締結式を開催します！～
　
　静岡県は、株式会社建設システムと、県民一人ひとりが災害リスクや正しい避難行動を理解し、防災意識が高揚することによ
り、地域防災力の強化に繋げることを目的とした災害応急対策協定を締結します。
　 民間企業 の 運営 する 防災 アプリで 県民 の 防災意識啓発 を 行 うという 内容 で 災害応急対策協定 を 締結 することは 本県初 の 取組 で
 す 。
　また、締結に当たり以下のとおり締結式を開催します。

１　協定締結式
(1)　日　時：令和７年10月21日（火）13：30～14：00
(2)　場　所：静岡県庁別館５階危機管理センター東
(3)　出席者：静岡県危機管理部長　齋藤　耕司（さいとう　こうじ）
　　　　　　 株式会社建設システム　代表取締役社長　重森　渉（しげもり　わたる）
(4)　内　容：協定書の手交、写真撮影ほか

２　協定の主な内容
　

名　称 地域防災力の向上に向けた連携・協力に関する協定

目　的
相互に連携・協力し、県民に向けて防災情報を発信することで、 県民
 一人 ひとりが 災害 リスクや 正 しい 避難行動 を 理解 すること、防災意識
が高揚することにより、地域防災力の強化に繋げること

内　容

（県）
・県民に向けて発信する防災情報及びデータについて、提供する。
【地震保険、感震ブレーカーなどを想定】

・(株)建設システムの運営する総合防災アプリ「クロスゼロ
forファミリー」（約３万ダウンロード）に「わたしの避難計
画」作成機能を追加するために必要な情報、データについて提供
する。

（(株)建設システム）
・(株)建設システムが運営する総合防災アプリ「クロスゼロ
forファミリー」を用い て 県民 に 防災情報 を 発信 する 。

・ 「 クロスゼロfor ファミリー 」 に 「 わたしの 避難計画 」 作成機能
 を 追加 する 。 （ 本県初 の 取組 ！！）

３　取材について
　直接会場にお越しください。


